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序

昭和15年 (1940) に村から市へと躍進した芦屋市は、昨年、無事市制70周年

を迎えることができました。

わが街芦屋の歴史を紐解くと、実際は市になってからの年数の百倍以上の長

さの歩みをたどってきたことが明らかとなっています。それらは、地上に存在

する建物や橋や道路、鉄道などの諸施設や住宅だけではなく、地下に埋蔵され

ている数多くの文化財からも知ることができます。

「埋蔵文化財」と呼ばれているこれら遣跡・遺構・遺物は、さまざまな土木

工事により顔を出しますが、芦屋市はこれまでもこうした文化財を個人住宅の

事業でも地権者のご協力を得、事前調査を実施して記録保存を図り守ってまい

りました。

今年度は、そのうち平成21年度に実施した事業3件分の報告内容を収載して

います。本書が歴史の根幹資料として、今後の文化財行政や今日ある市民生活

の原点としてさまざまな形で活用されることを願ってやみません。

芦屋市教育委員会職務代行者

管理部長 i皮多野 正和



例 一
⇒

口

1 . 本書は、芦屋市教育委員会が平成21年度国庫補助事業として実施した市内遺跡発掘調査の概要

報告書である。発掘調査費 ・遺物整理費・報告書印刷製本費等は、総額9,744,000円で、国 1/

2、県 1/4、市 1/4の補助率である。

2. 調査対象遺跡は、当該年度に確認調査・本発掘調査を実施した 4遺跡 5地点である。これらの

調査地点の中で、会下山遺跡の分布範囲確認調査については 『兵庫県芦屋市 会下山遺跡確認

調査報告書ー遺跡分布範囲の確認を目的とした第 8~10次発掘調査の成果一』〈芦屋市文化財

調査報告第85集〉として平成22年 (2010) 8月に刊行しているため割愛した。

3. 平成21年度に実施した発掘調査および遺物・資料整理作業は、芦屋市教育委員会社会教育部生

涯学習課文化財担当主査（学芸員）森岡秀人、同課学芸員竹村忠洋、同課嘱託（学芸員）坂田

典彦、同課嘱託（学芸員）白谷朋世が担当し、同課嘱託（学芸員）平山裕之が補佐した。国庫

補助事業に関わる事務については、同課課長補佐細井良幸、同課課員春木和子が担当し、同課

臨時的任用職員である田中智美・カ武満喜江がこれを補佐した。

平成22年度に実施した報告書（本書）の編集・作成作業は、森岡・竹村・坂田・白谷が担当

した。事務については、生涯学習課課長細井、同課主査竹内典子、同課再任用職員春木が担当

し、同課臨時的任用職員の力武がこれを補佐した。

本事業の実施に際しては、文化庁文化財部記念物課および兵庫県教育委員会文化財室から指

導・助言を受けた。

4. 発掘調査および遺物・資料整理作業（平成21年度）、報告書（本書）編集・作成作業（平成22

年度）には、上記した職員・嘱託のほか、下記の臨時的任用職員、文化財ボランティアが従事

した。

相澤敦子、天羽育子、梅本素子、久保ふく子、桑原育世、小島静子、近藤奈保子、須田佑子、

住本孝太、中井みどり、仲谷由利子、西岡崇代、山本麻理、横森美和子

5. 本書の執筆と編集は、森岡・坂田・白谷が担当し、竹村が補佐した。執筆分担については、目

次および本文節末に氏名を掲げた。

6. 校正作業は、森岡・竹村・坂田・白谷の他、天羽・西岡・ 山本が担当した。

7. 方位について、磁北を用いたものには挿図中の方位マークに「M.N.」と表示した。なお、磁

北は真北より 6°401西に振っている。また、標高については、東京湾平均海水準 (T.p.) 

で表示している。

8. 標準土色帖で判定した褐色の「褐」字は、本書では「褐」を代字として使用した。

9. 本書第2章第3節で記載した上器の器形・編年観は〔森岡・竹村2006〕を参照した。

10. 本書を作成する上で引用および参照した文献は亀甲括弧で表記する。なお、発行機関が教育委

員会の場合は「教委」と省略して記す。また、引用・参照文献などは、巻末に集約している。

11. 発掘調査および整理作業の過程で、下記の方々からご助言・ご教示を賜った。記して感謝いた

します（五十音順・ 敬称略）。

青木勘時、勇 正廣、市村慎太郎、奥田 尚、北垣聰一郎、高野陽子、多賀左門、濱野俊一、

藤川祐作、古川久雄、松田和義、村川義典、山村 薫、山本徹男
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第 1章 平成21年度国庫補助事業市内遺跡発掘調在の実施経過

第 1節 国庫補助事業を含めた遺跡の取

扱い状況

兵庫県芦屋市は、県域南東部の阪神間に位置する小

さい自治体である。今年度は市制施行70周年を迎えた

が、戦後は祈き事を果たしつつ国際文化住宅都市とし

て目覚ましく発展してきた。したがって、土木工事に

よって遭遇する埋蔵文化財の保護は、都市整備事業や

街路整備事業とも不可分な関係にあり、人口の増加を

支える住宅地の形成とその進展とも深い関わりを持っ

てきた。埋蔵文化財を保護する行政的な仕組みは、昭

和40年代中頃より次第に整えられてきたが、学術的な

調査は昭和30年代より他市町に先駆けて取り組まれ、

市内ではその象徴として、県史跡第 1号の会下山遺跡

が存在する。この遺跡も今年度、国史跡指定の具申に

対して昨秋答申が出され、先頃官報告示を受けた。と

ころで、昨今は苦屋市独自の景観の保全が条例の整備

とともに推進されるようになり、埋蔵文化財包蔵地が

次々と共同住宅建設のため、発掘の調査対象になるよ

うなことは急速に減少している。それでも兵庫県下で

は、住宅建設事業に対応した調査の件数が多い所とし

て知られている。その足取りに相応しく常々十分な調

整と合意の形成に努力し、加えて文化財保護法第92条

第1項の運用自体に関しても細心の注意が払われてき

た。時には生ずる乱開発に対し、大きな歯止めが文化

行政面でも行われてきたと言え、先年、独創的な景観

法により建築計画不認定と発表された全国初の 5階建

共同住宅の例は、一昨年7月に市全域を同法で定める

景観地区に指定した本市ならではの制限であり 、景観

と調和した建築スケールなるものが美観を備えた都市

社会の必然として鋭意求められている。さて、市内で

は緊急度の最も高い専用住宅の建設に伴う遺跡範囲確

認調査や記録保存調査は都市の整備には重要な位置を

占めており、適正な国庫補助事業の実施と共に、その

存在を度外視することなく円滑な遺跡保護の取り扱い

が進められている。

平成21年度には、事業主が調査費を負担した所謂原

因者負担による記録保存調査を 2件3地点実施してい

る。 1件は継続している街路事業（山手幹線）の最終

調査で、月若遺跡の第98地点と第100地点を対象とし

た。その報告書は第86集として今年度に刊行した。も

う1件は民間事業で、共同住宅建設に伴い、芦屋廃寺

遺跡第115地点を対象に記録保存調査を行い、報告書

は今年度、整理を終えて第87集として刊行した。専用

住宅対応が主となる国庫補助事業は、概して少なかっ

た。報告すべきものは、本書に収載した 3件にすぎな

い。他に報告書作成作業を実施したものに国史跡指定
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を目指した会下山遺跡の遺跡範囲確認調査成果があり、

これは第85集として具申資料としての報告書を刊行し

た。現在、官報告示を受け、無事国史跡となった。

芦屋市教育委員会が平成21年度に国庫補助金を得て

実施した市内遺跡の発掘調査は、平成22年2月1日付

教文第3453号により補助金の交付決定を受けた「平成

21年度国宝重要文化財等保存整備費補助金」に基づく

ものであり、「補助金等に係る予算の執行の適正化に

関する法律第14条」の規定に基づき、緊急度の高さに

応じつつ、届出順に基づき円滑に実施した。

当該補助事業の実施期間は、平成21年4月1日 （着

手）～平成22年3月31日（完了）であり、芦屋市教育

委員会が事業主体となって遂行した。補助事業の交付

決定額は4,872,000円である。 （森岡秀人）

第2節 近年の埋蔵文化財の発掘調壺体

制について

芦屋市内における埋蔵文化財の保護手続き（文化財

保護法により平成17年4月1日改訂）は、平成21年度、

文化財保護法第93条の 1(上木工事のための発掘に関

する届出および指示）並びに第94条の 1 (国の機関等

が行う発掘に関する特例）の規定に基づき、文化庁長

官宛提出された周知の埋蔵文化財包蔵地における土木

工事等の施工に伴う届出や通知の件数が70件を数え、

それらへの対処として実施された文化財保護法第99条

（地方公共団体による発掘の施行）第 1項の規定に基

づく発掘調査は合計25件となった。市内全体における

調査種別は、本発掘調査6件、確認調査19件の実施数

であり、この年度の工事立会の件数は26件、分布調査

0件を数える統計値となっている。

なお、平成21年度における文化財所管課への窓ロ・

ファックス・メールによる埋蔵文化財包蔵地に関する

問い合わせは1060件、開発指導等事前協議は106件の

数値を示している。この年度、芦屋市の埋蔵文化財専

門職員数は、正規2名（学芸員）、非常勤嘱託 3名の

合計5名で、 1チーム 2名の 2班体制を整えて複数の

緊急発掘調査に対応する一方、 文化庁・兵庫県教育委

員会の指導・助言を得つつ国史跡を目指す会下山遺跡

の第3次範囲確認調査（通算第10次調査）を実施した。

（森岡）

第 3節 地理的地質的環境よりみたる芦

屋地域

先ず兵庫県の東南部に位置する芦屋市の自然環境を

ながめてみよう 。市域は大阪湾に臨む高距932m弱を
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測る衆峰連なる六甲山地の南麗に東西 2km、南北

8.5kmの短冊形に近い形で存在する。東は西宮市に、

西は神戸市に境を接し、大阪湾に面している。六甲山

地は衝上断層の成因により床の間に屏風を立てたよう

に赤脚急激に迫り、急流河川が複合扇状地を形成して

海岸平野は頗る狭陸である。農業用地の発達はかなり

段階を踏んだことが窺われ、近世までの集落は街村や

塊村の形態を採って大規模な広がりを持つものではな

かった。しかし、東西交通の回廊としての機能は官道

が通過した旧摂津国段階に既に磐石なものとなってお

り、古代山陽道をはじめ、江戸時代の西国街道の活発

な往来など、幹線的交通を背景とした当地域の発達が

跡付けられる。

市域は東端が東経135度19分39秒（堀切川河口）、西

端が東経135度16分5秒（六甲越えにのこし峠付近）、

南端が北緯34度42分56秒（芦屋川河□)、北端は北緯
34度46分52秒（仁川水無谷茨谷尻）に位置し、西側

500m付近に芦屋川峡谷の弁天岩が存在する地点が市

域の重心である。

地質基盤は古生層と花商岩から成り、その上を大阪

層群や段丘礫層が被覆し、最後に沖積層が形成される。

硬質砂岩や頁岩の互層から構成される古生層は地盤の

隆起に伴い浸食を受け、残存部が花岡岩体上に乗っ

かっている状態で点在分布する。踏青により会下山や

金鳥山などの六甲山地前山では上部古生層、下部花尚

岩の浸潤関係が確認できる場合があり、両者接触の部

位には花尚岩の逍入に起因して強度の熱変成作用が認

められ、ホルンフェルス（変成岩）に変化している。

花蘭岩成立の順序は布引花尚岩→六甲花尚岩の関係に

あり、前者は鷹尾山の南麓付近辺りで初現してより以

西に頻出する。花固岩体は芦屋川水車谷近辺で既に地

下230mを超える変位した深部にあって、明らかに芦

屋断層の影響を受け降下しており、海岸線付近で1000

m弱の低位置になるほどの急崖面が伏在している。海

岸から至近にあって岱やかす六甲山地には、山体の崩

壊過程のバッドランドをなす部分が目立ち、岩屑の供

給とともに巨円礫と化した転石が豊富である。中生代

白亜紀後期に誕生したこの花尚岩は遺跡の面から見れ

ば、横穴式石室や寺院の礎石、徳川大坂城の石切場な

どに盛用されており、建材としては近代建築や現代建

築に、さらに民家の階段や石垣、記念碑・墓石などに

も多用されている。なお、六甲山に最初に着目した外

国人はイギリス人A.H.グルームであり、明治28年

(1895) に三国池畔に別荘を建て、避暑地としての利

用の端緒となった。 （森岡）

第4節 近代苗屋市の成立小史と地名の
変貌

市制をとった芦屋市の誕生前後に照準を中てた偏り
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を承知しつつ、禿筆を呵す内容となったが、先樅を忘

却しない意図から、本市の歩んだ道程の片鱗を概観し

ておきたい。

兵庫県芦屋市は、交通機関の至便性により阪神間有

数の住宅都市として弛まず発達し、柱礎の生活環境に

ウエイトを置いた街づくりが奔馳して行われてきた。

その下地として大正時代に進められた上下水道の整備

工事や各種ライフライン設備の早期の布置があり、昭

和9年 (1934)や昭和13年 (1938) に発生した精道村

時代の大風水害を乗り越えつつ、昭和15年 (1940)11 

月10日には刺疾、町を超越した市制施行を果たして、

戦後は国際文化住宅都市として発展してきた。市誕生

当時の人口は41,925人を数えるが、現在は昌慶し、面

積18,57k面の狭陰な市域に93,496人の市民が近称に

庭園都市宣言を発した美しい街並と透き通る渓声、叢

生する六甲連山や湾岸沿いの数多き操船を眺めつつ

日々の生活を爽然と営んでいる。平成 7年 (1995) 1 

月17日に発生した阪神・淡路大震災は、本市にとって

多大な跳詑となったが、窮厄に抗しつつ早くも16年の

歳月が経過した。

地名としての芦屋は、既に『万葉集』の巻九にみえ、

奈良時代にまで遡る。近世にはこの声屋以外に打出・

三条・津知の三村があって、明治22年 (1889)以降、

合して精道村と呼ばれてきたが、大正末年～昭和初年

頃には、駅名や公共機関名としてよく認知されている

芦屋村への改称を唱える動静もみられる。「芦屋」は

古代にはより広域のエリアを指しての地勢や景観と深

く関わる地名であったと思われ、高橋虫麻呂の歌に登

場する「菟名負乙女の奥津城」は、西灘・東明・住吉

に所在する東西の求女塚、処女塚の古墳時代前期の 3

古墳を指すことはあくまで通説の範疇であって、葦の

屋を冠することからすれば、それらをカバーしてなお

余りある地域を包括すると見て大過ない。地理学者の

島之夫が能因法師の詠んだ「葦の屋の児昆陽の渡りに

日は暮れぬ、いっち行らん駒にまかせて」の歌や「葦

のやのいさこの山のそのかみにのほりて見れば布引の

瀧」（読人不知）の歌などを拠り所として、少数例な

がらまさしく古代兎原郡の広がりが現伊丹市域に相当

する川辺郡稲野村を東の世界として、西方へは現神戸

市の東半域あたりまでのエリアがカハーされるとみる

言説を開陳しているが、頷ける考証ではなかろうか。

中世以降に頻用の 「薦屋」は、イネ科の多年草である

葦群落より見劣りする植物上の含意を1方彿とさせるが、

地域呼称としての範囲は当然柔軟な動きを伴ったと見

るべきであろう。狭域な古代における葦屋郷の存在は、

まさしく視覚的な郷心と不可分であり、海原・大原・

兎原を包括する葦の屋の広大なイメージは既に瓦解し

ている。

しかし、島による戦前の指摘が彗眼と受け取れるの

は、打出より青木までを「芦屋浦」、西宮より住吉ま



での「中灘」、住吉より生田へと至る「大灘」を括る

総称として「芦屋灘」と呼ぶ地名概念が広く地誌類に

普及していること〔寛政8年刊「摂津名所固会」〕を

もって、灘の語源も芦屋灘に起源ありとする点であり、

芦屋という地域呼称の流動的変遷を科学的に精緻に考

究する作業はなお私たち文化財担当者に重く課せられ

た未解決の問題として取り組みを要するだろう 。

芦屋地域は、踪跡・伝承・物語・和歌・謡曲・軍記

など国文学史の上でも特筆に値する作品を育んできた

情操的な土地柄である。古来芦屋は人々の移住や立ち

寄り、遊興などの流動性に加え、中央との接触に富ん

だところでもあり、叙事詩的に見ても象徴的かつ美麗

な言葉が文学史の上に数多く残されている。蓋し第二

次世界大戦の最中である昭和19年 (1944)に町名改正

を積極的に行ったことも特異な行政行為であり、戦時

体制下、在原業平やその父阿保親王への所縁を求めた

急ぎの施策であったことが酎量されよう 。旧小字名の

田中・徳塚• 平足・走り田が伊勢物語に基づき業平町

に、樋ノロ新田・中新田が雲林院（謡曲）に拠り公光

町に、久保・親王塚・地造り・堀ノ内・川端・卿ノ本

が阿保山親王寺縁起を礎として親王塚町に改変して

いったことや東京隅田川に架行する業平橋を多分に意

識して名付けられた芦屋川の業平橋もその一環と言え

るが、忽々たるフォリブル（可謬的）な社会にあって、

近代史としての地名の由来も急速にに霧散しつつある。

翻るに遺跡の調査は自ら多くを語ろうとはしないが、

土地に鍬を入れ、過去の未知なる情報を土中から得、

現出する生々しい物質資料を歴史の生き証人として市

民の地域遺産の枠組みに位置づけ、その記録を保存し、

現代・未来の人々へ継承していく第一歩と言える。そ

して、土地に根をしつかりおろした歴史の数々を通し

て、郷土芦屋の歩みに誇りと喪失しつつある心に豊か

さを取り戻す糧の一翼を担うものでもあるだろう 。日

来、遺跡の保護には、法律の世界を超えた市民の崇高

なる理念、創造と共有資産として保持への傾注に向け

て地宝に対する某かの誇りと識見が牽引力となってい

ることは言うまでもない。 （森岡）

第5節 市域をめぐる近世・近代の動き

本節では、構思不手際で省約ながら、長舌を要さず

市域の成り立ちを俯諏する。現在の芦屋市の前身は、

精道村であり、明治21年 (1888) に市制• 町村制が公

布され、大日本帝国憲法の発布をみた翌22年に芦屋・

打出・ 三条・津知の 4村が張大し、 合併する ことによ

り誕生した。江戸時代後半期、この4村は芦屋村と打

出村が天領、三条村と津知村が尼崎藩領に仕分けられ

ていたが、明治4年 (1871)に幕藩制下を離れ、兵庫

県管下に属して経過した。したがって、芦屋市の基盤

エリアはこの 4村のそれぞれの本領に基礎を置くとみ
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第5節 市域をめぐる近世・近代の動き

てよいが、周辺との領界争議は、歴史的には戦国期頃

より存在した。

天文24年 (1555)に勃発した芦屋庄ニヶ村持山東西

18町をめぐる芦屋の庄民による逃散事件は特筆に値す

る出来事であり、江戸時代に入って寛保2年 (1742)

に至って再燃し、寛延3年 (1750)に裁定が下されて

いる （山論裁許状）。 困窮する社会生活や経済の不穏

な時期に発生したものと言え、木々の切り倒しや柴作

りによる日々の賄い、支えとなる深刻な様子が垣間見

える。耕稼に耐える農業適地の安定は出水の多い芦屋

川堤防の完備される猿丸安時時代の天保12年 (1841)

を待たねばならなかった。しかし、この問題は紆余曲

折を経つつ近現代に持ち越されており、明治11年

(1878)の図面（官民有地区別之儀に付伺添付）に基

づき、屈従しない西宮から熊世峠• 石宝殿白山権現道、

とがが尾をもって境となすべしとの強い主張が昭和22

年 (1947)に至って「西宮市社家郷と芦屋市打出・芦

屋共有山との境界」問題申入れの形で浮上した。国土

地理院発行の地形図でも空白部分となって表示される

両市の境界問題の麒齢は積年のものとは言え、双方の

見解の開きも大きく、その後も数回に亘る実地の調査

や視察を繰り返しているが、先年も日刊紙で根拠と

なっている旧い史料や絵図が話題となった。昭和33年

(1958) に芦有開発をめぐって浮上し、明治11年

(1878) に県令に提出した武庫郡の「官民有地区別之

儀二付キ伺イ」（明治時代初期）をめぐる論議が再燃

している。こうした西宮市と芦屋市の境界を証拠づけ

る絵固が当時、芦屋市役所の収入役室金庫内に厳重に

保管されていることを知っている人は数少ない。なお、

西宮市との境界の変動は別にもみられ、 昭和36年

(1961) 6月の市境上の日本住宅公団における甲南土

地造成に際しての深谷町・高塚町・岩園町の一部の提

供や交換行為がみられた点は記憶に留めたい。

芦屋の人口動態が激変するのは、大正10年から同14

年にかけての時期と思われる。参謀本部地形図の大正

12年 (1923)測図は住宅の面的増加が際立っており、

交通機関の飛躍的整備が要因をなし、鉄道は大正9年

の阪急電鉄芦屋川停留所の設置により、主要なものは

整備の完了を迎えている。昭和2年 (1927)の阪神国

道の完成、国道電車の敷設、続く阪神国道バスの開通

もその後の変化を増幅させている。大正9年 (1920)

から大正14年 (1925)の統計人口の大幅な変化 (11,151

人→19,101人）は壮盛倍加する勢いが読み取れ、女性

人口の比率の高さも家事労働者の含有傾向を直接反映

したものだろう 。その後の人口変動の最も大きな画期

は、阪神淡路大震災による災害の猛威を受けての結果、

発生の年のうちに11,000人の人々が激減した時と考え

られる。居住の矯弊を克服した現在は、超克の末、人

口10万都市に成らんとする勢いで増加の傾向にある。

（森岡）
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2 芦屋廃寺遺跡（第113地点） 3 打出岸造り遺跡 （第56地点）

第 1図 本書収載の発掘調査地点分布図 1 /40000 
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第2章発掘調在の概要

第 1節岩ヶ平刻印群（第176地点）

1. 調査に至る経緯

兵庫県芦屋市岩園町26-3、26-12、27、28-1(敷

地面積134.27mりにおいて、個人住宅の宅地造成計

画が進捗したが、当該地は周知の埋蔵文化財包蔵地で

ある徳川大坂城東六甲採石場岩ヶ平刻印群の分布範囲

内であるため、地権者 （個人）より文化財保護法第93

条第 1項に基づく発掘届出書が平成21年5月28日付で、

本市教育委員会に提出された（第 1・2図）。

本市教育委員会は、受理した届出書に添付された造

成計画の概要と設計図をもとに内容を審査し、岩ヶ平

刻印群で実施されてきた既往調査の結果と、 4月23日

の事前踏査から、当該地には既に刻印石 l石が遺存し

ており、包蔵される埋蔵文化財が損壊される可能性が

高いと判断した。そこで、当該敷地について埋蔵文化

財の遺存状態や遺物包含層・遺構面への工事による影

響などを確認し、本開発計画に対する今後の取扱いを

決定する基礎資料を得るために、工事着手前に確認調

査を実施する必要があることを事業者に回答した。

確認調査は、森岡秀人・坂田典彦を調査担当者とし、

平成22年6月29日から 7月14日までの実働7日で実施

した。その間、測量および調査補助として天羽育子・

住本孝太の両補助員が参加した。

発掘作業は株式会社長谷川工務店に委託した。

2. 調査地をとりまく環境

芦屋市街地北東部の山麓丘陵に、徳川大坂城東六甲

採石場岩ヶ平刻印群および八十塚古墳群の分布範囲

〔芦屋市教委2009b〕があり、かなりの部分で両遺跡

は重複している。徳川大坂城東六甲採石場岩ヶ平刻印

第1図調査地近景（北東から）
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第2図調査地位置図 1 / 5000 

群は、六甲前山南東麓、現在の神戸市灘区・東灘区か

ら芦屋市・西宮市西部にかけて東西 6km以上の範囲

におよぶ大坂城再建期 （元和 6日620〕年～寛永 6

[1629〕年）の石垣用材の採石場である。その範囲の

中で、割石や刻印石の分布密度、地形環境から現在6

群に大別しており、当調査地は岩ヶ平刻印群にあたる。

岩ヶ平刻印群は、芦屋市朝日ヶ丘町・岩園町・六麓荘

町・鋤谷、西宮市老松町・苦楽園四番町・同五番町に

所在し、市街地となっている関係から、 6群の中では

最も土木工事に伴う発掘調査件数が多い。

既往の調査・研究の蓄積において、今回の調査地が

立地するどんどん川沿いは、主要な山出しルートの一

つに推定されており、両岸部や川底から割石・刻印石

が数多く確認されている〔芦屋市教委2005・2006bな

ど〕。しかし、石曳きの労働主体については、丁場割

とは異なっており、よく判っていない。

一方、重なりをもつ八十塚古墳群については、 60墓

近い数の古墳を確認している。この古墳群は、東西

700m以上、南北900m以上の範囲に分布し、阪神間の

市街地では最大クラスの古墳群として周知されている。

6世紀後半-7世紀後半に築造され、往時は100基に

のぽる古墳があったと推定されている。墳丘形態は円

形ないし楕円形で、石室構造は横穴式石室を主体とす

る。副葬品には、土師器・須恵器・玉類・耳環・鉄製

品などが認められる。

このような歴史的環境の下、この調査では、古墳と

近世採石場の有無を調べる 目的で確認調査を実施した。

3. 発掘調杏の概要

(1) 発掘調査の方法

今回の調査は、敷地内要所に計5基のトレンチを設



第2章発掘調査の概要

定し、埋蔵文化財の有無を確認した。当該地の確認調

査を遂行するにあたって、調査地が自然地形をよく留

めていることから、地形変化点を中心に意識的にトレ

ンチを設けた（第3図）。その他、刻印石（以下、「 1

号石材」と表記）が、原位置を保っていることを確認

する目的で、石材のまわりを掘り下げた。

それぞれのトレンチの規模と掘削面積は、 1トレン

チがl.Omx 3.0mで3.0m久 2トレンチが3.0mX7.0

mで21.0m2、3トレンチが1.2mx 4.5mで5.4m尺

4トレンチが1.2mx 3.0mで3.6m2、5トレンチが1.4

m x 2.5mで3.5正である。 5基のトレンチを合わせ

た調査面積は36.5m2で、これに 1号石材周辺を掘り

下げた 1而弱が加わる。

発掘調査は、表士から人力で行った。発掘による排

出土は、すべて仮置きし、調査終了後には埋め戻した。

測量の基準杭 1 (X = 0、y= 0)は任意に打設し、

測量調査におけるすべての基準点はこれを使用すると

ともに、平面図に記入した。基準高は、本市下水道台

帳図に記載がないため、施工業者が作成した敷地平面

図に記載された標高を使用した（基準杭 1=a標底30m

と仮設定した）。写真撮影は、 35mmカラーフィルム、

デジタルカメラを使用し、記録した。

すべての調査図面および出士資料、調査記録は、芦

屋市教育委員会生涯学習課三条文化財整理事務所で整

理し、一括保管している。

(2) 発掘調査の経過

調査期間中は梅雨時期と璽なり、雨天による調査中

止日が5日あった。雨天予備日である 3日分を超えた

7月8日には、地権者代理と連絡を取り、翌週14日

（火）までの調査延長を申し入れ、許諾を得た。以下

に経過の詳細を日誌抄として記載する。

【調査日誌抄】

6月29日（月）曇りのち雨

本日より調査を開始した。 10時より地権者代理（フ

ジワラ設計事務所）、細井課長補佐・森岡主査・坂田

嘱託で、調査開始立会を行った。ネットフェンス・防

塵シート・ガードマンボックス・トイレなどの備品を

※等高線は、 1日地形復元のため設計事務所提供現状

地形図を合成した。ラインは lm間隔である。

゜
20m 

第 3図 トレンチ配置図および微地形復元図 1 /400 
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第1節 岩ヶ平刻印群 （第176地点）

搬入した。明日は降雨予報が出ているため、 トレンチ

の掘削は行わず、ネットフェンスの設営とトレンチ設

定箇所の除草に従事した。

6月30日（火） . 7月1日（水）雨

雨天のため、作業を中止した。

7月2日（木）曇り

本日より掘削作業を開始した。1号石材の北側に 1

トレンチを設定し、表土掘削に着手した。また、敷地

東端の低所部に 2トレンチを設定した。調査杭 1・2

を打設した。

7月3日（金）睛れ

1号石材の平面・立面・断面図の作成と、刻印の採

拓（第7図）。 1トレンチは竹の根が繁茂しており、

思うようには掘削が進まない。表土の下には砂礫層が

確認できる。2トレンチも表土掘削がほぼ終了し、下

層の掘削に取り掛る。

7月6日 （月）雨

雨天のため、作業を中止した。

7月7日 （火）暴り

lトレンチが完掘し、撮影・土層断面実測を完了し

た。2トレンチも完掘し、撮影を済ませ、土層断面実

測は明日以降とした。

3・4トレンチを設定し、周辺の除草を行った。

7月8日 （水）雨

雨天のため、作業を中止した。

7月9日（木）晴れ

2トレンチが完掘し、撮影・土層断面実測を完了し

た。3トレンチは、南高所部の表士直下で大阪層群を

確認した。4トレンチの掘削を開始した。

午後、細井課長補佐・森岡主査・坂田嘱託で刻印石

の取扱いに関する打ち合せを行った。

7月10日 （金）雨

雨天のため、作業を中止した。

7月13日（月）晴れ

3・5トレンチが完掘し、撮影・土層断面実測を完

了した。現場検証が終わったトレンチから埋め戻しに

着手した。 1号石材の採拓を行った。

7月14日（火）晴れ

調査終了日。 トレンチ配置図のチェックと 1号石材

の全形および刻印面の撮影を行った。すべてのトレン

チを埋め戻し、調査道具・備品の撤収を完了した。

(3) 基本土層

設定した 5基のトレンチすべてにおいて、共通する

土層名を付した。上層番号は、現地表面を含む表土層

を第 1層とし、上から順に通し番号でアラビア数字を

付した。また、同一層と認められるものでも漸次変移

しており、土色 ・土質に違いがあるもの、異なる複数

の層をセット関係で捉えたものは、アルファベットの

小文字を付してまとめた。色調は視認色で表記した。

1 tr. 北東壁士層断面
2 tr. 西壁士層断面

NW 

32.00m 

SE 一S

23.00m 

N 

3 tr. 北壁土層断面 4 tr. 北壁土層断面

_
W
 

31.00m 

E -
W
 

1 d 

＼ここ二＇
lf 

28.00m 

E 

5 tr. 南壁土層断面

一
E二 27.00m 

w 

1 a層： 黒褐色有機質礫混じり中～細粒砂。

1 b層： 盛土。現代のガラを含む。

1 C層： 青灰色礫混じり泥。

1 d暦 ：1 d -1 f層は 4トレンチで確認した盛土。

1 e層： 1 d層と同質であるが、作業単位が異なる。

1 f層 ：現地供給土を利用した盛土。

3a 

2a層： 暗灰色砂礫。

2b暦： 黄灰色砂礫。

3a層： 灰白色礫混じり粘土。

3b暦 ：灰白色礫混じり粘土。

3c層： 青灰色粘上～泥。

3d暦： 青灰色粘土。

※1号石材 （刻印石）は2層に帰属する。

゜
2m 

第 4図 1~5トレンチ土層断面図 1 /80 
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第2章発掘調査の概要

調査地は、どんどん川の左岸に接しており、東に下

る急傾斜地である。山林として今日まで残っていた一

画で、現代の開発を免れている地域である。本地点の

基本層序は、大阪層群およびその二次堆積層 (3層）

を無遺物層（いわゆる地山）とし、その上に段丘礫層

である斜面堆積層が乗る (2層）。

近世採石場に関わる 1号石材は、この段丘礫層中に

含まれる lmを超える巨礫（母岩）を対象として刻印

を彫ったものである。

以下に、土層観察記録を記述する。

1 層•••現地表面を含む近現代の表士・盛土。

1 a層：腐植土。黒褐色有機質礫混じり中～細粒砂。

竹の根など植物の根が著しい。

1 b層：盛土。現代のガラを含む。

1 C層：青灰色礫混じり泥。大阪層群を母材とする

現代の再堆積土。擁壁基礎掘削時の排出上。

コンクリート塊を含む。

1 d層： 4トレンチで確認した盛士。 1 e層とは作

業単位が明瞭に異なるのみで土質に変化は

ない。

1 e層： 4トレンチで確認した盛土。

1 f層： 4トレンチで確認した盛土。現地供給士を

利用した盛土。

2層…谷や斜面地の堆積層。段丘礫層およびその二次

堆積層を母材とする。 1号石材は当層に帰属す

る。

2 a層：斜面堆積層。暗灰色砂礫。 2-5mm大の

礫と粗粒砂から成る。 10-SOcm大の花尚

岩が散見される。

2 b層：谷筋流路充填堆積物。黄灰色砂礫。 5mm

以下の礫と粗粒砂から成る。 10-SOcm大

の花尚岩亜角礫を多く含む。

3層…当層以下は無遺物層で、いわゆる地山と認識し

た。大阪層群およびその二次堆積層。

3 a層：灰白色礫混じり粘土。 2mm大の礫と粘土～

シルトから成る。上位にラミナが観察できる。

3 b層：灰白色礫混じり粘土。粘性著しい。

3 C層：青灰色粘土～泥。層中に植物遺体面が複数

枚観察できる。

3 d層：青灰色粘土。植物遺体を若干含む。

(4) 1号石材の概要

①石材の現状と刻印の観察記録

当石材は、調査地中央付近で確認した。石材の周辺

を掘り下げ、層位的に原位置を保っていることを確認

した。石材自体は、 2層の段丘礫層中に含まれる巨礫

を母材とし、現状では 3層の大阪層群上面に乗ってい

る状況であった。調査前の現状では、刻印面のみが露

星していた。石材の全容が判るまで掘り下げると、平
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面は洋ナシ形を呈し、高さも0.7m以上を測り、 3t

以上の重量があるものと思われる（巻頭図版 1、第

5・10図）。

石材の法量は、長さ1.56m、最大幅l.lmで、刻印

以外の加工痕が見られない自然石である。石材種は、六

甲花尚岩で、カリ長石と粗い黒色鉱物粒が顕著である。

刻印は、どんどん川に面する自然平坦面に 1個穿た

れる。 24cmの正円に「鉤ー」が彫られ、施刻方法は、

刻印面が露呈していたため、岩肌の風化は著しく、確

定はできないものの、詳細観察から点彫りを集積した

線彫り刻印であろう。

②石材の機能的位置付け

どんどん川が岩ヶ平刻印群の中で石材搬出ルートの

一つに挙げられることは既往調査で検討されており

〔藤川1969・1972・1991、芦屋市教委2002・2005・

2006a・2006bなど〕、 1号石材の機能的位置付けとし

ては、膀示石と考えられる。まず一つ目として刻印以

外の加工痕がないこと、二つHとして本敷地内で矢穴

痕をもつ割石やコッパが検出されず採石行為が行われ

ていないエリアであること、三つ目として搬出ルート

である河道に面して刻印が穿たれていることなど、幾

つかの理由が挙げられる。

③正円に「鉤ー」刻印について

1号石材の刻印 「◎」は、岩ヶ平刻印群では鳥取藩

池田家の採石領域内で数多く確認されている。池田家

の推定採石領域は、岩ヶ平刻印群の中で中央から北西

域を占め、小浜藩京極家や松江藩堀尾家と隣り合う位

置関係にある。

刻印の大きさは、類例をあたると、外円径が20-

38cmと幅が見られるものの、ほぽ通常のサイズに該

当する。外円内の「一」は末尾に鉤状のカエリがつく

書体と、オサエで終わる書体があり、本例は前者であ

る。

(5) トレンチの概要

今回の調査では、損壊部分を中心に 5基のトレンチ

を設定し、古墳と近世採石場の遺構・遺物の確認を

行った。その結果、 1号石材以外の遺構・遺物は検出

されなかった。

4. 小結

調査の所見を推測も踏まえつつ、要点を列挙するこ

とで小結にかえたい。

まず、本地点の地形的位置付けとして、石曳き道に

推定されているどんどん川沿いに立地し、さらに、大

規模な石切丁場跡が確認された岩ヶ平刻印群第84地点

C地区〔芦屋市教委2005〕と同一斜面の裾部に位置す

る。急傾斜地であっても採石を行っている例は数多く

確認されているが、本地点の立地から推測すると、あ
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吋
吋

ノヽ

B ~ 二二ご B' 

L ー］

吋望自
吋

`> 29.00m 

B ¥I 
B' 

1 a層： 黒褐色有機質礫混じ り中～細粒砂。

3a層：灰白色礫混じ り粘土。

※拓影の天地は、現状石材と若干異なる。

1号石材 拓影

゜
1m 

第 5図 1号石材平面 ・立面 ・断面図 1 /20、刻印拓影 約 1/ 6 

くまでも石材搬出ルート上の通過点であり、いずれの

トレンチでも採石行為の証左は得られていない。

次に、 1号石材が膀示石であろうことは先述したが、

膀示の意味・対象としては、藩ごとの採石領域を分か

つ刻印ではなく、あくまでも石材搬出作業上での目印

であろう。すなわち本ルートを使って石材を搬出する

各藩から選出された人夫の持ち場などを示していた可

能性も十分に考えられる。

本地点は西宮市との市境であり、どんどん川は西宮

市域を流下する夙川に取り付く 。いわゆる夙川ルート

と称される石曳き道の一つで〔芦屋市教委2005〕、東

六甲採石場の中でも石材搬出率が高いルートである。

各藩が乗り入れる本ルートでは、石曳き作業も協働す

ることが推測され、今後、ルー ト沿いで本地点のよう

な採石丁場を伴わない単独刻印石の点的な立地に注目

していく必要があろう 。 （坂田典彦・森岡）
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第2章発掘調査の概要

第6図 調査地から西宮市街を望む 第 7図採拓風景

第 8図 1 tr. 完掘状況（北西から） 第9図 2 tr. 完掘状況（南東から）

第10図 1号石材（どんどん川に面した自然平坦面に穿たれた刻印）
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第2節芦屋廃寺遺跡（第113地点）

1. 調査に至る経緯

芦屋市三条町81番地4に所在する当該地 （敷地面積

138.16mりにおいて、木造 2階建個人住宅新築工事

の計画が発生したが、当該地は周知の埋蔵文化財包蔵

地である芦屋廃寺遺跡（平成16年3月刊行、兵庫県遺

跡地図番号070033)の分布範囲内であることから、文

化財保護法に基づく届出が、平成21年 (2009) 5月19

日に地権者より本市教育委員会に提出された。本市教

育委員会は、受理した届出書をもとに建築計画の内容

を審査し、工事によって遺物包含層や遺構が損壊を被

る可能性を勘案して、これらの埋没状況を確認すべく、

本市教育委員会社会教育部生涯学習課文化財担当主査

森岡秀人（学芸員）と 同担当竹村忠洋（学芸員）・同

担当嘱託坂田典彦（学芸員）を調査担当として 5月25

日に確認調査を実施した。調壺は住宅建設部分を対象

とし、 2ヶ所にトレンチを設け、建物基礎の掘削深度

に合わせて設計G.L. -112cmまで掘削した。なお、

当該地は北西から南東方向に下る緩傾斜地に立地して

いるが、前面道路際には石垣を組んで一段高くしてあ

り、現状地盤はほぼ水平である （第 1図）。

確認調査の結果、車庫建設部分に接するように設定

した第 1トレンチでは、 G.L.-35cmから下に、土師

器や須恵器を包蔵する遺物包含層を検出した。このた

め、車庫の建設に伴って埋蔵文化財が損壊を被ること

が明らかになったので、遺物包含層の年代や遺構面の

内容を確定し、有効な記録保存を行う必要が生じた。

そこで、車庫建築部分 (29.lmりを対象として、

7月6日-23日（実働日数9日間）にかけて、森岡と

本市教育委員会社会教育部生涯学習課文化財担当嘱託

白谷朋世（学芸員）を調査担当として、発掘調壺を実

施した。調査補助員として須田佑子が従事し、発掘作

業は有限会社和田発掘調査所に委託した。

第1図調査地全景（南西から）
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第2節芦屋廃寺遺跡（第113地点）

第2図調査地位置図 1 /5000 

2. 調査地をとりまく環境

芦屋廃寺遺跡は、阪急芦屋川駅の西方約500m付近

を中心として、東西200m、南北250mに及ぶ範囲に広

がり、現在の三条町、三条南町、西山町、西芦屋町に

またがっている。平成23年 (2011) 2月15日現在、

119次の調査地点を数え （本発掘調査、確認調査、エ

事立会、慎重工事を含む）、縄文時代早期から近世に

わたる複合遺跡であることが明らかになっている。芦

屋廃寺遺跡の立地は、六甲前山山麓前面の洪積台地直

下に形成された芦屋川扇状地上にあり、当遺跡に近接

して、西山町遺跡、月若遺跡、寺田遺跡などが分布し

ている。

今回の調杏地点は、六甲山南麓部の標高45m付近に

位置しており、芦屋廃寺遺跡の北西端に位置する（第

2図）。ただし、この地点は、平成13年度に作成され

た『苦屋市埋蔵文化財包蔵地分布地図』では、芦屋廃

寺遺跡より道路を挟んで北側で、かつ冠遺跡より道路

を挟んで西側の遺跡範囲外とされた場所であった〔芦

屋市教委2001〕。ところが、平成20年に、当該地の南

東隣接地（芦屋廃寺遺跡第111地点）において、埋土

に土師器を含む土坑や住居跡が確認されたことから遺

跡の範囲内であると認識され、芦屋廃寺遺跡の範囲内

に組み込まれたものである（第2図）。

なお、当該地の南西隣接地は、平成21年8月に芦屋

廃寺遺跡第116地点として発掘調査を実施した地点で、

太平洋戦争時の防空壕や庄内式併行期の竪穴住居、弥

生時代～中世の土坑や溝等が検出されている。この調

査地点は、調査費の支出形態の違いから、本書の報告

対象調査地点ではないが、第113地点との関わりが深

いので、ここにその概略を述べておく。

第116地点は、調査に伴う排土の仮置き場の都合か

ら、西寄りの南北方向に細長いトレンチ (1トレン

チ）と北東部の方形トレンチ (2トレンチ）とに分け、

反転掘削を行う形で調査を進めた。



第2章発掘調査の概要

第116地点の基本層序は、第113地点とは直接対応し

ておらず、現表土（攪乱含む）が0層、 1・3層が耕

作土、 2・4層が耕作士床士、 5層がSDOl埋土、 6

層が黒色を呈する砂質士、 7層が黒色を呈する粘性砂

質土、 8層が7層と 9層の漸移層、 9層が灰褐色の粘

性砂質土、 10層が褐色の砂、 11層が灰褐色の粘性砂質

土である（第9図）。 6層以下は傾斜面に形成された

自然堆積層と考えられる。 8層は、傾斜地における流

出堆積層で多様であるが、 1トレンチの北部では、 9

層上面に形成された遺構の埋士 (SHOl)と見なした

部分がある。

lトレンチでは、 7層上面と 7層下面 (8・9・10

層をベースとする）のあわせて 2枚の遺構面を検出し

た。また、南西端では現表士下で直径90cmほどのコ

ンクリート管を転用 した防空壕が検出された（第 4

図）。この防空壕に伴って陶器や磁器、ガラス瓶、青

銅製品、鉄製品、セルロイド製品、碍子などの近代資

料が出士している。

2トレンチでは、 6層上面.6層中面.6層下面

（概ね 8層上面） . 9層上面の合計4枚の遺構面を検出

した。 2トレンチの第 1・2遺構面が1トレンチの第

1遺構面と、 2トレンチの第3・ 4遺構面が 1トレン

チの第 2遺構面と概ね対応するので、 2トレンチの遺

構面を基準とし、 1トレンチの遺構面と併せて記述す

第3図 第116地点 1トレンチ南部（北から）

第5図 第116地点2トレンチSD01(南から）
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る（第 7・8図）。なお、個々の遺構の法量や埋士の

様相、遺物の内容は表1に一括している。ちなみに、

第116地点の第3・4遺構面は、第113地点の第4遺構

面に相当すると考えられる。

第 1遺構面では、ピット 5基 (SP02・03・05・21・

22) を確認した。これらの埋土は耕作土や盛土に似た

ものが多く、上位の耕作や攪乱に伴うものが大半であ

ると判断した。

第2遺構面では、 1トレンチから 2トレンチに続く

溝 1条 (SDOl) と土坑 1基 (SKll)、ピット 7甚

(SPOl・04・06-09・23) を確認した。このうち、

SDOlは、褐灰色 (lOYR6 /1) -灰黄褐色 (lOYR6 

/ 2) -黄灰色 (2.5Y6/l)-灰黄色 (2.5Y 6 / 2) 

礫・砂混じり土を埋土とし、拳大～人頭大の礫を伴っ

ていた。また、断面形はU字形であるが、随所でオー

バーハングしており、一過性の流水堆積によって埋没

したと見られる（第 5図）。完形の須恵器杯身や杯蓋、

高杯など、五世紀代の土師器・須恵器がまとまって出

土しているが、さらに九世紀以降の土師器皿や中世の

瓦器碗、サヌカイト製の石錐もみられる（第10図1-

6・ 13)。よって、五世紀代や九世紀代の遺構埋土や

包含層を巻き込んで流下した中世洪水層と判断した。

また、 SKllからは平安時代の土師器や須恵器が出土

している（第10図7・8)ので、当該期の遺構の可能

第4図第116地点SH02と防空壕（南から）

第6図第116地点SD03(西から）
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第2節芦屋廃寺遺跡（第113地点）
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第10図 第116地点出土遺物実測図

性がある。ピットからは、弥生上器や土師器、須恵器

の小片が出土している。

第3遺構面は、 8層上面で検出した溝 1条 (SD02)・

土坑5基 (SK02・03・ 12~14)・竪穴建物跡 l棟 (SH02)

に、 8層の分布域よりも北側で検出した土坑 l甚

(SKOl)を加えた遺構面である。ただし、調査区北部

の 8層は、 9層上面に形成されたSHOlの埋土と認識

しているので、第 3遺構面で検出した遺構にはSHOl

と対応関係を持つものが含まれている可能性がある。

その一方で、 1トレンチ南部で確認した 8層は、土質

は似ているものの、調査区北部の 8層と同一層ではな

く、むしろ先行して堆積したものと見るべきである。

SKOlは、 1トレンチ北西端で検出した遺構で、残存

率の裔い奈良時代の土師器鍋を伴っていた（第10図

11)。一方、 SDOl直下で検出したSK02・03は、弥生

時代～古墳時代の士器を多く含んでいた（第 3固）。

SK02からは壺．甕（第10図10)が、 SK03からは壺．

甕・高杯などが出土している（第10図 9)。 また、

SH02は、床面北西隅の南北210cm、東西100cmの範囲

が検出されたのみであるが、幅10~15cm、深さ30cm

の壁溝を伴っており、この壁溝が弧を描いていること

から、隅丸方形の竪穴建物跡と推定している（第 4

図）。 1トレンチ西壁沿いでは、 壁溝埋土の上に焼土
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や炭化物を含む土（第9図② ・③層）が分布していた

ことから、この場所を即座に謳の設置場所と見るには

情報が不足しているものの、造り付けの寵を有する竪

穴住居と想定できる。ここからは、弥生土器片ととも

に庄内式併行古段階の上器が出土していることから、

この時期の遺構と判断した。

第 4遺構面では溝 l条 (SD03)・ 土坑 4基 (SK15

~18)・竪穴建物跡 1棟 (SHOl)・ピソト20基 (SPlO

~18・31~41) を確認した。 SHOlは、その北辺が 1

トレンチから 2トレンチにかけて長さ3.5mにわたっ

て虹線的にのび、 2トレンチ北部で直角に曲がる遺構

で、遺構底がほぱ水平であることから、方形の平面プ

ランをもつ竪穴住居と判断した。 しかし、その南辺は

不明である。また、検出した他の遺構は、 SHOlの範

囲内や近接した位置に多く見られるので、 SHOlに直

接関わりをもつ可能性がある。SD03は、中心部に据

えた礫を取り巻くようにのびる浅い溝状の遺構で（第

6図）、礫以北を中心として鉄の微細片が分布してい

た。中央部の礫そのものに明確な被熱痕跡は確認でき

なかったが、簡易な鍛冶炉跡かもしれない。さらに、

SHOlに近接して、砥石（第10図12)が出土している

ことから、 SHOlの性格を鍛冶工房と推定している。

なお、 SHOlの時期については、方形プランと想定さ
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れることや出土遺物の様相から考えて、 SH02よりは

新しく、庄内式併行中段階頃と推定している。

以上のことから、第 1遺構面は近世以降の遺構面、

第2遺構面は古代～中世の遺構面といえる。また、第

3遺構面・第4遺構面は、傾斜面に堆積した 8層が多

様であるため、一概に第3遺構面が第4遺構面より新

しいとはいえないが、概ね弥生時代後期～奈良時代の

遺構面と捉えることができる。

3. 発掘調杏の概要

(1) 発掘調査の方法

今回の調査は、半地下式の車庫の建設によって損壊

を受ける部分に限り、東西7.9m、南北3.0mの長方形

区画（「南区」と呼称）とその北東側の東西1.4-1.6

m、南北3.6mの台形区画部分（「北区」と呼称）を調

査対象として、総面積29.lm2の調査区を設定した（第

11図）。現表土から 4層までは重機を用いて掘削し、

それ以下は人力によって掘削した（第12図）。排土は

重機を用いて調査区の西側に仮置きし、調査後に埋め

戻しを行って現状に復した（第29図）。

記録写真は35mmカラーフ ィルムとデジタルカメラ

を併用した。実測図は調査区位置図、土層断面図、調

査区平面図を作成した。設計G.L. は、調壺地の東側

道路上に設置された下水道のマンホール上面 (T.p. 

44. 97m) + 130cmであるので、水準測量によって得た、

下水道のマンホール上面+240cm (T. P . 4 7. 37 m) 

を調査時の基準高として用いた。なお、設計G.L. は

標裔46.27mに相当する。

(2) 調査の経過

平成21年7月6日-23日に実施した本発掘調査の実

働日数は 9日であった。ちなみに、調査期間中の 7月

22日は、日本国内では46年ぶりに皆既日食が観察でき

る日であり、近畿地方においても日食率約80%の部分

日食であったため、 日中であ りながら11時頃をピーク

としてかなり薄暗くなった。

6日には、掘削範囲と掘削レベルを確認する開始立

会を経て調査を開始した。重機を用いて表土や近現代

〗口
゜

道
路

10m 

第11図調査区配置図 1 /400 

第12図作業風景

耕作土を除去し、調査区南東部の攪乱掘削後に人力掘

削に移行した。なお、南区の西壁・南壁沿いや北区の

西壁・北壁沿いに適宜サブトレンチを設けて遺構や上

層の状態を確認した。

遺構面は 4面あったので、上から順に「第 1遺構

面J「第 2遺構面」・・・「第4遺構面」と呼称した。各
遺構面は人力掘削によって検出し、図面の作成や写真

撮影、遺構掘削を行った。ちなみに、第 1遺構面は13

日に検出し、第 2遺構面は14日に検出した。第 3遺構

面は14日-15日に調査を行い、 16日-23日にかけて第

4遺構面を調壺した後、重機により埋め戻しを行った。

旧状に復してから現場を撤収し、調査を完了した。

なお、南区の工事掘削深度はG.L. -130cmであっ

たが、北区北寄りの工事掘削深度は南区よりも浅いG.

L. -100cmであったため、この範囲で検出できた遺

構面は、第2遺構面までである。上層断面図は南区の

南壁と北区の西・北壁について記録を取った。

(3) 調査区の層序

本発掘調査では、確認調査時の土層番号を踏襲し、

さらに下位については、新たな士層番号を追加した。

基本的な層序は、現表土を 0層として、 上から順に土

層番号を付している。 1層が宅地化時の整地層、 2. 

4・6層が耕作士、 3・5層が床士、 7・8層が自然

堆積層、 9層が基盤層である（第13-15図）。 7. 

8・9層の上面は北西から南東に緩傾斜する斜面堆積

であるのに対して、 6層以上は水平に堆積している。

このため、 6層は 8層上面のレベルの低い部分を埋め

るように分布していて、調査区の西部までは広がって

いない。なお、同一の性格を有するものの、土質や土

色に若干の違いがある部分を区別するため、土層番号

に＇を付して表記している。また、南壁に見られたブ

ロックはアルファベットで、遺構埋士は遺構名で記し、

遺構埋士の土色等については、表2に表示している。

これらの土層の色調は、『新版 標準土色帖』（農林水

産省農林水産技術会議事務局・財団法人日本色彩研究

所監修）に準じながら、適宜、視認色を用いている。

0層は、コンク リートがらを含む攪乱土で構成され
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た現表土である。 1層は、黄色 (2.5Y8 / 6) -明黄

褐色 (2.5Y6 / 6)粘性砂質土で、地山起源の粘土ブ

ロックを含む置き上である。 2層は灰白色 (2.5Y8/

1 -2. SY 7 / l) -灰色 (7.SY 6 / l)粘土質中粒砂。

視認色は青灰色で、近現代耕作土である。3層は、灰

黄色 (2.5Y7 / 2) -浅黄色 (2.5Y7 / 4)粘質土で、

視認色は黄灰色を呈する。近現代の床土である。 4層

は、灰白色 (2.5Y7 /1)礫混じり細粒砂で、視認色

は青灰色である。弥生土器ないし土師器・須恵器の細

片を含むとともに、上面で施釉陶器片を出上しており、

近世以前の耕作士と考えられる。 5層は、浅黄色

(2.5Y7/3) -にぶい黄橙色 (lOYR7 / 3)粘土質

粗粒砂。視認色は黄灰色で、 4層に伴う近世以前の床

士である。弥生土器ないし土師器・須恵器に加えて、

瓦器や中国白磁片を含む。 6層は、褐灰色 (lOYR6 / 

1)シルト混じり細粒砂で、視認色は灰色である。弥

生土器ないし土師器・須恵器や中国青磁片を含む中世

～近世の耕作土である。 7層は、にぶい黄橙色 (lOYR

7 12 -lOYR 7 / 4)シルト混じり粘土で、東ほど砂

質上化している。視認色は黄色で、弥生土器ないし土

師器・須恵器の細片を含む。8層は、褐灰色 (lOYR

6 /1 -lOYR 4 /1)礫混じり粘性砂質士で、 上端は

マンガンが沈着している。視認色は黒色を呈する特徴

的な土層で、灰色砂や有機質を含む。弥生上器ないし

士師器や須恵器の細片を包含する。 9層は、灰黄褐色

(lOYR 6 / 2) -にぶい黄橙色 (lOYR6 / 4)礫混じり

中粒砂で、視認色は灰褐色である。有機質を含み、褐

灰色 (lOYR6 /1) を呈する部分がある。灰色砂も含

む。不安定な土質で、地山起源の再堆積層といえる。

なお、 SP05・15・17を貫 くように断割トレンチを設

けて 9層の状態を観察したところ、大小さまざまな亜

角礫や亜円礫を含んでいることが明らかになった。

(4)遺構

今回検出した遺構面は、 5層上面（第 1遺構面）、

6層上面（第 2遺構面）、 7層上面（第 3遺構面）、

8・9層上面 （第4遺構面）の合計4面である。以下

に遺構面ごとの様相を記す。なお、個々の遺構の法量

や埋土の様相、遺物等は表2に記している。

第 1遺構面では、南北方向の黎痕群とピット 1基

(SPOl) を検出した。4層と 5層の混じった士を埋士

とする摯痕群は、土師器や須恵器の極小片を含んでい

た。SPOlは、北区の西壁沿いで確認した遺構で、黎

痕群と同様に 4層と 5層の混じった士を埋士としてお

り、須恵器杯小片を出土しているが、単独のため、性

格は不明である。ベースの 5層に瓦器や中国製白磁片

を含んでいることや、殊更年代の下る遺物を包含して

いないことから、近世以前の耕作地と判断した。

第2遺構面では、 第1遺構面と同様に南北方向の摯

痕群を検出した（第16図）。5層を埋土としており、
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摯痕の方向や規模は第1遺構面と大差ない。南区の西

部に 6層は分布していないので、水平に掘削した結果

として 7・8層が検出された部分がある。黎痕からは、

士師群や須恵器の極小片とともに、瓦器や中国製白磁

片も出土しており、 5層の遺物相も考慮して、中世～

近世の耕作地と判断した。

第3遺構面では、第 1・2遺構面と同様に南北方向

を指向する黎痕群と、黎痕と切り合い関係を有する

ピット群 (SP02~05) を検出した（第17·18·20·

21図）。黎痕は 6層を埋土としてお り、 遺物と しては、

土師器・須恵器の極小片を包含するのみであるが、 そ

の方向性や形態から中世のものと判断した。一方、

ピットは、灰黄色粘質土の埋土をもつSP02・03と、

黒褐色の埋土をもつSP04・05の二群に分かれる。 出

土遺物はいずれも土師器片・須恵器片で、 SP03から

出士したものの中には、上師器甕片や須恵器杯片が見

られる。ただし、 SP02・03は浅く、遺構底は 8層に

達するものの、埋土は 6層と 7層を交えたものなので、

中世に下る可能性がある。これに対して、 SP04・05

は8層を掘り込んでおり、上位埋土は 7層を多く含む

にぶい黄橙色～にぶい黄褐色～黄褐色礫混じり砂質土、

下位埋土は 8層と7層の混じった灰黄褐色～褐灰色シ

ルト 質土であるので、古墳時代以前に遡るものと推測

される。

第4遺構面では、西部に炭化層が広がり、 一部に上

第16図 第 2遺構面完掘状況（東から）

第17図 第 3遺構面検出状況（西から）
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第20図 第3遺構面検出状況（北から）

第22図 第4遺構面完掘状況（西から）

第24図 SPOB掘削状況（北から）

第21図 SP04・05完掘状況（北から）

第23図 第4遺構面中央部完掘状況（南から）

`~ 

第25図 SP11掘削状況（北から）

第26図 SP12掘削状況（南から） 第27図 SP17掘削状況（南から）
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第2節 芦屋廃寺遺跡（第113地点）

位遺構面に関わる黎痕が見られるが、東部を中心に

ピットを多数検出した (SP07-21)(第19・22-27図）。

SPOS・14・17には柱痕が認められる。 SPOS・11・

12・16は遺構底に自然礫が見られる。人為的に入れた

根石にも、 9層中にもともと含有されている礫を根石

に活用したようにも見える。出土遺物は弥生上器ない

し土師器の小片が多いが、 SP18からは小片ながらも

磨滅の少ない須恵器杯蓋片 （第28図4)が出土してい

る。このような遺物の様相や、近接地における調壺知

見から、弥生時代後期～古墳時代の掘立柱建物群の存

在が推定できる。

(5) 遺物

今回の調査で出上した遺物は、 27Qコンテナ l箱で

ある。その内訳は、弥生土器ないし士師器・須恵器・

瓦器・陶器・磁器等である。

瓦器・陶器・磁器（中国白磁 ・中国青磁）といった

中世以降の遺物は、 6層から上の土層や黎痕埋土に含

まれる。須恵器は、 9層を除く各層から出土しており、

概ね古墳時代のものが多く、 4・5層から出土したも

のは磨滅が著しく、 6層以下は磨滅度が低い傾向が看

取される。弥生土器ないし土師器も 9層を除く各層か

ら出士しているが、磨滅や劣化の甚だしい小片ばかり

で、器形や時期が特定できるものはなかった。

第28図の 1-3は上師器、 4-7が須恵器である。

1・2は、南区 8層から出土した遺物で、甕の一部

である。外面にタタキ調整、内面にはヘラ削りのちナ

デが施されている。全体的に胎上が粗く、焼成もやや

不良である。調整方法などから考えると、庄内式併行

期 (3世紀頃）のものであろう。 3は、南壁沿いサブ

トレの 5-7層から出士した土師質土器の皿である。

色調は、白色系で澄褐色を呈している。口縁端部が丸

く収まり厚みも均等で、器高が1.5cm程度になると考

えられる。同層から青磁や白磁なども出土しており、

それらの年代も合わせて考えると12世紀頃のものと思

われる〔小森2005〕。

4は、 SP18から出士した杯蓋である。口縁端部に

段差があり、肩部が一部欠損しているので明確ではな

‘
 

｀
＼
り
／
い

て一ー ー一塁¥

□ 4 

いが突出傾向がみられる。5世紀後半のものであろう 。

5・6は杯身である。 5は南区西寄り 4層からの出土

で、口縁端部が薄く外反傾向にあり、 立ち上がりは長

く、受け部は短くほぽ水平に収まる。 5世紀前半の杯

身の傾向を多くもっと言える。 6は、南区東寄りから

北区の2-3層からの出上である。胎士 ・焼成はかな

り良好で、 5と比べると立ち上がりは短く、受け部は

少し傾斜をもっていて丸く収まる。6世紀前半のもの

であろう。 7は、 1層ないし攪乱からの出土である。

口縁端部は厚く丸味をもって収められ、少し外反して

いる。東播系の碗で、中世の遺物である。

4. 小 士
口糸

今回の調査によって、弥生時代～近世の遺構面を確

認した。古墳時代以前については、柱穴が集中するこ

とから、掘立柱建物の存在が想定できる。ただし、隣

接する第116地点では、隅丸方形や方形プランの竪穴

建物跡が検出されているので、今回確認した柱穴が、

同様の建物に伴う可能性も考えられる。なお、当該地

で確認した第4遺構面の検出レベルはT.P. +45.lm 

程度で、この遺構面に対応する第116地点第3. 第4

遺構面の検出レベルはT.P. +45.0-45.2mであるの

で、南に下る傾斜の緩やかな地点に集落が営まれてい

たことが分かる。また、第116地点で、耕作痕以外の

古代や中世の遺構が検出されていることから、当該地

にもかつては同様の遺構が展開していたことは想像に

難くない。第116地点の第2遣構面の検出レベルはT.

P. +45.3-45.Smであるが、当該地ではこのレベル

で耕作土の 6層が検出されている。当該地は、東側の

谷筋に面しているので、この谷に沿っていち早く耕作

地として拓かれたことで、これらの遺構面は削平され

てしまったのだろう。また、中世における耕作地化後、

近現代に宅地化されるまでの長期にわたって、谷地の

耕作地として機能したことも明らかになった。

今回の確認調壺によって、その記録保存は完了した

といえるので、計画通り、建築工事に着手して差し支

えないと判断した。 （白谷朋世・天羽育子）

c~~ • >5

▽、‘
第28図
77 
出土遺物実測図゚

10cm 

1/ 4 第29図 現状復旧状況（東から）
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第2章発掘調査の概要

表l 芹屋廃寺遺跡第116地点遺構観察表

SP (ピット）

胃 平面形 法量 (cm) 埋 土 出土遺物 備 考
トレンチ・
遺構面

褐灰色 (75YR 4 /1 -lOYR 4 /1)-灰黄褐
北壁にかかり、約 1/4 

01 （扇形） 半径約15X深さ99 色 (lOYR4 / 2)シルト質土。暗灰色を呈し、 土師器
検出。円形と推定。

1 -1 
少し褐色士混じる。

灰黄色を呈する礫混じり砂。攪乱直下のため
近世以降。

02 （半円形） 直径45X深さ133 東壁にかかり 、約 1/2 1 -1 
に汚れている。

検出。円形と推定。

03 円形 直径30x深さ131 
灰黄色～にぶい黄色を呈する粘土。芦屋廃寺

土師器 近世以降。 1 -1 
遺跡第113地点の盛士に似る。

長辺45X短辺30X 
褐灰色 (75YR4/l-10YR4/l) -灰黄褐

士師器・
04 （略長方形）

深さ36 
色 (lOYR4 / 2)シルト質土。暗灰色を呈 し、

須恵器杯片
SP03に一部切られる。 1 -1 

少し褐色土混じる。

05 楕円形
長径45X短径30X 

黄灰色を呈する砂質土。近代耕作土＋盛土。
土師器 ・ 近世以降。 1 -1 

深さ54X 鉄片・上管 SDOlを一部切る。

長辺30X幅18X深
褐灰色 (75YR4/l -10YR4/l)-灰黄褐

06 瓢箪形 色 (lOYR4/ 2)シルト質土。 暗灰色を呈し、 土師器 攪乱範囲内で検出。 1 -1 
さ88 

少し褐色土混じる。

① 褐灰色 (lOYR 6 I 1 Y-② RlO5褐Y/R2灰5)色/米且1(硝)l;O/Y-昆R灰じ6黄り/ 弥生土器・
07 （半円形） 直径4QX深さ219 

褐色 (lOYR6 I 2 -10 
士師器・

東部 を攪乱に切られ、 1 -1 
砂質土。 やや不均質。

須恵器
SDOlを一部切る。

1) -灰黄褐色 (lOYR6 I 2)細砂質土。

08 楕円形
長径43X短径30X 褐灰色 (lOYR6 / 1 -lOYR 5 / 1 -lOYR 4 / 

弥生土器 1 -1 
深さ69 1-7 5YR4/ 1)細砂質士。

長径25X短径15X 
褐灰色 (lOYR6 /1 -lOYR 5 /1) -灰黄褐

09 楕円形
深さ33 

色 (lOYR5 / 2)細砂質土。かなり均質で粒 1 -1 
子は細かい。

10 （不定形）
長径30X短径25X 褐灰色 (lOYR4/l) -黒褐色 (lOYR3 / 1 SP14・17の埋土に似る。 1 -2 
深さ70 -lOYR 3 I 2)細砂質土 東壁にかかる。

11 （楕円形）
長径40X短径15X 褐灰色 (lOYR4 / 1) -灰黄褐色 (lOYR4 / SP13と埋土共通。 1 -2 
深さ89 2)-にぶい黄褐色 (lOYR4 / 3)シルト質土。 東壁にかかる。

12 （方形）
長辺lOX短辺60 X 褐灰色 (lOYR4/ 1) -灰黄褐色 (lOYR4 / 

東壁にかかる。 1 -2 
深さ70 2)シルト質土。

13 （楕円形）
長径30X短径20X 褐灰色 (lOYR4/l) -灰黄褐色 (lOYR4 / SPllと埋土共通。 1 -2 
深さ112 2)-にぶい黄褐色 (lOYR4/3)シルト質土。 東壁にかかる。

長径30X短径20X 褐灰色 (10YR4/l) -黒褐色 (lOYR3 / 1 
SPlO・17の埋土似る。

14 （略卵形） 弥生土器 SP13に切られ、東壁に 1 -2 
深さ24.2 -lOYR 3 / 2)細砂質土。

かかる。

15 円形 直径30X深さ12 
褐灰色 (lOYR5 / 1 -lOYR 4 / 1) -にぶい

1 -2 
黄褐色 (lOYR5 / 3)砂質土。

16 円形 直径33x深さ02 黒褐色 (lOYR3 / 1)粘性砂質上。 サブトレンチに東部を 1 -2 
切られる。

黒褐色 (lOYR3 / 1 -lOYR 3 / 2) -黒色
SP14・17の埋土似る。

17 円形 直径17X深さ122 (lOYR 2 / l)粘性細砂質土。花岡岩風化粒
SKOlの範囲内で検出。

1 -2 
を含む。 7層に類似する。

18 （円形） 直径45
灰黄褐色 (lOYR6 / 2 -lOYR 5 / 2) 粘質

SKOlにかかる。 1 -2 
土。 9b層+7層。

21 円形 直径40X深さ13
灰黄褐色 (lOYR6 / 2)礫混じり砂質土。マ 土師器・

2 -1 
ンガン沈着。耕作土の混入あり。 須恵器

22 円形 直径35x深さ 9
灰黄色 (25Y 6 / 2)粘性砂質土。礫の含有 士師器・ 2 -1 
は少ない。耕作土の混入あり。 須恵器

23 円形 直径20x深さ10
褐灰色 (10YR4/l)-灰黄褐色 (lOYR4 / 

土師器 2 -2 
2)細砂質土

31 円形 直径15X深さ48 6層に似た砂質土～シルト質土が主体。 2 -4 

32 楕円形
長径15X短径lQX 

6層に似た砂質士～シルト質土が主体。 土師器 2 ~ 4 
深さ 8

33 円形 直径zox深さ86 7層類似層。 土師器 2 -4 

灰褐色 (75YR 5 / 2 -7  5YR 4 I 2)-褐色
34 円形 直径2ox深さ04 (7 5YR4 / 3)粘性砂質土。炭化材・焼土を 土師器 2 -4 

含む。8層類似層。

35 円形 直径25x深さ168 7層類似層。 2 -4 

36 円形 直径27x深さ25 7層類似層。 土師器 2 -4 

37 （隅丸長方形）
長辺30X短辺20X 

7層類似層。 SP36に一部切られる。 2 -4 
深さ102 

褐灰色 (75YR 5 / l) -灰褐色 (75YR 5 / 
土師器・

38 円形 直径13X深さ57 2) -にぶい褐色 (75YR 5 / 3 -7  5YR 5 / 上層遺構と考えられる。 2 -4 
4) シルト質土。炭化物を含む。

須恵器
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第2節芦屋廃寺遺跡（第113地点）

貫 平面形 法孤 (cm) 埋 士 出士遺物 備 考
トレンチ・
遺構面

39 楕円形
長径70X短径55X 

掘り方 7層に 8層混入。柱穴 7層類似層 土師器 2 -4 
深さ83 

40 円形 直径17X深さ369 褐灰色 (lOYR4 I
 1) -灰黄褐色質(lOYR 4 I 

2)-黒褐色 (10YR3/2)シルト 土。
2 -4 

41 円形 直径17X深さ455 黒褐色 (lOYR3 I 1)粘性シルト質土。 土師器 2 -4 

SD (溝）

貫 平面形 法量 (cm) 埋 土 出士遺物 備 考 遺構面

褐灰色 (lOYR6 /1)-灰黄褐色 (lOYR6 I 
弥生土器・

幅40-90X長さ450 土師器・須恵 1 -1・ 
01 弧を描く x深さ89-37 8 

2) -黄灰色 (25Y 6 / 1)-灰黄色 (25Y 器・瓦器 ・ 2 -2 
6/2) 礫•砂混じり土。 サヌカイト

02 弧を描く
幅40x長さ230X深 褐灰色 (lOYR4 / 1 -7 5YR 4 / l)礫混じり 土師器・ SK12に埋土似る。 2 -3 
さ36-6 5 粘性シルト質土。 サヌカイト

東部黒褐色 (lOYR3 /1 -lOYR 3 / 2) シ

03 U字に近い
幅15-45X長さ145 ルト質上。 2-4 
x深さ49-8 7 西部 にぶい黄褐色 (lOYR5 / 3 -lOYR 4 / 

3)-褐灰色 (10YR4/l)シルト質～砂質土。

SK (土坑）

貫 平面形 法量 (cm) 埋 土 出土遺物 備 考 遺構面

01 （楕円形）
長径115X短径50x 灰黄褐色 (lOYR6 I 2)-にぶい黄橙色 (lOYR土師器 北壁・西壁にかかる。 1 -2 
深さ 3 6/3)礫混じり粘質士。

長辺90X短辺40X 
黒褐色 (lOYR3 / 1 -lOYR 3 / 2) -黒色 攪乱に切られ、西壁に

02 （隅丸方形）
深さ42

(lOYR 2 /1)粘性細砂質土。花尚岩風化粒 弥生土器 かかる。 1 -2 

を含む。 7層に類似する。 SDOl床面で検出。

03 （瓢箪形）
長辺50X幅30x深 褐灰色 (lOYR4 I 1)-黒褐色 (lOYR3 / l) 弥生土器・鉄 西壁にかかる。 1 -2 
さ378 細砂質土。 片 SDOl床面で検出。

長辺45X幅18X深 灰黄褐色 (lOYR6 / 2)礫混じり砂質士。マ
土師器・

11 瓢箪形
さ15 ンガン沈着。耕作土の混入あり。

須恵器・黒色 平安時代後期の遺構。 2 -2 
上器

12 卵形
長辺50x短辺40X 褐灰色 (lOYR4 /1 -7 5YR 4 /1)礫混じり 弥生土器

SD02上面で検出。SD02 2 -3 
23 3 粘性シルト質士。 に埋土似る。

13 （半円形）
長径30X短径18X 褐灰色 (lOYR4 /1)-灰黄褐色 (lOYR4 / SK14に埋土似る。 2 -3 
深さ182 2) シルト質土。礫の含有は少ない。 略円形と推定。

14 円形 直径40x深さ239 
褐灰色 (lOYR4 /1)-灰黄褐色 (lOYR4 / 土師器・ SK13に埋土似る。 2 -3 
2) シルト質土。礫の含有は少ない。 須恵器

15 （半楕円形）
長径25X短径20X 

7層類似層。 士師器
北壁にかかる。 2 -4 

深さ361 長楕円形と推定。

16 （隅丸方形）
長辺80X短辺50X 7層類似層。細礫を多く含む。 弥生土器 SDOlに切られる。 2 -4 
深さ352 

掘り方 7層類似層。細礫を多く含む。柱
17 （楕円形） 直径80X 14 3 痕灰褐色 (75YR4/ 2)-褐色 (75YR4/ 弥生士器 SDOlに切られる。 2 -4 

3)粘性シルト質上。礫は少ない。

18 （略円形） 直径35x深さ74 7層と 9層の混和層。細礫を多 く含む。 北壁にかかる。 2 -4 

SH (竪穴住居）

番
平面形 法量 (cm) 埋 土 出土遺物 備 考 遺構面

号

01 方形か
l辺350以上X1辺 褐灰色 (lOYR5 / 1) -灰黄褐色 (lOYR5 / 土師器・砥石 北辺を検出。

1 -2・ 

170以上 2)粘質土。Sa層。 2 -4 

① 褐灰色 (lOYR6 / l -lOYR 4 / l)シル
卜質土。 ② 灰黄褐色 (lOYR512)-にぶ
い黄褐色 (lOYR5/3) -褐灰色 (lOYR4 / 
1) シルト質土。焼土を含む。 ③ 褐灰色
(lOYR 6 I 1)-黒褐色 (lOYR3 / l)シルト

1辺210以上X1辺
質土。焼土細片と少量の偽礫を含む。 ④ 北西隅を検出。

02 隅丸方形か 100以上
褐灰色 (10YR5/l-10YR4/ 1)-灰黄褐色 土師器 壁溝上に焼土散乱。

1 -2 

(lOYR 4 / 2)シルト質土。 ⑤ にぶい黄褐
色 (10YR5/3)-にぶい褐色 (75YR 5 / 3) 
シルト質土。 ⑥ 褐灰色 (lOYR4 I 1)-灰
黄褐色 (lOYR5 / 2 -lOYR 4 / 2)礫混じり
粘性シル ト質土。 9a層に似るが、 7層の小
ブロック含む。｛為礫を多く含む。

※「トレンチ・逍構面」の欄には「Oトレンチー〇遺構面」を「0-0」と表記している。
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表2 芦屋廃寺遺跡第113地点遺構観察表

（ピット）

貫 平面形 法量 (cm) 埋 土 出土遺物長径x短径x深さ

01 楕円形 42 X 18 X 12 4層+5層 須恵器杯片

02 略円形 58x5Qx 5 
褐灰色 (lOYR6 /1)-にぶい黄橙色 (lOYR6 / 

土師器・須恵器3-lOYR 6 / 4)粘質上

03 楕円形 46X3QX 5 
褐灰色 (10YR6/l)-にぶい黄橙色 (lOYR6/ 

士師器・須恵器3-10YR6/ 4)粘質土

上位埋土 にぶい黄橙色 (lOYR7 / 3)-にぶい
黄褐色 (lOYR5 / 3)-黄褐色 (lOYR5 / 6)礫
混じり砂質土＋灰白色 (lOYR7 / 1) -褐灰色

04 楕円形 48 X4Q X 12 (10YR6/l)-にぶい黄橙色 (lOYR6 / 4)シル 上師器・須恵器
卜質土
下位埋土灰黄褐色 (lOYR5 / 2) -褐灰色
(10YR4/l) シルト質士

上位埋士 にぶい黄橙色 (lOYR7 / 3)-にぶい
黄褐色 (lOYR5 / 3)-黄褐色 (lOYR5 / 6)礫

05 隅円方形 56X52X 19 混じり砂質士 土師器・須恵器
下位埋土灰黄褐色 (lOYR5 / 2) -褐灰色
(lOYR 4 /1)シルト 質上

07 （半円形） 72 X (32) X 8 灰色 (N4/0)砂質土 士師器

柱痕部灰色 (N5/0)-褐灰色 (75YR 5 /1) 

08 （半円形） 28 X (16) X 22 砂質土
掘り方灰色 (N6/0)-褐灰色 (75YR6/l) 
砂質土

09 円形 直径25X8 褐灰色 (75YR 6 /1 -7 5YR 4 /1) -黒褐色
土師器(7 5YR3/ l)桔性シルト 質土

10 半円形 20 X 13 X 30 褐灰色 (lOYR5 / 1 -lOYR 4 / l) シルト質土 土師器

褐灰色 (75YR 4 / l)-灰褐色 (75YR 4 / 2) 
11 楕円形 55X45X 8 士師器～黒褐色 (75YR3/l) シルト質土

上位埋土褐灰色 (75YR4/l)-灰褐色 (75YR 

12 円形 直径36X 15 
4/2)-黒褐色 (75YR 3/1)シル ト質土

土師器下位埋上褐灰色 (75YR 5 / 1) -にぶい褐色
(7 5YR 5 / 3)粘質土

褐灰色 (75YR 6 /1 -7  5YR 4 /1) -黒褐色13 不定形 130 X 55 X 18 土師器(7 5YR 3 /1)粘性シルト質土

柱痕部褐灰色 (lOYR5 / l -lOYR 4 / l) -に
ぶい黄褐色 (lOYR4 / 3)砂混じり粘性シルト

14 楕円形 44X38X 5 質土
掘り方 にぶい橙色 (75YR 614)-灰黄褐色
(lOYR 6 I 2)粘性砂質士

15 略円形 38X35X 4 灰色 (N4/0)砂質士 土師器

16 （半円形） 27 X (15) X 6 灰色 (N4/0)-灰黄褐色 (lOYR4 / 2)砂質土

柱痕部褐灰色 (75YR 6 / 1 -7  5YR 4 / 1) -

17 （半円形） 42 X (24) X 17 
黒褐色 (75YR 3/1)粘性シルト質土

土師器
掘り方 にぶい橙色 (75YR6/ 4) -灰黄褐色
(lOYR 6/ 2)粘性砂質土

褐灰色 (7SYR 4 / 1) -黒褐色 (7SYR 3 / l) 上師器 ・18 円形 直径24X 16 
シルト質土 須恵器・炭化物

19 （半円形） 22 X (19) X 23 褐灰色 (lOYR4 /1)砂質土

20 円形 直径12
褐灰色 (75YR 6 /1 -7  5YR 4 /1) -黒褐色

士師器(7 5YR3/l)粘性シルト質土

褐灰色 (75YR 4 /1)-灰褐色 (75YR 4 / 2) 21 （半円形） 28 X (9) X 12 土師器
～黒褐色 (75YR 3 /1) シルト質土

※ 「士師器」と表記しているものには、弥生時代後期の可能性もある甕片を含んでいる。

※SP06は欠番。
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備 考

西壁にかかる。

南壁にかかる。

南壁にかかる。
底面に礫あり 。

埋土はSP17柱痕部埋土
に似る。

攪乱底で検出。

埋土はSP12上位埋土に
似る。
底面に礫あ り。

底面に 8層中に含まれ
た礫検出。

埋土はSP17柱痕部埋土
に似る。
2つの遺構が合体。

柱痕部の埋土はSP15埋
土に似る。
掘 り方の埋土はSP17掘
り方埋土に似る。

北壁にかかる。
底面に 8層中に含まれ
た礫検出。

lトレンチにかかる。

炭化物多く、黒色 (N2
IO -Nl 5/ 0)を呈す
る部分あり 。

西壁にかかる。

埋土はSP17柱痕部埋士
に似るが、より不均質。

南壁にかかる。
埋土はSP12上位埋士に
似る。

遺構面
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第3節打出岸造り遺跡（第56地点）

1. 調査に至る経緯

兵庫県芦屋市大原町83番地 lに所在する当該地（敷

地面積l,225.09mりにおいて、個人住宅新築工事の

計画が発生した（第 1図）。当該地は周知の埋蔵文化

財包蔵地である打出岸造り遺跡（平成16年3月刊行、

兵庫県遺跡地図番号070040)の分布範囲内であること

から（第 2図）、文化財保護法に基づく届出書が平成

20年 (2008)12月8日に地権者代理より本市教育委員

会に提出された。本市教育委員会は、受理した届出書

をもとに建築計両の内容を審査し、周辺地域における

発掘調査において、当該地の計画深度と同等の深度で

は中世以降の耕作痕しか検出されていないことから、

当該地の工事によって中世以前に遡る遺構や遺物包含

層が損壊を受ける可能性は低いと判断しで慎重工事の

取り扱いとした。

その後、届出者が、個人住宅建設に付随する倉庫部

分の地盤改良工事範囲の縄張りを設定し、掘削を開始

した連絡を受けて、平成21年 (2009) 1月27日に本市

教育委員会社会教育郎生涯学習課文化財担当主査森岡

秀人（学芸員）と同担当嘱託坂田典彦（学芸員）が掘

削部分について立会して土層を観察したところ、工事

部分西部において、明確な遺物包含層と遺構の存在を

確認した。これによって、当該地において、当初の想

定以上に浅い位置に濃密な遺物包含層や遺構が遺存し

ていることが明らかになった。

そこで、同課は、工事によって埋蔵文化財が損壊を

受ける可能性があると判断して、急遠、届出者に遺跡

保護の協力を求め、翌28日に溝状のトレンチ調査を

行ったところ、現地表下32cmにおいて遺物包含層を

確認するとともに、現地表下45cmにおいて土器を包

蔵する遺構を検出した。

この結果を受けて、ただちに同課と設計者（地権者

代理）が協議を行い、翌週の 2月2日-6日にかけて、

実働日数5日で、工事部分西部における遺物包含層の

第1図調査地現況
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第2図調査地位置図 1 /5000 

形成年代や遺構の分布状態ならびにその年代・性格等

の記録を目的とする確認調査を実施することになった。

この調査面積は54.lm2である。

確認調査では、第 4層上面と第 5層上面における 2

枚の遺構面を確認した（第 3図）。

第4層上面で検出した遺構面（第 1遺構面）では、

ほほ東一西を指向する黎痕群とピットを検出し、中世

後半期の耕作面であると判断した。

第5層上面で検出した遺構は、ほぽ東一西を指向す

る黎痕群と溝・ピット群• 土坑・流路である。これら

は黎痕によって溝・ピット群が切られていて新旧関係

が明らかであることや、埋士の差異、さらに出士遺物

の様相の違いから、同一面において、中世後半段階の

耕作痕跡（第2遺構面）と、弥生時代後期末～古墳時

代前期初頭の溝・ピット群から成る集落遺構（第 3遺

構面）を確認したものと考えた。とくに、第3遺構面

で検出したピット群は深さ30cmを超えるものも多く、

遺物の包含率が極めて高かった。中には、底に鉢を正

立で据え置いたものもあり (SPll東）、人為的に遺物

を納めた可能性が指摘できた。掘立柱建物跡を復元す

るには至らなかったが、これらは柵列や掘立柱建物の

存在を十分想定できる数と法量を持つピット群である。

また、調査区北西部において確認した流路は、長さ約

2m、幅約1.4mの範囲のみの検出である。多少蛇行

しつつ北ー南を指向する状態が確認され、埋上は締ま

りのあまい褐色中砂～粗砂で、水成堆積層と判断した。

ちなみに、周辺調査で確認している弥生時代後期末～
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第3遺構面（流路 ・土坑・ ピット検出状況） ※数字のみで表記している遺構はピソ ト。

5m 

第 3図 平成21年度調査区遺構平面図 1 /100 

古墳時代前期初頭の大溝は深さ lm以上であることか

ら、この流路も相当の深さを持つことが想定された。

しかし、工事掘削深度までしか掘り下げなかったので、

埋土のほとんどは未掘のため、遺物の出土は確認でき

なかった。

なお、この確認調査では、 27Qコンテナ 5箱分の遺

物が出土しており、調査而積や包含層の厚さに対して

かなり多かった。その内訳は、弥生土器・土師器・須

恵器 ・瓦器 ・瓦質上器 ・陶器 ・磁器で、弥生時代後期

末～中世のものである。その中で、弥生時代後期末～

古墳時代前期初頭の土器が圧倒的に多かった。

これらの遺構や遺物の様相から、調査区が弥生時代

後期末～古墳時代前期初頭における打出岸造り遺跡の

集落中枢部分に位置する可能性が高まった。

このため、倉庫部分建築工事に続いて行われる住宅

の新築工事に伴って、当該期を中心とする遺構や遺物

包含層が損壊を受けることが予測されたため、この部

分を対象とする有効な記録保存を行うべく、同年4月

27日から 5月27日（実働日数18日）に、文化財担当主

壺森岡と同担当嘱託（学芸員）坂田・白谷朋世• 平山

裕之を調査員として、本発掘調査を実施することに

なった。調査補助員として、桑原育世・須田佑子・住

本孝太・西岡崇代 ・山本麻理 ・横森美和子が従事し、

発掘作業は、（株）東和商事に委託した。

2. 調査地をとりまく環境

打出岸造り遺跡は、芦屋市大原町北東部に所在して

おり、六甲山南麓部を流下する宮川の西側に広がる段

丘上から扇状地面に立地する 。 標裔は1s~1sm付近に

位置しており、現況地形を概観すると、北西から南東

に下る緩傾斜地で、遺跡の東端には東側の宮川により

下刻された谷状地形（宮川低地帯）が認められる。ま

た、打出岸造り遺跡の南西側の扇状地面には、大原遺

跡の存在が知られている。

打出岸造り遺跡は、古くは昭和 9~10年の紅野芳雄

氏の調査において、弥生時代の遺物包含層の存在が報

告されている 〔紅野1940]。1970年代には市史編纂に

伴い、遺跡の実体に関して様々な観点からの検討が加

えられた 〔村川1971、村川 ・森岡1976〕。その後、阪

神 ・淡路大震災以降は発掘調査が急増し、数十地点を

数える調査によって、弥生時代、古墳時代前期初頭、

中恨、近世の複合遺跡であることが明らかになってき

ている 〔芦屋市教委1996・2001・2007・2009a〕。

今回の調査地点は、打出岸造り遺跡では中央部東寄

りに位置し、南側隣接地が第 1地点、北側隣接地が第

39地点である。第 1地点は、かつての紅野氏の調査地

点に比定されている。紅野氏の『考古小録』によると、

地表下35~10ocmのところに弥生土器の濃厚な遺物包
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第3節打出岸造り造跡 （第56地点）

含層が遺存しており、地表下 lmを越えると粘土層が

検出され、その上面から多くの弥生士器片が出士した

ことが記録されている。この弥生士器については、そ

の後の検討で、古墳時代前期初頭の庄内式併行期のも

のと考えられるようになっている〔芦屋市教委1996〕。

また、紅野氏の記録に見られる粘土層については、後

述する当調査区検出の第5層に対応する可能性がある。

この第 1地点は、平成7年度に改めて発掘調査が行わ

れ、古墳時代前期初頭の大溝が検出されている〔芦屋

市教委1996]。さらに、北側の第39地点は、平成14年

度の発掘調査によって、中世～近世の耕作面と弥生時

代後期末～古墳時代前期初頭の包含層が検出されてい

る［芦屋市教委2009a〕。

このように、当遺跡の発見の契機となった弥生時代

に関しては、集落の位置やその構成、具体的な時期等、

まだ不明な点が多い。しかし、打出岸造り遺跡とその

南西に位置する大原遺跡において、弥生時代後期末～

古墳時代前期初頭の灌漑用と考えられる大溝の検出が

相次ぎ、当遺跡の主たる時期が、弥生時代後期末～古

墳時代前期初頭であることが推測できるようになって

いる〔芦屋市教委2007〕。とくに、今回の調査地点か

ら南西100mの位置にある第32地点や第 9地点におい

て、当該期の木製品や土器がまとまって出土しており、

周辺に居住域の存在が推定されるようになっている。

また、この大溝の存在によって、宮川から南西方向に

展開する水田面が想定されるようになっている。

中世には耕作面が多く確認されており、安定した耕

作が継続的に行われていた様子がうかがえる。加えて、

近世には耕作地が広がるとともに、第4地点の発掘に

よって、農村部でありながら、城下町に類例の知られ

る竹樋を用いた上水道施設も検出されている。

3. 発掘調査の概要

(1) 発掘調査の方法

今回の調査は、住宅の建設によって損壊を受ける部

分を対象とした。ただし、現状では東西にほぼ平坦な

地形であるが、本来は東に下る地形を相当量の盛士に

よって平坦化していることから、調査地東部では工事

掘削深度が包含層に達していないことが予測された。

このため、まず、掘削深度と遺物包含層・遺構面との

関連を把握するため、調査地北部に東西方向のトレン

チ (1トレンチ）を設けて現状を確認した（第4図）。

第4図 1トレンチ掘削風景
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第5図調査区配置図 1 /400 
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その後、必要に応じてトレンチを追加して、工事掘削

深度までの様相を確認した。なお、設計G.L. は調査

地北西部現地表面レベルを 0としており、土壌改良を

伴う工事掘削深度は設計G.L. -90cmである。

1トレンチは幅 lm、長さ30mで、土層の堆積状

況・層序は確認調査とほぼ一致するが、削平・攪乱が

著しく、概ね一枚の遺構面しか遺存していないことが

明らかになった。トレンチ中央部において、締まりの

悪い褐色粗砂を埋土とする流路ないし溝状遺構

(SDOl)が、 トレンチ東部においてラミナを伴う砂や

砂質土を埋土とする流路状遺構 (SD02)が確認され

たが、これらは遺物を伴っておらず、その時期や性格

が不明であった。そこで、 SD02の走行方向や遺物の

包含状態を確認する目的で、調査区東部に東西2.5m、

南北7mのトレンチ (2トレンチ）を設けて掘削した。

SD02は2トレンチ内で直角に曲がって西流したため、

2トレンチの一部を幅2.5m、長さ1.5mに亘って西側

に拡張した (2トレンチ拡張部）。 SD02はトレンチよ

り西側に延びる様子が確認できたが、既存建物に伴う

大きなコンクリート基礎が残っていたので、 2トレン

チ拡張部をそれ以上延長することはできなかった。地

形から判断してSD02が屈曲して南流する可能性が

あったので、工事によって損壊を被る範囲の南端に、

lトレンチに平行する東西9.5m、南北0.8mのトレン

チ (3トレンチ）を探入した。このトレンチでは近世

以降の耕作地段差が確認されたが、 SD02の延長部分

は検出されなかった。そこで、 3トレンチと 1トレン

チの間に、幅 lm、長さ 6mの南北方向トレンチ (4

トレンチ）を設けて掘削したところ、 SD02がさらに

西に延びている様子が観察できた。このため、 SD02

の性格や走行方向を明確にするため、 2トレンチ北部

と3トレンチ北部を繋ぎ、西に拡幅する調壺区を設け

た（「東区」と呼称する）この東区は、東西10m、南

北3mで、 5層上面まで掘削し、遺構の底面が工事掘

削深度を超える部分については、工事掘削深度までを

調査対象とした（第5・6図）。

取り扱いとして、 1トレンチ中央部や 3トレンチで

遺物包含層や中世以前に遡る遺構が認められなかった

第6図 3トレンチ掘削状況
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ことから、面的に調査をする範囲は 3トレンチ以西の

調査地西部に限ることにした。排上の量とその仮置き

場を考慮して、調査区は、東寄りの南北6.5m、東西

9mの部分(「 I区」と呼称する）と西寄りの南北16

m、東西6-12mの部分(「II区」と呼称する）に分

け、 I区から掘削を進めた。 I・II区では、工事掘削

深度より上位に位置する 5層（基盤層）の上面までを

調奔対象とし、 5層以下は、深掘トレンチによってエ

事掘削深度までの状態を確認した。

I区は、 5層直上まで重機掘削を行ってから、人力

で遺構を検出したが、調壺区の大半が攪乱を被ってお

り、わずかな遣構しか残存していなかった。 一方、 II

区は、 I区に近接する部分は攪乱が認められ、南端に

旧家屋の庭園に伴う池が残っていたが、その他の部分

は遺構面の残りが良く、とくに確認調壺時の調査区に

近い南側部分は包含層も良好に残っていた。このため、

重機掘削は 3層を目処に設計G.L -30cm程度までに

留め、それ以下は人力掘削を行った。確認調査時に第

1遺構面を検出した 4層上面では明確な遺構面を検出

できなかったが、基盤層である 5層上面で、溝・土

坑・ピット等の多様な遣構を有する遺構面を検出した。

記録写真は35mmカラーネガフィルムとデジタルカ

メラを併用した。図面の作成にあたっては、 II区北壁

と1トレンチ北壁を結ぶラインに沿って任意の基準杭

を設定し、光波測距器を用いて調査区平面図、遺構平

面図、遺物出士状況平面図等を作成し、当該敷地前面

道路に設置されたマンホール上面島（標高T.P.17.47 

m)から水準測量によって得たT.P .19.00mを基準

として、土層断面図、遺構断面図等を作成した。ちな

みに設計G.L. はT.P. 17. 925mである。

このように、 トレンチと調査区を設定した結果、最

終的に、 トレンチ並びに調査区の調査総面積は296m2

になった（第5図）。

(2) 調査の経過

本調壺は、平成21年 (2009) 4月27日-5月27日に

実施し、実働は18日間であった。経過の詳細について

は、以下に、発掘日誌抄を記す。

【発掘日誌抄】

4月27日（月）晴れ実慟 1日目

調査初日。重機やガードマンボックス、器材の搬入

を行う。施工業者から、設計G.L. と工事掘削深度の

説明を受け、掘削を開始する。調査区北端にトレンチ

(1トレンチ）を設定し、土層や遺構の有無を確認す

る。 1トレンチ西端では、弥生土器を大量に含む砂層

が検出されたので、遺物量の多い部分はあまり掘り下

げず、 トレンチを東に延ばしていった。この結果、 1 

トレンチ西部から中央部の基盤層はあまり安定しない

砂質土であり、昨年度の調査で第 5層としていた大阪

層群類似層は 1トレンチの東部にのみ存在しているこ



第7図重機掘削風景

とが確認された。また、 1トレンチ中央部において、

流路ないし溝状遺構 (SDOl) を、東部において、東

に下る耕作地段差と 2層直下で5層に切り込む流路状

遺構 (SD02) を検出した。森岡、竹村、坂田 3氏を

交えて協議を行い、新たに南北方向のトレンチ (2ト

レンチ）を設けることによって、 SD02の時期や方向

を追求することにした。また、耕作地段差やSDOl・

02の方向を確認するため、調杏区南端に、 1トレンチ

に平行する 3トレンチを掘開することになった。 2ト

レンチにおいて、 SD02が西に屈曲することが明らかに

なり、かなり古い時期の遺構である可能性が出てきた。

図面作成のため、前面道路のマンホールから基準レ

ベルを移動した。分層を開始した 1トレンチについて

は、雨水の染み出しによって壁面が崩れるおそれのあ

る部分から土層断面図の作成を開始した。

4月28日（火）晴れ実働 2日目

1トレンチの分層を完了し、撮影。上層断面図の作

成を継続する。

2トレンチはSD02に併せて西に拡張する (2トレ

ンチ拡張部）が、既存建物の基礎や大規模な攪乱があ

るので、 トレンチの拡張をひとまず止めてSD02の検

出状況を撮影する。

重機の作業段取りを考慮して、 3トレンチは西から

掘削するが、攪乱が著しい。そこで、 1トレンチ以南

のI区において表土剥ぎを先行したが、攪乱が広範囲

に及んでおり、南部の 7割程は既に損壊を被っていた。

ただし、辛うじてSDOlが検出でき、直線的に延びる

様子が確認できた。攪乱の面積と土量を計算して、 I

区の調査を早々に済ませて埋め戻す計画を立てた。

4月30日（木）晴れ実慟 3日目

調査区の北西端を基点 (0, 0) として、平面図作

成用の基準杭を 3本設定。 I区の清掃後、写真撮影を

行い、調査区平面図並びに遺構配置図の作成を開始す

る。SDOlは工事掘削深度まで掘り 下げた。

SD02の方向追求のため、 2トレンチに並行する南

北方向のトレンチ (4トレンチ）を設定し、掘削。4

トレンチでもSD02は検出でき、さ らに西に延びる様
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子が確認できた。しかし、未だに遺物が見あたらず、

時期が定められない。

3トレンチを東に延長したところ、 4トレンチとの

接点付近で耕作地段差が現れた。

調査区西側 (II区）は、漸く南西側から重機による

表土剥ぎを開始した。

5月1日（金）晴れ実働 4日目

I区のレベリングや調査区平面図の作成を進める。

重機を用いてII区の表土剥ぎ及び攪乱の掘削を行い、

同時に I区南部を埋め戻す。II区南部は包含層がよく

残っている。夕方にはこの作業を終えて、重機を回送。

SD02の走行方向が確定できず、方形周溝墓状に巡

る可能性も想定できたことから、森岡・竹村を交えて

緊急協議を行い、埋め戻し時の重機稼働日を一日増や

して、 SD02の方向性を追求することになった。

5月7日（木）雨

降雨のため作業を中止。

5月8日（金）晴れ実働 5日目

雨水を汲み出し、現場復旧作業を行う 。その後、 1

トレンチの土層断面図作成を進める。併行して、 I区

北部の遺構面精査やII区の人力掘削を行う 。II区東部

は攪乱がひどく、北部にも重機の爪痕が残っている。

5月11日（月） 晴れ実働6日目

lトレンチの土層断面図作成が終了する。引き続き、

3トレンチの土層断面図の作成に移る。 I区北部の調

査は終了。II区の攪乱掘削を継続する。

5月12日（火）晴れ実慟 7日目

II区の攪乱掘削が終了し、遺構面精壺に取り掛かっ

たところ、南部は 3・4層が堆積していることがわ

かったので、遺構の有無を検証しつつ、掘削を進める。

1・3トレンチの上層註記を行い、 4トレンチの土

層断面図を作成する。

5月13日（水）晴れ実働 8日目

II区南部の包含層掘削を継続する。 3層除去後、 4

層も除去し、 5層上面の遺構を検出する。土器を伴う

遺構多し。II区の遺構平面図作成に着手する。

5月14日（木）晴れ実慟 9日目

第8図調査風景 (11区掘削）
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II区南部の遺構面精査を行い、士坑や流路、土器溜

り等を検出する。遺物量の包含は多いが、平面形が定

まらない遺構が多い。南部の遺構検出状況撮影後、北

部の遺構面検出に掛かる。ここでは、 1トレンチ西端

から延びる大溝 (SD04)や土坑が検出された。遺構

検出状況撮影後に、流路 (SDOlの続きと判断した）、

SD04、土器溜りの断割を行い、埋土の様相や切合い

関係を確認する。

昨日に続いてII区の遺構平面図を作成する。また、

4トレンチの上層断面図の註記終了。

5月15日（金）晴れ実働10日目

II区南部の遺構掘削に着手し、併行して遺構平面図

の作成を進める。SDOlやSD04は上層観察用士手を残

して掘削したところ、 SDOlからの遺物出士は乏しい

が、 SD04では土器の大量出士を見た。

5月18日（月）睛れ実働11日目

先週末の雨を汲み出して現場を復旧。山本徹男氏に

よるビデオ撮影を行う 。

SD04は北壁沿いにサブトレンチを設けて深さや士

層を観察し、土層断面図を作成する。SD04を士層と

小ブロックに分けて掘削し、遺物を取り 上げる。II区

南部の遺構の断割や掘削も進める。土器溜り 1も掘り

下げ、平面図と土層断面図を作成する。

森岡•竹村を交えて現場検証を行い、調壺の方法や

調査日程を検討する。

5月19日（火）曇りのち睛れ 実働12日目

II区南西部の遺構一段下げや清掃を継続する。土器

溜り1の掘削も継続する。南部の掘削状況を撮影し、

土器溜り 1とその周りを囲む溝状の土器溜り 2の掘削

を進める。土器溜り 1の東半部分の平面図を作成し、

西半はレベリング後に遺物を取り上げる。これらは、

弥生時代後期末～古墳時代前期初頭の土器に限られて

いるようである。

SD04は士層観察用上手より南側を掘削し、 lm毎

に且つ東西に分けて遺物を取り上げる。大きめの遺物

は残した状態で出士状況を撮影し、その後、これらの

遺物も取り上げた。

第9図調査風景（土器溜り 1掘削）
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南壁の土層断面図を作成する。日程がきつい。

5月20日（水）晴れ実慟13日目

II区南部の遺構の掘削を継続する。土器溜りは 2. 

3にも着手。上器溜り 1の東部の遺物を取り上げた。

また、適宜、遺構平面図や遺構の土層断面図を作成。

5月21日（木）晴れ実働14日目

II区南部の遺構は土器溜りの土器を残してほぽ完掘

出来たので、 写真撮影を行う 。遺構平面図の補足やレ

ベリングを行う 。また、士器溜りの土器出士状況図を

作成して、遺物を取り上げる。さらに、南壁・西壁の

土層断面図も作成する。

5月22日（金）雨のち曇り 実働15日目

予報よりも天気が悪く、 SD04の掘削は思うように

進まない。雨がやんでいる時を見計らって平面図の補

足やSD04の遺物の取り上げを行う 。雨が降っている

間は遺物台帳の整理や土器洗浄を行う 。

5月25日（月）晴れ実慟16日目

重機を再搬入し、 II区南部に東西方向の深掘トレン

チを設け、下位の土層を検証する。

土器溜り 2の底面で杭痕跡を確認し、平面図に追記

したり断ち割って土層観察を行う 。SD04は掘削を進

めて、遺物の出土状況を撮影し、実測図を作成する。

5月26日（火）晴れ実慟17日目

調査も大詰め。SD04出土遺物のレベリングを行い、

順次遺物を取り 上げる。SD04に近接する士坑の掘削

を行い、平面図に追記を行う 。

II区南部は埋め戻しを始める。

5月27日（水）晴れのち曇り 実働18日目

調壺最終日。東区を重機で掘削し、 SD02がほば直

線的に南西方向に延びることを確認した。SD02のデー

タを記録した後、東区を埋め戻す。

SD04は、昨日に引き続いて遺物を取り上げ、完掘

する。周辺の上坑も完掘し、写真撮影、図面の補足を

行う 。II区北壁沿いを工事掘削深度まで断割して基盤

層の状態を観察し、土層断面図の追記も行う。

調査区をすべて埋め戻して旧状に復し、器材、遺物、

重機等を撤収して、調壺を完了した。



(3) 調査区の層序

本発掘調査の基本層序は、調査区北壁を基準とし、

2月の確認調査時の土層番号を踏襲するとともに、下

位の土層を追加した。攪乱土を主体とする現表土は0

層と呼称し、 0層直下の旧表士層を第 1層として、以

下、上から順に土層番号を付した。基本的な層序は、

第 1層が耕作土と考えられる旧表土、第 2層が耕作上、

第3層が置土、第 4層が中世包含層、第 5・6層が基

盤層である。ただし、第3層の分布は調査区西部に、

第4層の分布は調査区南部に限られる。また、調査区

東部では、第 1・2層と第4層が未分化であったので、

この層を第 4層の範疇で捉えて 4b層と呼称した。土

色は『新版標準上色帖』（農林水産省農林水産技術

会議事務局・財団法人日本色彩研究所監修）に準じる

とともに、適宜、視認色を用いているが、第 4層を

4a層 ・4b層と分けたように、同一の性格を有する

ものの上質や上色に若干の違いがある部分を区別する

ため、土層番号にアルファベットの小文字を付して表

記している。また、調査区各壁に見られる遺構埋土等

の土層名はアルファベットや〇囲い数字、片仮名等を

用いて基本層序と区別している（第11・13・21図）。

以下に、基本層序について概略を述べる。

第 1層は、灰色の旧表上で、耕作土と考えられる。

層厚は10-20cmを測る。

第2層は、灰白色の細砂質土である。調査区西部は

鉄分の沈着によりやや褐色がかる。水成堆積層を起源

とする耕作士と考えられる。層厚は15-22cmを測る。

第3層は、黄褐色の粘性砂質土と灰色の砂質土の混

和層である。調査区西邪にのみ検出された。弥生時代

後期末～古墳時代前期初頭の上器を大量に含み、わず

かに須恵器片が混じる。当初、当該期の包含層の可能

性を考えたが、下位の第4層が中世の包含層であるこ

とから、調査地一帯に分布していた打出岸造り遺跡本

体の包含層を起源として、耕作土形成の際に盛られた

置土と判断した。第 3層からは近世以後の遺物が出土

していないので、置土の時期は中世後期～近世初期と

考えている。層厚は10-30cmで、西ほど厚い。

第4層は、灰褐色砂質土で、耕作による攪拌や縞状

の薄い水成堆積層が見られる。土師器・須恵器・瓦

器・瓦質土器・陶器・磁器（中国青磁）を含む中世包

含層で、層厚は12-24cmを測る。

第5層は、黄白色の粗砂混じり粘性砂質士である。

締まりが良くて固く、遺物の出士が見られないので基

盤層と判断した。ただし、第5層はかなり不安定な堆

積I犬態を示す層であり、大阪層群の再堆積層ないし沖

積地の自然堆積層と考えられる。また、調査区東部は、

5a層下部に上層からのウン管によるマンガン沈着が

著しく、灰黄褐色 (lOYR5 / 2) -にぶい黄褐色

(lOYR 5 / 3) を呈する。

第6層は、砂質分の強い堅い層で、かなり均質な層
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である。調査区北西部で確認されるが、南東部では下

位に潜り込むようで、検出できなかった。ちなみに、

II区の深掘トレンチの西端には、西から東に下降する

安定した白灰色のシルト～粘土層があり、これが低位

丘陵の基盤層であるならば、まさに、調査地点は、丘

陵と沖積地の交接点と言うことになる。

なお、 1トレンチ東寄りで確認したイ～エ層は、極

めて古い時期の流路埋土と考えられる土質であるが、

第6層の範疇で捉えている。

(4) 検出遺構

今回の調査で検出した遺構面は、どの区も、基盤層

とした第 5層上面における一面のみである。ただし、

この遺構面は、中世における耕作地化の段階で、本来

の地表面は削平されて既に失われている。調査区内で

検出した遺構は、区ごとに様相が異なることから、 I 

区.II区・東区に分けて記述する。

①I区 （第12図、巻頭図版2、図版 1)

この調奔区は、攪乱が著しく、面的に第 5層上面が

遺存していたのは、 1トレンチの南 2~3mの範囲に

限られていた。この部分で検出できた遺構は、幅100

~114cm、長さ140cm、深さ10cmの浅い溝 (SD03)

だけである。SD03の埋土は第 2層と共通の灰色土で、

耕作に伴う溝と言える。

攪乱を被っている部分では、 1トレンチ中央付近で

確認したSDOlの延長部分を検出した。 SDOlは I区東

壁のほぼ中央部から直線的に延びて、東壁から 3m付

近で幾分南向きに方向を変えて南壁西側に達しており、

I区における検出長は Smを測る。東壁に掛かる部分

では北肩が遺存しており、 1トレンチにおける検出状

態とも照らし合わせると、幅200~250cm、深さ50~

60cm以上の遺構と言える。SDOlの延長部分はさらに

II区や確認調査時の調査区でも確認されており、調査

地における検出長は30m以上に達する。埋土は粗砂を

主体とするラミナの明確な水成層や細砂質土である。

走行方向が概ね北北東ー南南西であり、東方に近接す

る宮川へは下降しない様子から、人工的な大溝ないし

流路と判断した。

②II区（第12~19図、巻頭図版2~10、図版2~12) 

この調査区では、 I区に接する部分の攪乱が著し

かったが、 北部と南部では多くの遺構が検出できた。

また、南部では遺物包含層である第 3・4層も残存し

ていた。 II区で検出できた遺構は、溝や流路・摯痕10

条 (SDOl・04~12)、土坑26基 (SKlOl~ 126)、ピッ

ト46基 (SP43~56・101~ 132)、残存率の高い士器を

集中的に出上したことから「上器溜り」と呼称した不

定形遺構3基（土器溜り 1~ 3) と杭跡12基（杭01~

12)である。ただし、SK(土坑）とSP(ピット）の

区別は、法量を参考として遺構検出時に適宜行ったも

ので、必ずしも遺構の性格を意味するものではない。
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巷
本
層
序

〇
現
表
士
。
樅
乱
土
や
整
地
層
。

1
 
灰
色
(7
.5
Y
6
 /
1
 -
N
 6
/
0
)
砂
質
土
。
1日
表
土
。
土
壌
化
し
て
お
り
、
耕
作
土
と
推
定
。

2
a
 
灰
白
色
(2
.5
Y
7
 /
1
)
細
砂
質
土
。
流
水
堆
積
層
を
起
源
と
す
る
耕
作
土
か
。

2
b
 
に
ふ
い
黄
褐
色
(
1
0
Y
R
5
/
 4
)
細
砂
質
土
。
2
層
の
内
、
酸
化
鉄
粒
子
を
含
む
。

2
 C
 
2
 a
層
に
少
絨
の
3
陪
が
混
じ
る
。

3
a
 
明
黄
褐
色
(2
.
S
Y
 7
 /
 6
 -
l
O
Y
R
 7
 I
 6
)
 -
黄
色
(
2
S
Y
 7
 1
8
)
粘
性
砂
質
土
ブ
ロ
ッ
ク
＋
灰
白
色
(
2
S
Y
 7
 /
1
)
-
灰
黄
色
(
2
5
Y
 7
 /
 2)
砂
質
土。

3
b
 
に
ぶ
い
黄
褐
色
(
l
O
Y
R
5
 /
 3
 -
l
O
Y
R
 5
 /
 4
)
粘
性
砂
質
土
プ
ロ
ソ
ク
＋
灰
白
色
(
2
S
Y
 7
 /
 1
)
-
灰
黄
色
(
2
S
Y
 7
 /
 2
)
砂
質
土
。

3
c
 
灰
黄
褐
色
(
1
0
Y
R
6
/
 2
)
-
に
ぶ
い
黄
褐
色
(
l
O
Y
R
5
/
 4
)
砂
質
土
。
粘
性
砂
質
土
プ
ロ
ソ
ク
の
含
有
は
少
な
い
。
土
質
は
2
層
に
似
る
が
、
締
ま
り
は
良
く
、

3
層
と
4
陪
の
漸
移
層
。

4
a
 
褐
灰
色
(
l
O
Y
R
5
 I
 l
 -
l
O
Y
R
 4
 /
 l)
 -
灰
黄
褐
色
(
l
O
Y
R
5
1
 2
 -
l
O
Y
R
 4
 /
 2
)
シ
ル
ト
質
砂
質
土
。
耕
作
土
。
中
世
包
含
層
。
か
な
り
締
ま
り
が
良
い
。

4
b
 灰
黄
褐
色
(
l
O
Y
R
6
 /
 2
)
-
に
ぶ
い
黄
褐
色
(
1
0
Y
R
5
/
 4
)
砂
質
土
。
土
質
は
2
層
に
似
る
。
自
然
堆
積
層
起
源
の
耕
作
土
。
中
世
包
含
層
。
締
ま
り
は
や

や
あ
ま
い
。
2
層
よ
り
土
壌
化
進
む
。

4
c
 
に
ぶ
い
黄
褐
色
(
l
O
Y
R
5
 I
 4
)
-
黄
褐
色
(
l
O
Y
R
5
 /
 6
)
-
褐
色
(
l
O
Y
R
4
/
 6
)
-
褐
灰
色
(
l
O
Y
R
6
 /
1
)
粘
性
砂
質
土
。
4
a
層
+
S
a
陪
。

5
a
 
灰
黄
色
(
2
S
Y
 6
/
 2
)
 +
明
黄
褐
色
(
2
.
5
Y
7
/
6
 -
2
.
5
Y
6
/
8
 -
1
0
Y
R
6
/
6
)粘
性
砂
質
土
。
締
ま
り
が
良
い
。

5
b
 
灰
白
色
(2
S
Y
 7
 /
1
)
細
砂
質
土
。
S
a
層
よ
り
砂
質
上
分
強
く
黄
色
は
弱
い
。

5
c
灰
白
色
(
5
Y
7
/
l
-
5
Y
7
/
2
)
シ
ル
ト
質
士
＋
明
黄
褐
色
(
1
0
Y
R
6
/
6
)
-
に
ぶ
い
質
褐
色
(
l
O
Y
R
5
 /
 4
)
-
黄
褐
色
(
l
O
Y
R
5
/
 6
)酸
化
鉄
粒
子
。

締
ま
り
良
い
。

6
a
 
灰
白
色
(
2
S
Y
 8
/
 2
)
-
灰
黄
色
(
2
S
Y
 7
 /
 2
 -
2
 5
Y
 6
 /
 2
)
 -
浅
黄
色
(
2
S
Y
 7
 /
 3
)
-
に
ぶ
い
黄
色
(2
5
Y
6
/
3
)
-
黄
褐
色
(2
5
Y
 5
/
3
)
シ
ル
ト

混
じ
り
砂
質
土
。

6
b
 
灰
白
色
(
2
S
Y
 8
/
 2
)
-
灰
黄
色
(2
S
Y
 7
 /
 2
 -
2
 S
Y
 6
 I
 2
)
-
浅
黄
色
(
2
5
Y
7
 /
3
)
-
に
ぶ
い
黄
色
(
2
S
Y
6
/
3
)
-
黄
褐
色
(
2
S
Y
S
/
3
)祖
砂
混

じ
り
砂
質
土
。

6
c
 
灰
白
色
(
2
S
Y
S
/
2
)
-
灰
黄
色
(2
S
Y
 6
1
2
)
-
明
黄
褐
色
(
l
O
Y
R
6
 /
6
)
シ
ル
ト
混
じ
り
砂
質
土
。
6
a
層
に
土
質
似
る
。

6
d
 
灰
白
色
(
2
S
Y
 8
 /
 2
)
-
灰
黄
色
(2
.S
Y
6
/
2
)
-
に
ぶ
い
黄
褐
色
(
l
O
Y
R
S
 /
 3
)
シ
ル
ト
混
じ
り
砂
質
土
．。
6
a
層
に
土
質
似
る
。

6
e
 
灰
黄
色
(2
.S
Y
7
1
2
)
-
浅
黄
色
(2
.S
Y
7
1
3
)
-
に
ぶ
い
黄
色
(
2
.
S
Y
6
/
3
)
-
に
ぶ
い
黄
褐
色
(
l
O
Y
R
S
 /
 3
 -
l
O
Y
R
 5
1
4
)粗
砂
混
し
り
土
。
撹
拌

を
被
っ
た
よ
う
に
み
え
る
不
均
質
な
層
。

61
 
灰
白
色
(
2
S
Y
 8
/
 2
)
-
灰
黄
色
(2
.
S
Y
7
/
2
)
-
に
ぶ
い
黄
橙
色
(
l
O
Y
R
7
 I
 2
 -
l
O
Y
R
 6
 I
 4
)
中
砂
混
じ
り
砂
質
土。

6
g
 
に
ぶ
い
黄
橙
色
(
1
0
Y
R
7
/
3
)
-
明
黄
褐
色
(
1
0
Y
R
7
/
6
)
-
に
ぶ
い
黄
褐
色
(l
O
Y
R
S
 /
 4
)
粘
性
砂
質
土
。
と
て
も
締
ま
り
良
い
。

゜
2
m
 

ア
灰
白
色
(2
.5
Y
7
 /
1
)
-
灰
黄
色
(
2
.
5
Y
7
/
2
)
-
浅
黄
色
(2
.
5
Y
7
/
3
)
細
砂
質
土
。
5
b
層
起
源
の
再
堆
積
土
と
推
測
。

イ
灰
黄
色
(
2
5
Y
6
/
2
)
-
に
ぶ
い
質
色
(
2
5
Y
 6
/
 3
)
-
灰
黄
褐
色
(
l
O
Y
R
6
 /
 2
 -
l
O
Y
R
 5
 /
 2
)
-
に
ぶ
い
黄
褐
色
(
l
O
Y
R
5
I
 3
)
-
褐
色
(
l
O
Y
R
4
 /
 4
)
粗
砂

～
中
砂
混
じ
り
砂
質
土
。
樅
拌
著
し
い
が
、
か
な
り
固
く
し
ま
っ
て
い
る
。
6
層
の
プ
ロ
ソ
ク
か
。
極
め
て
古
い
流
路
埋
土
。

ウ
灰
黄
色
(2
5
Y
 6
/
 2
)
-
に
ふ
い
黄
色
(2
5
Y
6
/
3
)
-
灰
黄
褐
色
(l
O
Y
R
6
1
2
 -
l
O
Y
R
 5
 /
 2
)
-
に
ふ
い
黄
褐
色
(
l
O
Y
R
5
/
 3
)
-
褐
色
(
1
0
Y
R
4
/
4)
粗
砂
。

6
膀
の
プ
ロ
ッ
ク
か
。
極
め
て
古
い
流
路
埋
土
。

工
に
ぶ
い
黄
褐
色
(
l
O
Y
R
5
 /
 4
)
-
褐
色
(
l
O
Y
R
4
/
 6
)
粗
砂
混
じ
り
土
。
6
庖
の
ブ
ロ
ソ
ク
か
。
極
め
て
古
い
流
路
埋
土。

S
D
0
1
埋
土

A
 
に
ふ
い
黄
橙
色
(
l
O
Y
R
7
 /
 4
)
-
明
黄
褐
色
(
l
O
Y
R
6
 /
 8
)
-
黄
褐
色
(
l
O
Y
R
5
 /
 8
)
中
砂
～
粗
砂
。
鉄
分
多
く
、
ラ
ミ
ナ
は
不
鮮
明
。

B
 
灰
白
色
(
2
5
Y
 8
/
1
)
-
に
ふ
い
黄
褐
色
(
l
O
Y
R
5
 /
 3
)
細
砂
～
中
砂
。
粗
砂
も
少
茄
含
み
不
均
質
。
下
ほ
と
鉄
分
多
い
。

C
 
に
ぶ
い
黄
橙
色
(
l
O
Y
R
6
 /
 3
 -
l
O
Y
R
 6
 /
 4
)
細
砂
～
中
砂
。
ラ
ミ
ナ
が
見
ら
れ
る
。

D
 
褐
灰
色
(
1
0
Y
R
5
/
 1
)
-
灰
黄
褐
色
(l
O
Y
R
5
/
 2
)
細
砂
～
中
砂
。
鉄
分
多
い
。

E
 
灰
白
色
(
2
5
Y
7
 /
l
)
-
灰
黄
色
(
2
.
5
Y
7
/
2
-
2
 5
Y
6
/
2
)
-
に
ふ
い
黄
色
(
2
5
Y
6
/
3
)
シ
ル
ト
～
中
砂
。
鉄
分
沈
落
で
褐
色
(
l
O
Y
R
4
/
 4
)
を
呈
す
る
粗

砂
の
プ
ロ
ソ
ク
を
含
む
。

F
 
灰
白
色
(2
.5
Y
7
 /
1
)
-
黄
灰
色
(
2
5
Y
 6
 /
1
)
シ
ル
ト
。
溝
内
初
期
堆
栢
土
。

G
 
F
層
に
類
似
す
る
ブ
ロ
ソ
ク
。

S
D
0
2
埋
土

オ
灰
白
色
(
2
5
Y
 7
 /
1
)
祖
砂
混
じ
り
土
。
2
a
層
に
似
た
水
成
陪
。

力
灰
白
色
(
2
5
Y
 7
 /
1
)
細
砂
質
土
。
2
a
層
に
似
た
水
成
層
。

キ
カ
陪
+
5
 C
層。

ク
に
ぶ
い
黄
褐
色
(
l
O
Y
R
4
 /
 3
)
-
褐
色
(
l
O
Y
R
4
 /
6
)
-
に
ぶ
い
黄
橙
色
(
l
O
Y
R
7
 /
2
)
砂
。
粗
砂
を
主
体
と
し
、
中
砂
～
細
砂
も
含
む
。
明
確
な
ラ
ミ
ナ
の
見

ら
れ
る
水
成
陪
。
下
位
ほ
ど
褐
色
簿
く
な
る
。

ケ
灰
黄
色
(
2
5
Y
 7
 I
 2
 -
2
 5
Y
 6
 /
 2
)
 -
浅
黄
色
(
2
5
Y
 7
 I
 3
)
シ
ル
ト
質
土
。
土
壌
陪
。

コ
に
ぶ
い
黄
橙
色
(
l
O
Y
R
7
 1
3
 -
l
O
Y
R
 6
 I
 3
)
-
灰
黄
褐
色
(
l
O
Y
R
6
1
2
)
-
灰
黄
色
(2
5
Y
 7
 1
2
)
-
に
ぶ
い
黄
色
(
2
5
Y
6
/
3
)
-
明
黄
褐
色
(
2
5
Y
 6
/
 6
) 

砂
質
土
。
土
壌
陪
と
水
成
陪
の
混
成
土

※
S
0
0
4
埋
土
の
註
記
は
第
15
図
に
源
付
。
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第2章発掘調査の概要

18.00m 

E 

南壁

5゚c 
黎痕

18.00m 

w 

17.00m 17.00m 

18.00m 

s 

17.50m 

西壁

゜
2a 

18.00m 

N 

17.50m 

5c 
⑥
 2m 

II区南壁
① にぶい黄色(2.5Y6/ 3)-にぶい黄橙色(lOYR6 /3 -lOYR 6 / 4)粗砂混じり粘性砂質上。 SP118埋土。
② 灰白色(2.5Y7 /1)-灰黄色(2.5Y7 / 2)-黄灰色(25Y 6/1)中～細砂質土。上位ほど土壌化。SP118埋上。
③ ②層と⑧層の漸移層。 SP118埋土。
④ 灰白色(2.5Y8/l-2.5Y7/l)中～細砂質土。 SP118埋土。
⑤ 灰黄色(2.5Y7/2)-にぶい黄橙色(lOYR7 / 2)-灰黄褐色(10YR6/2)細砂質土。SDOl最終埋土。土壌化。
⑥ 浅黄色(2.5Y 7 /3 -2. 5Y 7 / 4)中～細砂質土。 SDOl埋土。
⑦ 灰白色(lOYR7 I 1)-灰黄褐色(lOYR6 / 2)粗砂混じ り土。 SDOl埋土。
⑧ 灰黄褐色(10YR6/2)-にぶい黄橙色(10YR6/4)-明黄褐色(lOYR6 / 8 -lOYR 7 / 6)砂。粗砂 ・中砂・細砂の混じる一挙に流入した水成層。
SDOl埋土。

⑨ 灰黄褐色(lOYR6 / 2)-にふい黄橙色(10YR6/4)-明黄褐色(lOYR6 / 8 -lOYR 7 / 6)シルト～細砂。SDOl埋土。
⑩ 灰白色(lOYR7 I 1)-灰黄褐色(10YR6/2)-にぶい黄橙色(10YR6/3)粘性砂質土。粗砂を多く含む。旧表上。
⑪ 5c層の土壌化部分。
⑫ 灰白色(2.5Y7 /1)-灰黄色(25Y7/2 -2.5Y6/2)-にぶい黄色(2.5Y6 / 4)粘性砂質土。 5層起源のブロ ソクを多く 含む。
⑬ 浅黄色(2.5Y7 / 4)-明黄褐色(25Y 6 / 8)細砂～中砂。水成層。鉄分 ・マンガン含む。
⑭ 浅黄色(2.5Y7 / 3)-にぶい黄橙色(lOYR6 / 3 -lOYR 6 / 4)中砂。水成層。
⑮ にぶい黄橙色(lOYR6/4)-明黄褐色(lOYR6 / 6)-黄褐色(10YR5/6)-にぶい褐色(75YR 5 / 4)中砂～粗砂。水成層。鉄分 ・マンガン含む。
⑯ 灰白色(lOYR7 I 1)-にぶい黄橙色(lOYR7 I 2)細砂質士。 SK114埋土。
⑰ 褐灰色(10YR6/1)-灰白色(25Y7 /1)-黄灰色(2.5Y6/ 1)細砂質土。SK114埋土。
⑱ 灰黄褐色(10YR6/2)-にぶい黄橙色(lOYR6 / 4)粗砂混じ り砂質土。 SK104埋土。
⑲ 灰白色(5Y8/l-5Y7/l)細砂質土。 SK104埋土。
⑳ 灰白色(5Y8/2)-淡黄色(5Y8/4)-黄色(25Y 8 / 6)細砂質土。SK104埋土。
⑳ にぶい黄褐色(10YR5/3-10YR5/4)中砂。SP116埋士。

II区西壁
① 灰黄色(25Y 7 / 2)-浅黄色(2.5Y7 / 4)砂質土。やや土壌化。SK104上に似る。SKlOl埋土。
② 灰黄色(25Y 7 / 2)-浅黄色(2.5Y7 / 3)祖砂混じ り砂質土。 SKlOl埋土。
③ 灰黄色(2.5Y7/2)-浅黄色(25Y 7 / 3)シルト質土。 SKlOl埋土。
④ 灰白色(25Y 7 / 1)-灰黄色(25Y 7 / 2)細砂質土。 SKlOl柱痕部埋士。
⑤ にぶい黄褐色(lOYR5 / 3 -lOYR 5 / 4)中砂。SP132埋土。
⑥ 明褐色(7.5YR5 / 6)細砂。水成層。

第13図 11区南部土層断面図 1 /50 
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以下に、遺構の概要を述べる。なお、各遺構の法量や

出上遺物等の詳細なデータは、 表 2に掲げている。

SDの遺構名を冠したものは、 1トレンチ中央部か

ら続く SDOlと、 1トレンチ西端から延びるSD04並び

に南部で集中的に確認したSD05-12である。

SDOlは、攪乱のために II区南部において、東肩部

を失った状態で、幅1.5m、長さ7.5mに亘って検出さ

れたのみである（第12-14図、巻頭図版 3、図版 3)。

ここでは、 I区よりも南流傾向にあり、走行方向はほ

ぽ北一南を呈する。埋土は、最終埋土が士壌化した細

砂質土（第13図南壁⑤層）であるが、そのほかは概ね

水流によって一挙に流入した砂層（第13図南壁⑥～⑨

層•第14図②～④層）である 。 II 区南端には東西

100cm、南北130cm、深さ55cmを測る滝壺状の窪み

があることから、堰のような施設が設けられていたの

かもしれない。なお、 SDOlからは甕や鉢の底部片（第

22図 7・8) をはじめとする士器細片が少量出土して

いることや、 SDOl上面において士器溜り 3やSP55・
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56が検出されていることから、弥生時代後期末～古墳

時代前期初頭頃までに埋没したことがわかる。

SD04は、 II区北西部で検出された遺構で、幅320~

370cm、深さ40cmを測り、検出長はllmである （第

11・12・15図、巻頭図版3・4、図版4・5)。走行

方向は、北東一南西を呈している。埋土は、上層が鉄

分の沈着した褐色の水流堆積層 （第11・15図①～③ • 

⑬ ・⑮ ・⑯層）で、下層が上層よりも粒子の細かい灰

色士で、下位ほどシルトが主体となる （第11・15図

④ • ⑤ • ⑩ • ⑫ • ⑭ • ⑰～⑳層）。

褐色土では、細片化して鉄分・マンガン分が付着し

た土器が出土するのに対して、灰色士からは残存率の

高い壺．甕．鉢・高杯や手焙り形土器などがまとまっ

て出土している。褐色土、灰色土ともに、弥生時代後

期末～古墳時代前期初頭のものに限られることから、

この時期にSD04は開放状態であ り、周辺に集中して

土器を消費する集落が展開していたことが推測される。

とくに破片数の多い鉢．甕はタタキ成形されており、

底部の突出がやや弱くなった段階のものである。また、

甕の外面に施されたタタキには螺旋状タタキも見られ

るが、内面にヘラケズリが施されたものはほとんどな

く、西摂地域の特性が表れている。少量ながら、淡路

型の甕 （第23図32、第25図71~73・81)や丹波系の甕

（第25図74)・有段口縁高杯 （第26図102)なども出上

している。

SD04の本来の規模は、周辺調査で検出している大

溝の法羅から、幅6m以上、深さ1.5m以上の規模に

なる可能性が考えられる。

SD05~08は、 SDOlより東に位置する東西方向を指

向する幅50~80cmの浅い溝で、褐灰色～灰黄褐色砂

質土を埋土とする （第12図、図版 5)。出土遺物は上

師器の小片ばかりであるが、確認調査時に第 2遺構面

で検出した黎痕の走行方向・埋土と共通性が認められ

ることから、中世後半段階の黎痕と判断した。一方、

SD09~12は、 SDOlより西側のII区南西端で検出した

もので、幅10~20cm、深さ10cmほどの黎痕である。

北ー南方向や北北西ー南南東方向のものが見られ、第

4層類似層を埋土とする。出土した遺物は中世のもの

を含む土師器小片である。確認調査において、法量や

走行方向が合致する黎痕が第3遺構面で検出されてい

ることから、 SD09~12は中世後半段階よりも先行す

るものと考えられる。

SK (土坑）とSP(ピット）は、まとめて記述する。

ピットの番号は、 SDOl以東では確認調査時の遺構番

号に続けて43~56とし、 SDOl以西は101~ 132として

いる。これらの遺構の形態や深さは多様であるが、埋

士は、概ね、視認色茶色の中砂、灰色土、褐灰色土の

3種類に分類でき、埋上ごとにある程度遺構の年代を

括ることができる（第16・17図）。

茶色の砂（士色帳では黄褐色 (lOYR5 / 3 ~ lOYR 
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5/4)に相当。） を埋土とする遺構は、 SDOlの西側

で検出されている。埋上の締ま りが極めて悪く、概ね

浅いことから、一過性の水流によ って流入したものと

考えられる。中には、 SK105・107・108・llO・125の

ように、流入した砂の上に、灰褐色土が堆積している

ものもある （第16図、図版6)。これらの遺構からは

須恵器や陶器 ・磁器などの年代の下る遺物は出士して

いないので、 SK107から出士したタタキ甕体部片や底

部、 SK125から出土した高杯脚部などの様相から、弥

生時代後期末～古墳時代前期初頭の遺構と推測する。

ところで、第4層直上にも同様の水成堆積層が観察で

きるので （第13図南壁⑬～⑮層）、当該地が何度か洪

水に見舞われたことがわかる。

灰色土を埋土とする遺構は、 SK103やSP104のよう

に明確な柱痕部を持つもの （第16図、図版6)や、

SP119-121のよう に小規模ながらも深いものが見ら

れる。前者のSK103からは須恵器片が出土しているの

で、 SK103とSP104は、古墳時代中期以降の掘立柱建

物の柱穴と考えられる。一方、後者は、埋土が第 1層

に似ていることから、耕作地に伴う杭跡の可能性が高

い。このように、灰色上を埋土とする遺構は、他の遺

構より年代が下る傾向が看取できる。

褐灰色土を埋土とする遺構には、確認調査時に第3

遺構面で検出したピットの多くも含まれる。さらに、

SKlOl・102・104・ ll5・ll 7など、法量の大きなもの

や土器溜り 1-3も該当する。しかし、 一口に褐灰色

といっても、土質は砂質土やシルトなど実に多様で、

形態や床面の状態も大きく異なる （第13・16図、図版

6)。SKll6-ll8は床面に直径15cm程度の窪みがあ

り、床面の凹凸が激しい。また、 SK104・ll4の下位

にはピットが認められ、複数の遺構が切り合っている

可能性もある。相互に関連する遺構の抽出は難しいが、

SDOl付近において確認された、埋土に炭化物を含む

SP45と、 SP55・56は、法量や埋土が似ている。約2.0

mの間隔で一列に並ぶSPll3・123・128もそれぞれ法

量や埋土が似ている。これらは、掘立柱建物や柵列を

構成するピットであった可能性が考えられる。このほ

か、建物等には復元できなかったが、 SKlOl・ll5、

SP118・126にも柱痕が観察されている。

これらのSK・SPから出土した遺物の多くは、微細

な土器片であるが、 SKlOl・104・ll3・ 116・122・

125などから出土したものには、大形壺やタタキ甕の

体部片、高杯脚部（第22図6) など、器形や時期があ

る程度把握できるものが見られる。これらは、確認調

査時に第3遺構面で検出したピットの遺物と様相が共

通であることから、多くの遺構の年代を弥生時代後期

末～古墳時代前期初頭と捉えている。なお、 SKlOlか

らは、当該期の土器とともに縄文時代の石鏃（第22図

9) も出土している。ただし、 SP54・118からは中世

に下る遺物が出土しているので、中世の遺構も含まれ
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S004埋土
① 明黄褐色(lOYR7 / 6 -lOYR 6 I 6)粗砂質土。視認色茶色。水流堆積層。
② 灰黄褐色(lOYR6 / 2 -lOYR 5 / 2)細砂～中砂質土。視認色焦茶色。マンガンの沈着ないし土壌化で、他とは色調異なる。水流堆積層。
③ 灰黄褐色(lOYR6 / 2 -lOYR 5 / 2)-にぶい黄橙色(lOYR6 / 3)細砂～中砂質土。視認色焦茶色。マンガンの沈着ないし土壌化で、他
とは色調異なる。水流堆積層。

④ 灰白色(2.5Y7 /1)-灰黄色(25Y 7 / 2)祖砂～細砂～シル ト。水流堆積層。
⑤ 灰白色(2.5Y7 /1)-灰黄色(25Y 7 / 2)中砂～細砂。水流堆栢層。
⑥ 淡黄色(2.5Y8/ 4)-明黄褐色(25Y 7 / 6)シルト質土。 5層の風化部分ないし再堆積土。
⑦ 淡黄色(25Y 8/ 4)-浅黄色(2.5Y7/4)-にぶい黄橙色(lOYR6 / 4)粗砂混じり士。 5層の風化部分ない し再堆積土。
⑧ 灰白色(2.5Y7 / 1)-灰黄色(25Y 7 / 2)砂質土。 4層類似層。
⑨ ①層 ＋⑧層。

⑩ 灰白色(lOYR7 /1 -2. 5Y 7 /1) -灰黄色(25Y 7 / 2)-にぶい黄橙色(lOYR7 /4)シルト混じり砂質土。①層+5a層。溝内初期堆積土。
⑪ 灰白色(lOYR7 / 1)-褐灰色(10YR6/1)-にぶい黄褐色(lOYR5 / 3 -lOYR 4 / 3)シルト質土。鉄・マンガン粒含む。ピット埋土。
⑫ 灰白色(lOYR7 / 1 -2. 5Y 7 I 1)シルト質土。溝内初期堆積土。
⑬ にぶい黄橙色(10YR6/3-10YR6/4)-にぶい黄褐色(lOYR5 / 3)砂質土。鉄 ・マンガン粒多く含む。③層に似る。
⑭ 灰白色(2.5Y7/l)-灰黄色(25Y 712)-浅黄色(25Y 7 I 3)細砂質士。土質は⑨層に似る。
⑮ 灰黄褐色(lOYR6 / 2)細砂質土。均質な層。
⑯ 灰黄褐色(10YR6/2)-にぶい黄橙色(lOYR6/3)-灰黄色(25Y 7 I 2 -2 5Y 6 / 2) -浅黄色(2.5Y7 I 3)シルト混じり砂質士。均質
な層。

⑰ 灰白色(25Y7 I 1)-灰黄色(25Y7 I 2)-浅黄色(25Y 7 / 3)砂混しりシルト質土。
⑱ 灰白色(25Y 7 /1)-灰黄色(25Y 712)-浅黄色(25Y 7 I 3)シルト混じり砂質土。
⑲ 灰白色(25Y 8 /1 -2. 5Y 7 /1)シルト質土。④層に似る。
⑳ 灰白色(N8 I O -N 7 I O) -灰色(N6/0)シル ト質士。有機物を含む。溝内初期堆積土。
⑳ 灰白色(25Y 8 I 2)シルト質土。⑫層に似る。溝内初期堆積土。
⑫ 灰白色(25Y7 /l)細砂質土。溝内初期堆積土。
⑳ 灰白色(25Y7 I 1)-灰黄色(25Y 7 12)中砂混じり細砂質土。溝内初期堆積土。
⑳ 灰白色(lOYR7 I 1)-灰白色(25Y 7 /1)シルト質土。溝内初期堆積土。
⑮ 浅黄色(2.5Y7/3-25Y7/4)シルト混じり砂質土。溝内初期堆積土。
⑳ にぶい黄橙色(lOYR7 / 2)-灰白色(25Y 7 I 1)-灰黄色(2.5Y7 / 2)砂質土。溝内初期堆積士。

第15図 S004平面図・土層断面図 1 /50 
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第3節打出岸造り遺跡（第56地点）
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〔茶色砂＋褐灰色土〕

SK 105①灰黄褐色(10YR6/2-lOYR5/2)-にぶい黄橙色

(lOYR 6 I 3)細砂質土

②にぶい黄橙色(lOYR6 / 4)-明黄褐色(lOYR6 I 6)-

黄褐色(lOYR5 / 6)粘性砂質土

③にぶい黄橙色(lOYR6 I 4)-明黄褐色(lOYR6 / 6)-

黄褐色(10YR5/ 6)粗砂

SK 107①灰黄色(25Y 6 / 2)-灰黄褐色(IOYR6 / 2)細砂質

②にふい黄褐色(lOYR5 / 4)-黄褐色(lOYR5 / 6)-

褐色(10YR4/6)粗砂～中砂

SK125 SK 108①黄灰色(25Y 6/1)-灰黄色(25Y6/2)-にぶい黄

可三：戸三三／―1戸 ②［三;~~11~三：巴黄褐色(10YR5/6)-褐色
SK 110①にぶい黄褐色(lOYR513 -lOYR 5 / 4)細砂

②にぶい黄褐色(lOYR5 / 3 -lOYR 5 / 4)砂質土

SK 125①灰白色(2.5Y8/l)-暗灰黄色(25Y 5 / 2)細砂質土

②にふい黄橙色(IOYR613 -IOYR 6 / 4)中砂

17.00m 
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w E E 
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ぃ
〔灰色土〕

SK 103①灰黄色(25Y7 /2 -2  5Y6/2)-にぶい黄色

(2 5Y 613)細砂質±

②にふい黄色(2.5Y6 / 4)-明黄褐色(25Y 6 / 8)砂質土

＋灰負色(2.5Y7/2 -2  5Y6/2)細砂

SP 104①灰黄色(25Y 7 / 2)-浅黄色(25Y 7 13)-にふい黄色

(2.5Y 6 / 3)細砂質土

②にぶい黄色(25Y 6/ 4)-明黄褐色(25Y 6 / 8)砂質士

＋灰黄色(2.5Y7/2-2  5Y6/2)細砂
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〔褐灰色土〕
SK 102①灰白色(25Y 7 /1)-にふい黄橙色(10YR6/4)-明黄褐

色(lOYR6/6)シルト質土
②灰黄色(2.5Y6 / 2)-黄褐色(2.5Y513 -2.5Y 514) 
粗砂混じり土
③灰黄褐色(lOYR6/ 2)-にぶい黄橙色(10YR6/ 3)-にふ
い黄色(25Y 6 / 4)粗砂混じりシルト質士

SK 104①灰黄褐色(lOYR6/ 2)-にぶい黄橙色(10YR6I 4)粗砂混
じり砂質土
②浅黄色(25Y 7 / 4)-灰黄色(25Y6/2)-にぶい黄色
(2 5Y 6 / 3)砂質土
③灰白色(25Y7 /l)-浅黄色(2.5Y7/4)-黄灰色
(2 5Y6/l)-にふい黄色(25Y 6 / 4)砂質土
④灰白色(25Y 7 / 1)-灰黄色(25Y 7 / 2) +浅黄色
(2.5Y7 /4)-明黄褐色(2.5Y7/6)細砂質上

SK 115①灰黄色(2.5Y7/2)-明黄褐色(25Y 7 / 6)砂質土
②灰演色(25Y 7 / 2)-にふい黄色(25Y 6/ 4)シルト質土
③灰黄色(25Y7 /2)-明黄褐色(25Y 7 / 6)砂質土+5層
④灰白色(5Y8/l-5Y8/2)-浅黄色(25Y 7 / 4)-に
ぶい黄褐色(lOYR5 / 4)シルト質土

SK 117①灰白色(2.5Y7 /1)-灰黄色(25Y7/2-2.5Y6/2)-
黄褐色(25Y 5 / 3)粗砂混しり砂質土
②灰黄色(25Y 7 / 2)-浅黄色(25Y 7 / 3)-にふい黄橙色
(lOYR 7 / 2 -lOYR 7 / 4)中砂混じり砂質土
③灰白色(25Y7 /l)-灰黄色(25Y 7 I 2)シルト質土

SP 126①灰黄色(25Y 7 / 2)-浅黄色(25Y 7 I 3)シルト混じり砂
質士。②層か床土化
②灰白色(25Y 7 /1)-灰黄色(25Y 7 / 2)細砂質土
③灰黄色(25Y 7 / 2)-浅黄色(25Y 7 / 4)細砂質土。下層
が床土化
④灰黄色(2.5Y 7 / 2 -2. 5Y 6 / 2)-にぶい黄色
(2 5Y 6 / 3)シルト混しり砂質土

SP 127①灰黄色(25Y 7 / 2)-明黄褐色(25Y 7 / 6)粗砂～中砂混
じり砂質土
②灰白色(2.5Y8/l-2.5Y7 /l)細砂

SK 122①灰黄褐色(lOYR6 / 2)-にふい黄橙色(lOYR6 / 3 -
lOYR 7 I 3)中砂質土
②灰白色(2.5Y 8 / 2 -lOYR 7 / 1)-にぶい黄橙色
(lOYR 6 / 4)シルト質土

17.50m 

E 

゜
1m 

第16図 SK・SP土層断面図 1 /20 
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第17図 SK・SP土色分類 1 /100 

ていることがわかる。

土器溜り 1-3は、 II区南部のSDOl以西において、

互いに近接する位置で検出した遺構である。不定形な

平面形を有する土坑状の土器溜り 1と溝状の上器溜り

2・3が認められた（第12・18・19図、 巻頭図版5-

10、図版7-12)。また、土器溜り 2の西部床面や近

接する位置に集中的に杭跡が検出されているので、土

器溜り 2と併せて記述する。

士器溜り 1は、チェロを思わせるような不定形の平

面形で、長軸320cm、短軸170cmを測る。南西側に突

き出した部分は幾分浅く、最深で25cmであるが、北

東側は播鉢状の断面形を呈していて最深55cmであっ

た（第12・18・19図、巻頭図版5-10、図版7-9・

12)。埋土は上層・ 中層・下層に分かれ、上層は黄色

がかった砂質土（第19図①層）、中層は締まりのあま

い灰色砂質士（第19図② ・③層）、下層は炭化物や士

器を多く含む灰色の細砂質上～シルト質土（第19図④

～⑧層）である。おそらく、上層は第4層の床土とし

て機能したことにより、鉄分の沈着や土壌層の浸透が

あり、固くなったものであろう。また、法面に堆積し

ている⑦・⑧層は、基盤層（第 6層）起源の土壌層で

あり、士器溜り 1は構築されてから一定期間、開放状

態であったことが推測できる。

上器溜り 1から出土した遺物は、弥生時代後期末～

古墳時代前期初頭の上器で、残存率の高いものが相当

量含まれている。土器の出土は中層から下層に多く、

この層には炭化物も含まれていた。土器の分布は遺構

全体に及んでいたが、幾分南側に多い。土器は、床面

に貼り付くように出土したものや、遺構の肩部から斜

めにずり落ちて法面に沿って傾いているものが多いの

で、この様子から、遺構の周辺に置かれていたものが

落ち込んだようにも人為的に投入されたようにも見え

る。土器の内訳は、多様な形態の鉢が圧倒的に多く、

4割ほどを占める。ほかには、壺、甕、闊杯が見られ

る。総じて、飲食用の器種に偏る傾向がある。さらに、

口縁部に繊細な櫛描波状文や円形浮文を施した壺（第

28図128)、丁寧なヘラミガキ調整を施した細頸壺（第

29図165)、径の小さい杯部に大きく広がる裾部を持つ

高杯（第28図138)やミニチュアの鉢（第28図164)、

小形の器台（第29図184) など、通常の飲食には使用

されにくい特徴的な器種も含まれている。このことか

ら、この遺構の周辺で飲食を伴う儀礼が行われたこと

が推測できる。士器溜り 1から出上した上器について、

層位による明確な時期差を見出すことはできなかった
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第3節打出岸造り遺跡（第56地点）

土器溜り 1 セクション

SE 

17.50m 

NW 
土器溜り 3

土器溜り 1
① 黄灰色(2.5Y6/l)-灰黄色(25Y6/2)-にぶい黄色(2.5Y6 / 4)租砂混じり砂質土。
鉄粒子を含む。床土化しておりやや固い。

② 黄灰色(25Y6/l)-灰黄色(25Y 6/ 2)砂質土。炭化物を含む。
③ 灰白色(2.5Y7 /1)-灰黄色(25Y 6 / 2 -2 5Y 7 / 2)砂質土。②より粒子は細かい。
④ 灰白色(25Y7 /l)-黄灰色(25Y 6/1)細砂質土。⑥層に似る。
⑤ 黄灰色(2.5Y611)シルト混じり細砂質土。炭化物を含む。
⑥ 灰白色(2.5Y7/l)-黄灰色(25Y 6 /1)細砂質土。④層に似る。
⑦ 灰白色(25Y7/l)-黄灰色(25Y 6 /1)シルト質土。 6層起源の土壌層。⑧層に似る。
⑧ 灰白色(25Y7/l)-黄灰色(25Y 6 /1)シルト質土。 6層起源の土壊層。⑦層に似る。

_
W
 

ご
17.50m 

E 

土器溜り 3
明褐灰色(75YR 712)シルト混じり中砂～粗砂
＋黄灰色(25Y6/l)-灰黄色(2.5Y6/2)-に
ぶい黄色(25Y6/4)粗砂混じり砂質土。

一E

南壁
17.50m 

w 

杭 3

杭跡埋土

① 灰白色(25Y 8 I 1 -2 5Y 7 / l)中砂混じ り土。杭3埋土。
② 灰白色(25Y 812)-灰黄色(2.5Y7/2)-浅黄色(25Y 713)シルト質土。杭3埋上。
③ 灰白色(2.5Y7/l)+にぶい黄色(2.5Y613 -2.5Y 6 I 4)シルト質土。杭 2埋土。
④ 灰黄色(2.5Y7 I 2)-灰黄色(25Y 6 / 2)-にぶい黄色(25Y 613)シル ト質土。杭 1埋土。
⑤ 浅黄色(25Y 7 I 3 -2 5Y 7 / 4)シルト質土。杭 1埋土。

0 1m 

第19図土器溜り 1・3、杭 1~3土層断面図 1 /20 

が、底部の突出状態や甕体部の球胴化、細頸壺の口頸

部の内傾傾向、 138のような高杯や184のような器台の

存在などの器種構成から、 SD04から出土したものよ

りも一段階新しい様相を呈していると言える。

なお、土器溜り 1の法面や床面で検出したSP124・

130・ 131は、遺物の出士がないために年代の比定がで

きないが、士器溜り 1より後出する可能性もある。

土器溜り 2は土器溜り 1の東辺から北辺を囲むよう

に検出された幅25~75cm、深さ10cm程の浅い溝状遺

構で、 L字形を呈し、長さは570cmを測る（第12・18

図、巻頭図版5・9・10、図版7・10・ 12)。埋土は、

東部が灰黄色 (2.5Y7/2)~浅黄色 (2.5Y7/3)

～灰白色 (lOYR8 I 2) ~浅黄橙色 (lOYR8 I 4) ~ 

にぶい黄褐色 (lOYR5 I 4)砂質土で、第 5層を起源

として土壌化した粗砂混じり土である。士器は専ら屈

曲部より西部に集中していて、この集中部分の埋上は、

上壌層が主体となっており、東部より灰色がかった灰

白色 (2.5Y8 /1 ~2.5Y 7 /1) ~浅黄色 (2.5Y7 I 

4)を呈する砂質士である。土器は遺構検出時にすで

にその一部が見えるほど床面から幾分浮いた状態で、

6箇所に集中して確認されたが、出上状態を図化でき

たのはその内の一箇所だけで、ほかは分布範囲を記録

するに留めた。士器はいずれもかなり劣化が進んでお

り、取り上げ時に器種が判別できたものは少なかった

が、整理過程において、比較的残存率の高い壺・甕．

鉢．裔杯・器台などが認められた（第32図241~246)。

ただし、これらは、遺構内に埋納されたものではなく、

土器溜り lと同じように、流入ないし投棄によって遺

構内に埋没したものと考えられる。

ところで、土器溜り 2の土器集中部を完掘したとこ

ろ、床面において灰黄色のシルト質土や砂質上を埋土

とする直径10cm以下の杭跡を検出した （杭 1-9・ 

12)。土器溜り 2の南西側近接地においても、同様の

杭跡2基（杭10・ 11)が確認された（第12・19図、図

版12)。杭 1-3を断ち割って断面を観察したところ、

これらはほぼ直立しており、先細りになる断面形から

杭跡と判断したもので、杭 1は深さ32cmとかなり深

くまで打ち込まれていた。これらは、土器溜り 2の屈

曲部分以西にほぽー列に連なっており、土器溜り 2の

西端で屈曲して、土器溜り 1の方向に 2本が続いてい

る。また、土器溜り 1の南東側に位置するSK116・

118は床面に直径10cm程度の円形や楕円形の窪みが認

められる。SK116・118は包含する土器が少なく小片

であるために、土器溜り 2との同時性を証明すること

はできないが、これらの床面の窪みは、土器溜り 1を

挟んで、杭 1-12と対峙する杭跡かもしれない。

土器溜り 3は、 SDOlの西肩部から北方向に延びる

幅40-60cm、深さ23cm、長さ350cmの断面皿形の溝

状遺構である（第12・14・18・19図、巻頭図版 5. 

9・ 10、図版 7・ 11)。埋土は明褐灰色 (7.5YR7 / 

2) シルト混じり中砂～粗砂で、 SDOlの埋土と土壌

が混じった状態であった。土器は、遺構南端部の東西

約30cm、南北約100cmの範囲において集中的に出土

しており、上器溜り 2と同様に床面から浮いた状態で

あった。ここからは、壺底部（第32図251)や残存率

の高い甕（第32図247・248)が出士しており、器種や

年代も土器溜り 2と似ている。土器溜り 3は、土器集

中部を除くと遺物の出土が極めて少ないことや、土器

集中部の下にSP125・129が検出されていることから、

土坑状の土器集中部と、その北側に位置している溝状

遺構に分けることができるのかもしれない。なお、土

器溜り 3の北端床面で検出したSP123は、士器溜り 3

-41 -



第 2章発掘調査の概要

に先行する遺構である。

士器溜り 1-3は、出土した甕の形態や調整に共通

点が見られるなど、同時期の遺構と考えることができ

る。加えて、土器溜り 1の北辺から東辺にかけて、土

器溜り 1を囲むように、上器溜り 2・3が位僅してい

ることから、これらが相互に関連する遺構である可能

性も考えられる。埋士を見た場合、土器溜り 2と士器

溜り 3は良く似ているが、士器溜り 1の様相は異なる。

これは、土器溜り 1がかなり深く掘り窪められ、一定

期間、開放状態が保たれていたのに対して、土器溜り

2・3は比較的浅く、容易に埋没が進む状態であった

ためであろう。杭 1-12やSK116・118床面の様相か

ら推測できる杭列も、土器溜り 1の周囲を取り囲んで

いるように見える。

土器溜り 1-3や、土器溜り 1と杭列が一体の遺構

であると見た場合、土器溜り 2・3や杭列は、土器溜

り1を他から隔絶するための区画としての性格が想定

できよう。仮に、 SK116・118の位置にも区画が続い

ていたとすると、土器溜り 1は、北・東・南方が区画

され、西方が開放されていたことになる。土器溜り 1

の西部のみが細い溝状であることも、この遺構が西を

意識する構造であった可能性を補強する。

ところで、杭列と土器溜り 2は、杭列が土器溜り 2

に先行すると考えられるので、杭列によって土器溜り

1を区画していた段階から、 土器溜り 2・3のような

溝状の遺構によって士器溜り 1を区画した段階への変

遷を推定したい。ただし、土器溜り 2・3が周辺の土

砂によって容易に埋没しているのに対して、土器溜り

1の埋土は、基盤層の風化層や基盤層を起源とする土

壌層であることから、土器溜り 1には上屋構造があっ

て容易には埋没しない構造であったと考えることもで

きる。この場合、区画と考えている土器溜り 1・2が、

／
 

゜
5m 

第20図東区遺構平面図 1 /100 

東壁

z
 

18.00m 

s 

4トレンチ SD02埋土
① 灰黄色(2.5Y7/2)-にぶい黄色(2.5Y 6 / 3 -2 5Y 6 / 4)粗砂混じり土。マンガン粒子含む。 5層起源の再堆積士であろう。
② 明黄褐色(25Y 7 /6)-明黄褐色(lOYR7 / 6)シルト。5層起源のブロック。
③ にぶい黄橙色(lOYR7 / 2 -lOYR 7 I 3 -lOYR 6 / 3) -灰黄褐色(lOYR6 / 2 -lOYR 5 / 2)-にぶい黄褐色(lOYR5 / 4)粗砂
混じり土。上位はシルトが多く、かなり固い。

④ にぶい黄橙色(lOYR6 / 3 -lOYR 6 / 4)-にぶい黄褐色(10YR5/4)粗砂。
⑤ にぶい黄橙色(lOYR6 / 3 -lOYR 6 / 4)-黄褐色(10YR5/6)粗砂～中砂。しまりはかなりあまい。
⑥ 浅黄色(25Y 714)-明黄褐色(2.5Y7 I 6)粗砂混じりシルト 。5層起源の流入土。
⑦ にぶい黄褐色(lOYR5 / 3)-にぶい黄橙色(10YR6/3-10YR6/4)シルト質土。初期流入土。

第21図 4トレンチ土層断面図 1 /50 
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雨落ち溝であった可能性もある。

このように、区画された遺構の性格については、士

器溜り 1の埋土に炭化物を含んでいること、ここから

出土した甕が煮炊きに使われた様子が観察できること、

高杯や鉢といった供膳具が圧倒的に多く、その残存率

が高いことなどから、単なる廃棄のための場ではなく、

飲食を伴う儀礼・祭祀の場と捉えておきたい。 SDOl

やSD04の存在から、あるいは、水辺の祭祀場であっ

たのかもしれない。

③東区（第11・20・21図、巻頭図版2、図版13)

この調査区は、 2トレンチ北部・ 2トレンチ拡張

区・ 4トレンチ北部を含む状態で設定した。第 5層上

面において、 1トレンチ東部から 2トレンチにかけて

南流し、ほぽ直角に屈折してから西流するSD02を検

出した。 SD02の幅は120~180cm、深さは60cm以上で

断面形は逆台形を呈し、検出長はllmを測る。埋土は

lトレンチ北壁や 4トレンチ東壁で記録したように

（第11図オ～コ層、第21図①～⑦層）水成層を主体と

しており、その一部には明確なラミナが見られる。東

区内では西へ延びていくように見えるSD02ではある

が、 I・II区ではその痕跡を確認できなかったことや、

SDOlがII区において方向を変えて南流する様子から

本来の地形を想定した場合、 SD02は、 I区の手前で

屈曲して南下するのかもしれない。また、 2トレンチ

拡張区と 4トレンチの間で、 SD02の南肩部が検出で

きない部分があったことから、この部分でSD02が2

つに分流している可能性もある。 SD02からは遺物が

全く出上していないことから、 SD02はSDOlよりも先

行する段階の自然流路と考える。

(5) 遺物

出上遺物は、 27Qコンテナ20箱分あって、面積や遺

構面数に対して、本遺跡でも最も多い出上量である。

これらのほとんどがII区の遺構から出土したもので、

その内訳は、弥生土器・上師器・須恵器・瓦器・瓦質

土器・陶器・磁器・瓦・石鏃等、多様である。遺構に

伴う遺物では、 SD04や土器溜り 1~ 3を中心とする

弥生時代後期末～古墳時代前期初頭の土器が圧倒的に

多いが、 SK103には須恵器片が見られた。また、摯痕

やSP54・118には、中世の土師器片が少量見られた。

以下では、包含層の年代の指標とした士器を述べた

後に、遺構から出土した主要な遣物について、遺構ご

とに概観する。

①包含層出上遺物（第22図、図版14)

ここで包含層として取り上げたのは、第3層と第4

層である。前述したように、上位層である第3層の遺

物の方が、下位層である第4層の遺物よりも時期的に

古いという、明らかな時間の逆転現象が認められた。

第22図の 1・2は第4層から出土した中世遺物で、 1 

は東播系須恵器の鉢、 2は瓦質羽釜である。第4層に

は、土師器・瓦器・陶器・中国青磁の小片などの中世

遺物も含まれていた。

第22図の 3・4は第 3層から出士した土器である。

いずれも鉄分・マンガン分が付着しているが、磨滅は

少ない。外面に斜めタタキを施す甕．鉢の底部で、と

もに平底の底部が小さく、突出度が弱いことから、弥

生時代後期末～古墳時代前期初頭のものと言える。 4

は外底面に明瞭に葉の葉脈痕が見られる。これらは、

後述するSD04や土器溜りの士器と胎土が共通で、時

期も近いものと言える。

② SK・SP出上遺物（第22図、図版14)

SK・SPから出上した遺物は、弥生土器・土師器・

須恵器・石鏃である。ここでは、士坑やピットの多く

が弥生時代後期末～古墳時代前期初頭の遺構であると

判断する根拠となった士器のうち、最も残存状況のよ

い2点と石鏃を挙げておく。第22図の 5は、確認調査

時に検出したSPll東部ピットから出土した。径の小

さな輪高台状の底部で、体部は内弯気味に緩やかに立

ち上がる。外面は指オサエと指ナデ調整で丁寧に仕上

げられた小形の鉢である。 6はSK125から出土した高

杯脚部である。鉄分が浸透して黄褐色に変色しており、

調整の観察は難しい。短い脚柱は中空で、杯部は挿入

充填法で成形している様子が分かる。 9はSKlOl出上

の打製石鏃である。検出時に少し欠損してしまったが、

ほぱ完存で、全長2.8cm、最大幅1.9cm、厚さ0.2cm、
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1・2 4層出土
3・4 3層出土
5 SPll東部ピソト出士
6 SK125出土
7・8 S001出土
9 SKlOl出土

O 10cm 1/4 

゜
5cm 1/2 

※1 -8は縮尺 1/4、9は縮尺1/2。

第22図 包含層、 SK・SP、SD01出土遺物実測図
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重さ0.95gを測る。芦屋で通有のサヌカイト製の凹基

式石鏃で、縄文時代のものと考えられる。

③ SDOl出上遺物（第22図、図版14)

SDOlから出上した遣物は極めて少量の土器で、僅

かに第22図の 7・8のみ図化できた。第22図の7ぱ焼

成前穿孔の有孔鉢の底部、 8は上げ底状の鉢底部で、

ともに指オサエによって底部を突出させている直口の

鉢である。いずれも弥生時代後期末～古墳時代前期初

頭の範疇で捉えられよう。

④ SD04出上遺物（第23-27・31図、図版14-17・20)

SD04から出土した遺物は、弥生時代後期末～古墳

時代前期初頭の士器に微晟の弥生時代中期の土器が混

じっている。

上層の褐色上から出土した土器は、流水による磨滅

に加えて、北側ほど、鉄分・マンガン分の沈着が著し

く、器面の劣化の進んだ破片として出上しており、 下

層の灰色土と比べると明らかに量も少ない。これに対

して、灰色土から出土した土器は量が多く、器種も豊

富で、個々の遺物の残存率もかなり高い。灰色土に包

含されていた士器は、便宜的に上部と下部に分けて取

り上げたところ、上部から出土したものには褐色土ほ

どではないものの多少鉄分の沈着しているものが見ら

れた。灰色土上部と下部とでも接合関係を有するもの

は少なく、総じて、下位ほど土器の残存状態は良好で

ある。ただし、残存率の高い個体の出土状態を検証し

たところ、 一所に破片がまとまっているものもあるが、

2m四方程の範囲に同一個体の破片が点在しているも

のも見られた。このことから、これらの土器は投棄さ

れたものと考えている。なお、褐色土出土士器と灰色

土出上上器の間に接合関係は確認できなかった。

第23図の上部に図示した10-23は、褐色土から出士

した士器で、その下の24-50は、灰色士の上部から出

土したものである。第24図51-58、第25図59-86、第

26図87-104、第27図105-127は、灰色土下部から 出

土したものである。また、第31図には、別途、壺や甕

の断面と外面の器面調整の拓影を収めている。

褐色土から出士した器種は、壺・甕・鉢が圧倒的に

多く、若干、高杯や器台が混じる。灰色土から出上し

た器種も壺．甕．鉢が主体をなすが、高杯や器台に加

えて手焙り形土器も認められ、鉢の形態も多彩である。

褐色土から出士した10・11は壺、 12・ 13は甕、 14・

15は鉢、 16は高杯等の脚裾部、17-23は壺．甕・鉢の

底部である。 10はマンガンの付着によって変色してい

るが、割れ面で観察すると、胎土は灰白色の良質の粘

土である。受口状の口縁部外面に櫛描波状文を施す四

国系の壺である。 11も鉄・マンガンの付着が著しく、

調整は観察できないが、黄橙色の肌理細かい胎士で作

られた二重口縁壺である。明確な屈曲を持った口縁部

は外反気味に外上方に大きく開き、外面に櫛描波状文

と円形浮文を有する。 12は 「く」の字に屈曲する口縁
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部を指オサエで作り出した小形の甕である。 13は粘土

紐の接合痕が明瞭に残る薄手の甕で、口縁部は短く外

反する。弥生時代中期前半の土器で、周辺からの流入

資料と言える。 14は口縁部直下にヨコナデを施す、器

壁の厚い直口の椀形鉢である。 15は休部上位が横張り

する低平な体部に外反する口縁部を持つ。体部はタタ

キ成形の後、外面下半に板状工具による水平方向の調

整を加えたもので、内面にも板状工具の擦過痕が残る。

16は端面に擬凹線が見られる。ひとまず脚裾部とした

が、甕の口縁部の可能性もある。 17-23はいずれも平

底の底部で、径の大きめの17・18・22・23は壺、小さ

めの19・20は甕ないし鉢、 21は鉢である。 21は外面に

施した指オサエに指紋が見られる。これらは、概ね庄

内期古段階併行と考えられる。

灰色土上部から出土したものは、 24-26が壺、 27-

34が甕、 35-41が鉢、 42-45が高杯、 46-50が壺・

甕．鉢の底部である。図版14には、壺口縁部に櫛描波

状文の見られる二重口縁壺の口縁部片 (A)の写真も

収めている。

24は、口縁部と頸部から肩部の破片を図上復元した

広口壺である。短い頸部と口縁部の作り分けが明瞭で、

口縁部の径は大きい。口縁端部は幅狭く直立し、擬凹

線を施した上に円形浮文を有する。体部から頸部にか

けては外面にヘラミガキ、内面に指ナデ調整が残る。

25は無文の二重口縁壺で、口縁部は緩やかに斜上方に

向けて外反する。 26は二重□縁壺の頸部から肩部の破
片である。頸部はやや外反気味に立ち上がる。

甕は、「く」の字状に屈曲する口縁の外接箇所が丸

みを持ち、外反する口縁部は端部を尖り気味に丸く収

めるものが多く、体部は外面にタタキ成形痕、内面に

ナデ調整が見られるものが主流である。その中にあっ

て、口縁部のみ残る28は、他の甕よりも直線的に広が

るシャープな作りで、いわゆる庄内式甕の口縁部の造

作テクニックに似ている。また、口縁部のいびつな

31・32は、口縁部を指オサエで粗成形する淡路型の甕

である。 31の口縁部外面には粗いナデ調整を行ってい

るが、 32は指オサエのみで仕上げており、口端部に淡

路・紀伊系のタタキ調整が見られる。変形「S」の字

状口縁の29は、外面が暗灰色、内面が橙色を星してお

り、山陰系の形態と推測できるが、胎士には石英• 長

石粒が含まれているので、在地産と考えられる。 直径

はもう少しあるだろう。 34は、 「く」の字状に屈曲し

た口縁部が内弯気味に立ち上がり、端部が予縁状に膨

れる形態である。布留式甕の影響を考慮する必要があ

る、新しい要素を持った甕と言える。

35は浅いボール形の鉢で、内面・外面にヘラミガキ

を施す。暗灰色を呈する外面の口端部直下には微弱な

擬凹線が一条見られ、内面はヨコナデで仕上げている。

無稜高杯の杯部の可能性も十分考えられる。 36は外上

方に直線的に広がる直口の小形鉢で、タタキ成形の後、
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第2章発掘調査の概要

ナデによって器面を平滑に仕上げている。外面下部に

明確な黒斑が見られる。 37-40は共用器的な中・大形

の鉢で、 37は直線的に開く薄手の口縁部にヘラミガキ

を施す。有稜高杯の皿形杯部とも考えられる。 38-40

は口縁部を外反させるもので、 38は口縁部の外折線が

明確で、端部に面を持つ浅型の鉢と言える。 39・40は

外弯の弱い口縁部の端部を丸く収める深手の鉢である。

39は29の甕とよく似た胎士・色調を呈する。 41は小形

丸底土器に近い形態の鉢で、丸味を帯びた体部に内弯

気味に立ち上がる口縁部が付く。 42は有稜の小形高杯

の杯部で、皿形の杯部は変化点に丸みを持つ。内面に

は板状工具によるヨコナデが残る。縦方向のヘラミガ

キを基調とする43は中実の脚柱部、 44・45は黄橙色の

良質な胎土で、丁寧なミガキ調整を施す脚部である。

45は中空の脚部と屈曲を持つ有稜の脚裾片を同一個体

と判断して図上復元したもので、脚裾部は大きく外弯

して端面を持つ。

46はやや小振りの突出する平底を持つ壺ないし鉢の

底部、 47は上げ底状で外面にハケメの残る鉢底部、

48・49はタタキ甕の底部である。 50はタタキ成形の甕

底部であるが、 48・49と比べて底径が小さく突出がほ

とんどない。体部も球形に張ることが明らかで、他の

資料より新しい様相を帯びている。今回出上した甕底

部の中で、 50が、最も休部の球胴化が進み、底部の平

底部分の突出がない個体であり、注目される。

灰色上下部から出上した第24図の51-58は壺、第25

図の59-86は甕、第26図の87-98は鉢、 99-103は高

杯、 104は手焙り形土器で、第27図の105-109は壺底

部、 110-119は甕底部、120-127は鉢底部である。ま

た、第31図の225・226は壺体部、 227-233は甕体部で

ある。

51・52・55は口縁部が緩やかに短く外反する広口壺

である。 51は端部を上下に拡張し、外傾する端面に擬

凹線を施したもので、口頸部外面に緻密なタテハケ調

整が見られる。 52の口縁部は幅の狭い端面を持つ。体

部から頸部は、タタキ成形の後に外面にはヘラミガキ

を施す。内面は上部が縦方向のナデ、中位には指オサ

工と指ナデの痕跡が残る。 53は近接して出土した口頸

郭片と体部片を同一個体と判断して、図上復元した広

口壺である。頸部で「く」の字に屈皿した短い口縁部

は、やや内弯気味に立ち上がり、端部を丸く収める。

球胴化の進んだ体部は内面が指ナデで、外面が縦方向

のヘラミガキで仕上げられている。 54は、石英• 長石

に加えてチャート片やシャモット片を多く含み、ざら

唸ロロ

口冨
゜

20cm 

第24図 S004灰色土下部出土土器実測図 (1) 1 / 4 
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ついた質感の二重口縁壺で、橙褐色を呈する。残存し

ている口縁部は、浅い椀形の体部に外反する短い口縁

部を持つ鉢のような形で、口縁端部はヨコナデによ っ

て面を持つ。外面には断面三角形の突帯を貼り付け、

それ以下には丁寧なヘラミガキ調整を施しており、色

調や胎土に外来的な要素が認められる。55は保存状態

が悪く、全体的にもろくなってお り、破片は多いもの

のうまく接合できなかった。底部は幾分突出の弱い平

底で、体部は強く張り、最大径は中位より上に位置す

る。口頸部は大きく屈曲し、短めの口縁部は外反して

端部に面を持つ。体部外面は一次調整であるハケ調整

を行った後に縦方向のヘラミガキを行い、肩部から頸

部にかけては繊細なタテハケで仕上げている。内面は

板状工具による横方向のナデともケズリとも言える調

整が見られるが、器壁は厚い。56はほぼ直立する口頸

部を持つ細頸壺で、胎土や調整が共通する扁球化の見

られる体部片と合わせて図示しているが、口頸部はも

う少し長くなるかもしれない。内面は指オサエとナデ

を併用し、外面はタテ方向のヘラミガキを施す。57・

58は平底の底部に算盤玉形の体部が続くもので、いず

れも中位付近に最大径がくる。内面は指オサエや板状

工具によるハケ調整、外面はヘラミガキ調整で、広口

壺に復元できよう 。第31図に体部の拓本を収めている

225はハケ調整に加えて、ヘラミガキの見られる休部

片である。226は調整が観察できないが、胎土に微量

の褐色粒が含まれていて、全体に褐色がかっているこ

とから、河内平野部からの搬入品の可能性がある。

甕は、タタキ甕が多く、小形品から大形品まで多様

な法量のものが見られる。頸部の外接箇所が丸みを持

つものが目に付き、 59・60・62・66-69・77・78・86

がこの形態である。また、 75・76・80のように、口縁

部が反り気味に屈曲するものも一定量見られる。59・

60は完形に復元できたV様式系のタタキ甕で、丈長の

プロポーションと言える形態である。59は復元口径

10.0cm、底径4.0cm、器高13.0cmを測る小形甕で、

体部の下3分の 2は右上がりの斜めタタキ、上 3分の

1は水平方向のタタキを施す。叩き出した口縁部外面

にタテハケを施すが、口縁部の作りは粗雑である。ま

た、内面調整は縦方向の指ナデのみで、粘土紐の接合

痕が残り、器壁は厚い。60は口径12.7cm、底径4.2cm、

器高17.7cmを測り、小形品の中では少し大きい。体

部外面のタタキは 3分割成形痕を残し、下から、右下

がり、水平、右上がりと続く 。内面にはハケ調整が見

られるが、器壁は59同様に厚い。叩き出した口縁部は

横方向のナデ調整で仕上げる。 59に近い法量の64は、

口縁部を復元できなかった。外面のタタキはほぼ右上

がりに統一されている。61は外反する短い口縁部で、

外傾する口端部に擬凹線が見られる。62・66・75・

77・80・86などは口縁部を叩き出した痕跡の残る甕で、

62・77・80・86は口縁部を簡易なナデ調整で仕上げて
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いる。66はタタキ調整の後に頸部から体部にかけてヘ

ラナデ状の調整が見られる。75は口縁部に指オサエや

板状工具によるナデを加えた甕で、胎士やタタキの似

ている体部片と図上復元している。体部外面には螺旋

状のタタキが見られる。口縁部の屈曲の大きい80は、

端部に面を持つ。86は復元口径24.0cmを測る大形品

である。

63・65は、口縁部が長く、体部と口頸部の境に明確

な屈曲がない。口頸部は体部から引き続きタタキで成

形し、ヨコナデでタタキ痕跡を消して、端部を丸く収

める。67・68・78は口縁部が外に開き、口縁部は指オ

サエやナデで整形している。なお、 68は口端部にかす

かにタタキ状の痕跡が見られる。外反する口縁部の端

部に明確な凹面がある69は、口縁部の内面・外面にヘ

ラミガキが見られる。あるいは、広口壺と見るべき個

体かもしれない。70はシャモットもしくはクサリ礫の

微小片を多く含む橙色の甕である。「 く」の字状に屈

曲する口縁部は直線的に外上方にのび、立ち上がり気

味の外端面を持つ。頸部はヨコナデ調整を、丸みを帯

びた体部は丁寧なハケ調整を行ってタタキ痕跡を消し

ている。内面は外面とは異なる原体で板ナデを施して

いるなど、特徴的な作りである。あるいは、北摂津の

三島地域からもたらされたものかもしれない。 71-73

は指オサエで外反する口縁部を作り出し、端面にタタ

キを加えており、口縁部の造作は粗い。淡路・紀伊系

の甕で、口縁部外面にナデが見られないことから、庄

内式併行期よりも古い要素を持つものと言える。丁寧

な作りの74は「く」の字状に屈曲した口縁部が大きく

開き、さらに屈曲して上方に短く立ち上がるもので、

上端に面を持つ。その形態から丹波地域の影響が考え

られる。色調は白色に近く、胎土は極めて精良である

が、花尚岩起源の微細粒を含むことから、外来者に

よって外来系器形が在地で生産された「臨地製土器」

〔森岡1999〕の可能性が考えられる。76は頸郁にまで

タタキが及んでおり、大きく屈曲する口縁部は、内弯

気味に立ち上がり、端部を摘み上げて擬凹線を施す。

体部は球胴化が認められ、内面には板ナデが見られる。

体部外面のタタキは、下部が右下がり主体、中央部が

水平から右上がり主体、上部が顕著な右上がりで、上

部には指か工具が擦れたような痕跡が見られる。灰白

色を呈する79は、色調や胎土の特徴から同一個体と判

断した体部と底部から成る。精良な胎土には、石英・

長石粒とともに少量ながらチャートが含まれており、

底部には黒斑が見られる。内面には指オサエとハケメ

が、外面にはタタキが見られる。タタキはやや右上が

りの方向を指向する。81は口縁部から体部下端までの

破片が揃っているが、近接して出土した底部82とは直

接接合できなかった。ただし、胎土や色調は良く似て

いて、ともに煤化も見られる。81は卯き出した口縁部

を指オサエで整形したもので、造作法から淡路型と言
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えるが、端面タタキや刻みは認められない。体部内面

には、下位に縦方向の、中位から上位に横方向のハケ

が施され、外面は、下位と上位が右上がり、中位が水

平のタタキで、特に上部は螺旋状のタタキである。83

は、外反する短い口縁部にナデを施した端面を持つ。

体部外面には水平方向のタタキが残る。

第31図に図示している227-233は、甕体部のタタキ

の性状が観察しやすい個体である。この中では、

231・232が4本/cmのやや原体の細かいタタキであ

るが、主流となるのは、 228や233のように 2-3本／

cmの粗めのタタキである。230はタタキの後にハケ調

整を施しているが、類品は極めて少ない。

このように、 SD04出土の甕は、外面のタタキが明

確に残り、器壁は厚く、庄内甕との共通点が極めて乏

しいものが主流である。その中にあって、 84は球形の

体部を持ち、外面に丁寧なハケ調整を施し、やや薄手

傾向であることから、他とは異なる特徴を持つ甕であ

る。胎土には石英・長石やシャモットを含み、乳白色

を呈する。

なお、特徴的な色調の70・73・74を除くと、甕は灰

橙色や黄褐色、黄橙色を呈するものが圧倒的に多く、

このような色調が、宮川水系の在地産土器の特徴と言

える。感触的には、下流域に位置する若宮遺跡出土の

弥生上器などとも共通した要素が認められる。

鉢も、甕と同様に多様な法量のものが見られる。ま

た、口縁部が外反するものや直口のものなど、形態も

多彩である。87は、タタキ成形で内弯気味に立ち上が

る体部から、屈曲して外上方に口縁部がのび、口径は

体部径より少し大きい。おそらく底部は小さくなるだ

ろう 。体部外面から口縁部にかけてタタキ成形痕が残

り、内面には粘土紐接合痕とハケ調整が見られる。88

は、指オサエの顕著な平底の底部に、膨らみ気味にロ

縁部へ移行する小さな体部を持つ。タタキ成形の体部

に取り付く口縁部は外反するようである。内面には、

粘土紐接合痕が残り、指ナデで整形している。 89は外

反する厚手の口縁部で、端部に指ないし棒状工具によ

る押圧が加えられている。90-96は外反する口縁部が

付くもので、口縁端部を丸く収める90・96、端面を有

する91-93・95、屈曲が弱く端部を尖り気味に終わら

せる94に分けられる。90-93の調整はナデとハケを主

用する。完形に復元できた94は、外面に細かいハケ調

整、内面にタテ方向の丁寧なヘラミガキを施し、底部

には指オサエが顕著である。口径が大きく深手の器体

をなす95・96は、タテ方向のヘラミガキを施すもので、

95の口端部は丸い面を持つように仕上げられている。

96の口端部は尖り気味で丸く収める。97は低平で丸み

を持つ体部で、外面には横方向のヘラミガキ調整を施

す。内面は下部に指オサエ、上部にハケ調整が見られ

る。98は鉢ないし壺の半球状の体部片で、残存部上端

で頸部に向けて内側に屈曲する。外面は磨滅している
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が、ヘラミガキが施されているようで、内面は板ナデ

や指ナデが残る。

99は内面にハケ調整の見られる杯部と中空の脚部の

破片で、外面はヘラミガキを施す。100・102は浅い杯

部に囲曲する短い口縁部が付くもので、口縁端部外面

に擬凹線を持つ有段高杯である。102の杯部や脚柱部

はほぼ完存しており、脚裾部も 3分の 2が残存してい

た。口端部には擬凹線が巡り、杯部は内底部のみ縦方

向のヘラミガキで、ほかは横方向のヘラミガキを施し

ている。中空の脚柱部は下部が太く、明確な屈曲を

持って裾部が広がる。外面に縦方向のヘラミガキ、内

面にハケ調整を行い、 3方向に円形の透し孔を穿つ。

胎土は石英・長石・シャモットを含む精良な粘土で、

淡橙色を呈し、口端郭に黒斑を有する。100の杯部形

態は102によく似ているが、擬凹線の原体は異なる。

これらは、丹後・若狭・但馬・丹波といった丹波高原

以北の北近畿一円に広がる擬凹線文系土器の一群に属

する有段口縁高杯の影響を受けたもので、杯部は西谷

2式新段階のものに極めて似ている〔高野2006〕。し

かし、脚部は西谷式程の高さはなく、摂津や和泉に見

られる高杯の脚部を合体させて成立したものであろう 。

西谷2式新段階は、庄内期古段階とふれあう年代観が

与えられており〔森岡・西村2006〕ヽ 100・ 102もその

段階のものと考える。101は摂津に通有の有稜高杯の

杯部で、稜角が明確に見られ、杯部の外反がやや強い

厚手の作りである 。 103は、 102 よりも微細な長石• 石

英・シャモットを多く含み、灰橙色～淡橙色を呈する

胎土の破片を同一個体と認定して、図上復元したもの

である。有段の口縁部は横方向のヘラミガキを多用し、

杯部や脚部は縦方向のヘラミガキが見られる。脚柱部

は、 102よりも中実傾向が見られ、屈曲は弱い。これ

も、北近畿の影響下に成立したものと考えられる。

104は、やや腰高の体部に、短く外反して端部にナ

デによる面を持つ口縁部が続く手焙り形土器で、体部

突帯は上寄りで口縁部に近い位置にある。体部外面は、

突帯より上に横方向のヘラミガキ、突帯より下に縦方

向のヘラミガキを施す。内面は横方向のヘラミガキを

多用するが、底部にはタテハケも見られる。覆い部は

口縁部に接する部分しか残っていなかったが、一体造

りである。突帯は断面が三角になるように指で摘むよ

うにして付けられており、所々に棒状工具による押捺

が見られる。胎土は長石・石英・シャモットを多く含

み、黄橙色や灰色に発色している。

105以下の底部について見ると、明瞭な平底のもの

が多いが、底部の突出度は典型的な畿内第v様式と比
べて小さい。壺は外面にヘラミガキ、内面に指オサエ

やハケを用いるものが多い。甕は、外面に右上がりの

タタキを施すv様式系のタタキ甕が大多数を占めるが、
底部の突出がやや弱くなっているものの体部の球胴化

は顕著でないものが主体である。鉢は、形態・調整・
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第26図 S004灰色土下部出土土器実測図 (3) 1/ 4 

法量等、いずれも多彩である。

120はタタキによる多面体化が著しく、底端部が内

側に折り込まれ、底部の平面形は六角形を呈する。

121は指オサエに伴う指紋が残っている。122はタタキ

成形の後、ナデ調整を面取り風に施している。 123・

126は、指オサエにより整形した台状の小さい底部を

持ち、鉢と見て大過ない。 124・125は、内弯気味の体

部下端に指オサエによって小振りながらも安定した平

底を作り出している。127はタタキ成形に加えてタテ

ハケ調整が見られる。
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第27図 SD04灰色土下部出土土器実測図 (4) 1 / 4 

以上のように、 SD04出土の上器は、甕・鉢類の底

部は明確な平底であるが、突出度は幾分弱くなってい

る。ただし、甕類の体部の球形指向は顕著でないこと

から、弥生士器の典型的なV様式甕や鉢よりは幾分新

しい年代観を与えられる。もっとも、内面にケズリを

加えて器壁を薄く仕上げようという 意識は乏しく、積

極的に庄内甕の技法を取り入れるまでには至っていな

い。また、外面のタテハケ調整も極めて限定的である。

このような様相から、庄内式段階でも古段階に併行す

る時期のものが中心であると言える。これは、 100・

102で推測した年代観や、 104の手焙り形土器の年代観

とも大きく矛盾しない。ところで、淡路型甕では、 71

-73・81のように口縁部にヨコナデ調整の見られない

ものは、弥生時代後期的な特徴を持っていると言う指

摘がある〔森岡2003〕ので、弥生時代後期末のものも

含まれるようである。

このような分析から、 SD04灰色土出土の土器群は、

流路内からの出土ではあるものの、時期的にはかなり

一括性の高い遺物群と言えよう。ただし、灰色土上部

には、 34や50のように布留式の属性を備えるように見

えるものも少鍼認められることから、庄内式新段階に、

SD04に再び土器が投入された可能性が指摘できる。

しかし、この時期の土器の多くは、褐色土の流入に際

して、失われてしまったのであろう 。

⑤土器溜り 1出土遺物（第28-31図、図版18-20)

土器溜り 1において出土した遺物も、やはり弥生時

代後期末～古墳時代前期初頭の年代で捉えることがで

きる土器群である。ただ し、 SD04出土遺物との間に

は、はっきりした時期差が想定できる。

上器溜り 1の埋土では、上層は上位耕作面の影響が

考えられる状態であり、遺物量も少なかったことから、

遺構の年代や性格の検討の対象として扱ったものは、

中層と下層から出土した士器である。なお、中層から

出土した上器と下層から出土した士器には、接合関係

の確認できるものがあった。

第28図128-164は中層から出土したもので、第29図

165-190と第30図191-224は下層から出上したもので

ある。また、第31図には、壺や甕の拓影を図示してお

り、 235-238・240は中層から、 234・239は下層から

出上したものである。

中層出土の128-131は壺、 132-137は甕、 138-147

は高杯・器台、 148-150は壺底部、 151-157は甕底部、

158-163は鉢底部、 164はミニチュア土器と見られる。

また、 235-238・240は甕の体部である。

二重D縁壺の口縁部128は、口縁部が直線的に外に

開き、端部を上方に大きく拡張させて加飾面を持つ。

外傾する外端面には極めて繊細な櫛描波状文を描き、

下端に竹管円形浮文を施す。口縁部内面にはヘラミガ

キが見られる。おそらく頸部は直立する形態になる、

庄内式併行期に特有のものであろう 。施文によって畿

内中心部からの外来色を認めることができるかもしれ

ないが、黄褐色に発色する胎土は在地のものである。

129は、頸部から大きく屈曲して外反するオーソドッ

クスな二重口縁壺の口縁部で、内面・外面ともに波長
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第28図 土器溜り 1中層出土土器実測図 1 / 4 

の短い狭山形三角の櫛描波状文が見られる。内面には

丁寧なヘラミガキが残る。特に肌理の細かい乳白色を

呈する胎土を用いており、沖積地の集落からの搬入品

とも考えられる。 130は、胎土や色調が128に似ている

二重口縁壺の頸部で、開き気味にのびる短い頸部と体

部との境に突帯が巡っていたようである。磨滅が著し

いが、ヘラミガキが認められる。 131は丸味を帯びた

体部に「く」の字状に屈曲する口縁部が付く。外面に

ヘラミガキ調整、内面にハケ調整が施されている。器

形は甕に近いが、器面調整などから壺と判断した。

132-135は球胴化が進んで丸味を帯びた体部に、弱

く屈曲する口縁部が付く甕である。口縁部は全体とし

てやや内弯気味に立ち上がり、端部は丸く収める傾向

がある。これらは、口縁部を叩き出し、内面は指オサ

工や板ナデで仕上げている。体部外面のタタキは、日

の粗い原体を用いる右上がりのものが多いが、 134の

ようにアトランダムな方向にタタキを加えたものも見

られる。 136は小片であるが、特徴的な口端部を持つ

破片であるため、図示した。口縁端部は欠損している

が、摘み上げが認められる。 137は休部が丸く、口縁

部が長くなっている小型の甕で、外面には水平タタキ

を施し、口縁部には目の粗い原体を用いたハケメが見

られる。口径がイ本部径を凌駕しており、体部は長めで

あろう。

甕に施されたタタキについては、第31図の235のよ

うに、格子タタキに見えるほど、タタキの方向が定ま
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らないものも存在する。そのほか、 237・240のような

螺旋状タタキが目に付くが、 238のように 6本/cmの

極めて繊細で庄内甕的なタタキも、ほんの僅かではあ

るが存在する。

138は心もち内弯する小さな杯部に、短い脚柱から

ラッパ状に開く低平な裾部へ移行するもので、器種と

しては小型器台と見て良い。 4方向に円形透し孔が穿

たれており、庄内期に併行する時期が考えられる。

139は中空の長い脚部を持つもので、透し孔が3方向

にある。小型器台の脚部と考えておきたい。他にも器

台・高杯の脚部片は数多く、脚柱部は中実傾向が見ら

れる。ヘラミガキ調整を施す裾部は、明確な屈折点を

持って内弯しながら広がるもの (145)、直線的に広が

るもの (147)、外反するもの (146) などが見られる。

土器溜り 1からは、 SD04出土よりも明らかに高杯・

器台が多く出士しており、かつ多彩で、時期的にもよ

り新しい傾向が認められる。

148~150は磨滅によって調整の観察しにくい壺底部

であるが、 149のように丸底に近いものや150のように

底径が小さいものが見られる。甕底部と判断した151

~157は、いずれも外面にタタキが見られる。 153は

ドーナツ状の底部にヘラ圧痕が残る。鉢の底部は、

158~160のように丸みを帯びる体部を持つもの、 161

のように側面に爪の圧痕が見られる平底のもの、 163

のように脚台状のものなど、実に多様である。なお、

160の底部外面には、幾分くぼんだ部分にもヘラ圧痕

が見られる。

164は残存径6.9cm、残存高2.4cm、底径1.7cmを

測る、近世磁器の浅い丸碗のような形態のミニチュア

土器である。底部には、断面三角形の小さな嵩台状の

底部が付く。残念ながら磨滅のために調整は観察しに

くいが、外面下部にはナデによる砂粒の移動痕跡が残

り、上部にはやかすかにヘラミガキが認められる。肌

理細かい胎土には 5mm大以下の長石や石英粒を含み、

乳白色を呈する。また、一部に黒斑も見られる。

下層出土の土器は、第29図の 165~167が壺、 168~

174が甕、 17s~1s1 が鉢、 1s2~190が高杯・器台で、

第30図の191~211が甕底部、 212が有孔鉢底部、 213~

224が鉢底部と考えられる。さらに、第31図に掲載し

ている壺口縁部 (234) と甕休部 (239) も土器溜り 1

の下層からの出土である。

直□細頸壺の165は、口頸部が内弯気味に立ち上が
り、頸部下端が細くしまる。体部はタマネギ形である。

胎土の似ている底部片を同一個体と考えて図上復元し

たが、実際の底部はより収束し、径ももっと小さくな

るだろう。胎士は砂粒の含有を極力抑えた精緻なもの

で、内面は炭素の吸着によって暗灰色を呈している。

内面のハケメ、外面のヘラミガキともに丁寧である。

56と比べて、明らかに口頸部の形態が新しい。166は

頸部から大きく屈曲し、さらに立ち上がる二重□縁壺
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の口頸部で、外面に櫛描波状文を施し、円形浮文を貼

り付ける。口縁部の端はもう少し長く復元すべきかも

しれない。赤褐色～赤橙色の特徴的な色調を呈する

167は、直線的に外に開いて端部を上下に拡張する壺

の口縁部で、端面に擬凹線と円形浮文が見られる。内

面・外面にヘラミガキが施されており、壺の口縁部の

ほかに、器台の口縁部や脚裾部とも考えられる。胎土

は水簸の可能性が想定できるほど精良な粘土で、石英・

長石・金雲母等を含んでいる。第31図の234は、二重

口縁壺の口縁部小片で、口端面に櫛描波状文が巡る。

甕は、球胴化が進んだv様式系のタタキ甕が多く、
168・169・171-174がこれに該当する。外面のタタキ

は右上がりが主体であるが、体部の残存率の高い

168・169を見ると、水平方向や右下がりのタタキのグ

ループがあり、 3分割したタタキ成形の様子が観察で

きる。 169は体部径が口径を僅かに上回る。口縁部を

叩き出して外折させ、明瞭な「く」の字形態を作り出

し、ヨコナデや指オサエで内弯気味に整形している。

内而には1本部下端を除き、目の粗い板状工具を用いた
ハケ調整が頸部まで及んでいる。原体は 1種類のよう

であるが、頸部付近ではエ具の使用角度によってハケ

メの印象が変わっている。外面体部の最大径より少し

下がった位置には、いずれも左下がりの繊維質の擦

過痕やヘラナデ状の痕跡が見られる。 171は直立する

仕上げの口端部に擬凹線が見られる。体部の丸い170

は、 目の間隔が広いながら突部の細い原体を用いたタ

タキを施しているが、その方向は、水平方向や右下が

り、右上がりと混在重複しており、何回かに分けて成

形した様子がうかがえる。肩部には部分的に板状工具

による断続的なタテハケ状の調整が残る。内面は指ナ

デとハケ調整を施す。短く外反する口縁部は頸部内面

に段を持ち、緩やかに外反して端部を丸く収める。第

31図の239は、 4-5本/cmの目の揃った丁寧なタタ

キである。

鉢は、タタキ成形の痕跡が残るものが多く、丸く膨

れた体部に緩やかに外反する短い口縁部が付く 175-

177や、口径と体部径が近接する178-180が主体を占

める。 175・176は長石や石英の砂粒を多く含む。 175

は多孔質の胎土で、暗灰色～暗灰褐色を呈する。 176

は175より幾分肌理が細かく、灰褐色を呈する。粘土

紐の接合痕跡が明瞭な177は、シャモットも多く含ん

でおり、淡橙色～乳白色を呈する。 179は口縁部外端

面に擬凹線を持つ。また、膨らみの少ない休部に強く

外反する口縁部を持つ181のように、端部を尖り気味

に収めるものも存在する。

182と183は胎上や法量から同一個体の可能性が考え

られるが、上手く接合できなかったことから、分けて

図示した高杯である。 182は有稜の杯部で、杯底部の

低平化が顕著でなく、口縁部の変化点は丸みを帯びて

いて外反度は弱い。杯部外面に放射状にヘラミガキを
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施している。 183は直立する中空の脚柱から明確な屈

折点を持って直線的に開く裾部が付く。しかし、裾部

の残存部分が限られているため、透し孔の遺存は確認

できなかった。

184は浅い皿状の杯部を持つ小型器台で、 T寧なへ
ラミガキを施す。僅かに内弯する杯底部から立ち上

がった口縁部は外端面を持ち、細身の端部を立ち上げ

る。 186は極めて精良な胎土に細いヘラミガキが見ら

れる小片で、器台の杯部であろうか。

ほかにも、中実傾向の見られる脚柱部 (187・188)

や、直線的に大きく開く裾部 (185・189)、屈曲点か

ら外反気味に広がる腰高の裾部 (190) など、中層同

様に、高杯・器台の多様性がうかがえる。

底部について見ると、甕ないし鉢と考えられるもの

が目に付き、壺は乏しい。甕と見たものの中には、

193・194・201のように、タタキの単位が明瞭で、底

側部が多角形化して変形するものや、 191のように、

板状と考えられるエ具の圧痕が面取り状になっている

ものなど、底側部が円形でないものを一定量含む。ま

た、 193・196・198・199・204・205のように、底部外

面に木の葉の圧痕を有するものもあり、上器製作時に

敷いていた木の葉の葉脈が写っている。 203は外底面

にタタキを行い、底側部は指オサエで仕上げている。

210は底径の矮小化が進んでいる。

212は焼成前穿孔の有孔鉢で、 SDOlから出土した 7
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よりは底部の突出が小さい。

鉢の底部も、形態や調整が多様で、極端に底径の小

さい214や、外底面にヘラ圧痕の見られる216・218、

体部があまり広がらず、底側部から底部外端部にかけ

てタタキが見られる219、輪高台状の凹部にまでヘラ

状工具の圧痕が及ぶ220、径の小さな脚台状の底部を

有する223などがある。内面の調整は、 214・224のよ

うな放射状に立ち上がるタテハケや218・220・221の

ようなヘラ状工具の圧痕、 223のように蜘蛛の巣状の

ハケ調整が顕著なものがある。 217は、休部内面下部

にハケ調整が見られる。

このように、土器溜り 1から出土した遺物は、壺．

甕．鉢・高杯・器台の器種が見られるものの、圧倒的

に鉢が多い。また、高杯・器台も比較的目に付く。こ

れは、中層・下層に共通した傾向である。また、壺は、

128-130・166・167のように、加飾されたものや細頸

壺 (165)など、貯蔵用ではなく供膳用の色彩を帯び

たものが主体を成す。つまり、土器溜り 1から出上し

た土器は、飲食に関わる器種を中心とする傾向が看取

できると言える。

なお、これらの土器の時期は、甕体部の球胴化と平

底の残存、高杯脚柱部の中実化や裾部の多様化、 138

のような小形器台の出現、細頸壺の口縁部の内弯傾向

などとともに、典型的な庄内甕を見出せないことから、

庄内期中段階併行段階と捉えることができよう。よっ



第 2章 発掘調査の概要

--

＼ 
， ＇ 

225 228 

"'¥,,, 
¥¥ 

,'>,'2釦 II ／ ,,,~~ ~ ,ー’=一一 , ’ , 
233 

’'’ 231 232 

← ," , ,,236 

¥¥ 

今〗怨,'>,、 238

-／ -''° ,'』

゜
20cm 

＝ 
第31図 S004・ 土器溜り 1出土土器実測図 1 / 4 

て、遺構の年代をこの時期と考える。

⑥土器溜り 2・3出土遺物（第32図、図版20)

上器溜り 2は前述した通り、土器の劣化が甚だしく、

図化できた遺物は第32図241-246の6点のみで、個々

の残存率は低い。その要因は、遺構の上部が既に削平

を被ってしまったためと考えられる。しかし、幸いな

がら、時期を特定し、他の遺構との差異を検証するに

足る情報を得ることはできた。

241は壺の肩部、 242は甕の体部、 243は甕ないし鉢

の底部、 244は高杯の口縁部、 245は鉢、 246は器台の

脚部である。

241は、球体を示す壺の肩部で、直立気味に変化す

る頸部との境は指オサエで整形している。 242は、右

上がりの不整連続を示す螺旋状のタタキが見られる。

243は磨滅が著しい。244は内弯気味に立ち上がる口縁

端部外面に擬凹線が巡る。100や102に似たもので、丹

後・丹波系の有段嵩杯である。膨らみの弱い内弯傾向

の体部から浅く外折する245は、外面を指オサエとへ

ラミガキで仕上げ、内面はハケ調整を行っている。形

態や調整が、土器溜り 1から出土している217と極め

て似ており、近い時期のものと考えられる。 246は脚

部上端から大きく裾が広がる器台だが、透し孔の有無

は確認できなかった。

土器溜り 3出土の遺物も、劣化が進んでいるが、弥

生時代後期末～古墳時代前期初頭の上器を主体とする。

第32図に図示した247-251が該当する。 247・248・

251は残存率が極めて高く、土器溜り 3の時期的根拠

と成り得る資料である。

247-249は甕、 250・251は壺と考える。 247は口縁

部から体部下半までほぼ完存するが、接合し得る底部

片を確定することはできなかった。比較的球胴化の進
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んだ体部の最大径は中位より 下にあり、右上がりのタ

タキ成形の後、一部にタテハケが散見される。緩やか

に短く外弯する口縁部の端部は磨滅しているが、口縁

部外面にも、タタキに加えてタテハケ調整が見られる。

248は平底を持つ甕であるが、突出は小さい。外面は、

下位に右上がりのタタキを、中位に水平からやや右下

がりのタタキを施し、 中位にはタテハケも見られる。

内面には外面と同じ原体を用いて螺旋状に調整される

タテハケを施している。胎土や色調、タタキの原体に

ついて見ると、 247と248は酷似する。249は磨滅が顕

著で、橙褐色を呈する。250・251は、 ドーナツ状の上

げ底となる底部である。250は突出する底部を指オサ

工で整形する。球形の休部が想定できよう。 251は、

250ほどの突出はないものの、外面を指オサエやナデ

で仕上げ、内面にハケ調整を施している。

このように、土器溜り 2・3出上の土器は、士器溜

り1出士の土器と全体的には類似点が多く、庄内期中

段階併行段階に中心をおくと考えられる時期の土器群

である。

⑦出土遺物のまとめ

今回の調査によって出土 した土器は、 SD04出上の

ものが庄内期古段階併行、土器溜り 1-3のものが庄

内期中段階併行を主体とすることから、 2つの遺構群

に明確な時期差があることが判明した。また、ピット

や土坑から出土したものは、概ね庄内期前後のもので

あると察せられ、深い関連性がうかがえる。しかし、

それらが前述したどちらの遺構群と時期を同じくする

のかを検証する材料には恵まれなかった。なお、

SD04は、庄内期新段階併行段階に改めて土器の投入

が想定できる。

ところで、今回出土した土器群は、肌理細かい粘土
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に花尚岩片や長石・石英などの造岩鉱物粒を含むもの

で、黄褐色から灰褐色を呈するものが主体をなす。こ

のような素地士・色調を呈するものを在地産の土器と

考えている。ここでいう「在地」とは、宮川水系に関

わる集落遺跡を念頭に置く程度の狭義の用い方である。

芦屋市内では、宮川水系から西に1.5km程離れた芦

屋川の右岸域に芦屋川水系に伴う扇状地上の遺跡群が

展開している。これらの遺跡群の土器は、砂粒の含有

が多く、幾分ざらついた手触りの器表性状を示し、橙

色、赤褐色、明褐色が主たる色調である。今回出土し

た土器の中には、このような胎上・色調の土器をあま

り見出せないので、芦屋川水系遺跡群からもたらされ

たものは少ないと考える。また、 一見すると、その形

態から北近畿系の器形表現を示唆する74の甕や102・

103の高杯も、奥田尚氏の観察 （古墳出現期土器研究

会会場に持参、教示）によると、胎土に花尚岩片やそ

の造岩鉱物を含んでいて、宮川流域の他の遺跡から出

土した土器との共通点が指摘できるという所見であっ

たので、土器そのものが動いた搬入品ではなく、在地

産と判断している。同様に、いわゆる淡路型の甕

(31・32・71 -73・81)や、直立する二重口縁部に櫛

描波状文を施す四国系の土器 (10)も在地産と考えて

いる。僅かに、 70の甕や226の壺が、三島地域や河内

平野から搬入された可能性が考えられるものである。

このように、打出岸造り遺跡にもたらされた搬入品

は少ないと言える。しかし、北近畿や淡路、北四国と

の情報伝達や人の往来を否定することはできない。

4. 小 士
口糸

以上のように、発見から半世紀の間、弥生時代後期

末～古墳時代前期初頭における集落域が特定できてい

なかった打出岸造り遺跡であるが、このたびの発掘調

査によって、その届住域の一端を垣間見ることが出来

た。本地点には、柱穴の多さから、当該期の掘立柱建

物の存在が十分に想定でき、調査地点が集落内に当

たっていることが明らかになった。

また、土器溜り 1では火を焚いた可能性があり、土

器溜り 2・3の部分には、上器溜り 1を囲むように溝

や杭列を設けた様子がうかがえる。意識的な投入なの

か放置によるものかはわからないが、土器溜り 1-3

には多くの上器が伴っており、器種構成から見ても、

この部分で何らかの飲食や上器祭祀が行われた可能性

が考えられる。さらに、 SD04を人為的な大溝と捉え

れば、この溝によって規定される集落構造の一部を想

定することも許されよう 。

ところで、 SDOl・02・04の走行方向は、宮川低地

帯から扇状地上にかけて立地する打出岸造り遺跡や大

原遺跡・山口遺跡などの多くの調査地点で検出されて

いる流路や大溝の走行方向と一致している。このこと

は、宮川低地帯における旧地形が、この方向性を自然

に規定するものであり、その人為的利用が進んだもの

と解釈している。

また、重層する遺構面が限られていることから、中

世において耕作地としての開墾される段階で、かなり

の生活面が削平を被ったことが推察できる。ひとたび

耕地化されてからは、近代に宅地化されるまで、安定

した耕作地として継続して上地利用され、近代になっ

てから住環境の良い場所として宅地化されて、今日の

市街地に至った様子も把握できた。

建設工事によって損壊を被る部分については、今回

の本調査によってその記録保存は完了したといえるの

で、計画通り、建築工事に着手して差し支えないと判

断した。 （白谷・森岡）
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表l 打出岸造り遺跡第56地点確認調介遺構観察表

（土坑）

番

号
平面形

法量 (cm)
長径x短径x深さ

埋土 備考

01 I 不定形 (110) X (90) X (20) 
灰黄色 (25Y 6 / 2)-にぶい黄色 (25Y 6 / 3)-暗灰黄色
(2 5Y 5 / 2) -黄褐色 (25Y 5 / 3)粗砂混じり土+5層

北側を攪乱で切られ、東側は

ブロック
調査区外に延びる。

（溝）

胃 法量 (cm)
埋 土 出土遺物 備 考

幅x長さ x深さ

01 20-36 X 196 X 12 
上．黄灰色 (25Y6/l)-黄褐色(25Y 5 / 3)粗砂混じり土

土師器
北側確認トレンチに切られる。

下黄灰色 (25Y 6 /1 -2 5Y 5 /1)細砂質土 南側調査区外に延びる。

上黄灰色 (2.5Y6/l-25Y5/l)-暗灰黄色(2.5Y5 / 2) 
北側攪乱に切られる。

02 10xl94x 5 シルト質土 なし
南側調査区外に延びる。

下灰白色 (25Y7 /l)-灰黄色 (25Y 7 / 2)シルト質士

（第2遺構面検出ピット）

> 平面形
法量 (cm)

埋 土 備 考
長径x短径x深さ

上 ’灰黄褐色 (lOYR6 I 2)-にぶい黄橙色 (lOYR6/ 4)粘

01 楕円形 42 X 34 X 7 
性砂質上

上層は柱痕か。
下 褐灰色 (lOYR6 / 1)細砂質土・灰黄褐色 (lOYR6 / 2) 
～にぶい黄橙色 (lOYR6 / 3)砂質土

上灰黄褐色 (10YR6/2)-にぶい黄橙色 (lOYR6 / 3) -
にぶい黄褐色 (lOYR5 / 3)砂質士

02 楕円形 38X3QX 7 下 灰黄褐色 (10YR6/ 2)-にぶい黄橙色 (lOYR6 / 3)砂 上層は柱痕か。
質土 ・褐灰色 (lOYR6 I 1) -灰黄褐色 (lOYR6 / 2) 
細砂質士

03 楕円形か 14x(lO)x3 褐灰色 (lOYR6 / 1)-灰黄褐色 (lOYR6 / 2)砂質土 SP04埋上に似る。

04 楕円形 26x2Qx 4 褐灰色 (lOYR6 / 1)-灰黄褐色 (lOYR6/ 2)砂質土 SP03埋土に似る。

（第 3遺構面検出ピット）

貫 平面形
法量 (cm)

埋 土 出土遣物 備 考長径x短径x深さ

05 楕円形か 25X(2Q)X7 
a 褐灰色 (lOYR6 / 1)-灰黄色(25Y 6 / 2)細砂～中砂

土師器
西側調査区外に延びる。

b 褐灰色 (lOYR6 /1) シルト b層に遺物集中。

06 楕円形 20 X 16 X 34 黄灰色 (25Y 5 /1) +黄褐色 (25Y 5 / 3)シルト質土 士師器

07 楕円形 27x22x36 
上 暗灰黄色 (25Y 512) シルト質土

土師器
上層ほど遺物多い。

下黄灰色 (25Y 5 /1) シルト質土 SP06埋上に似る。

08 円形 直径2ox20
黄灰色 (25Y 6/1)-灰黄色 (25Y 6 / 2) +黄褐色 (25Y 

土師器 5層起源の埋土。
5/ 4)-黄褐色 (25Y 5 / 6)粗砂混じり土

09 不整形 3QX(25)x25 黄灰色 (25Y6/l)-にぶい黄色 (25Y 6 / 4)シルト質士 士師器 北側を攪乱に切られる。

10 楕円形 36X3QX2Q 黄灰色 (25Y6/l)-灰黄色 (25Y 6 / 2) シルト質士 なし

11 
上黄灰色 (2SY 6/1)-にぶい黄色 (2SY 6 / 3) シル

東
楕円形 2sx2oxso 卜質士 土師器

下黄灰色 (25Y6/l)-黄褐色 (25Y 5 / 4)砂質土

11 
上黄灰色 (25Y 6 /1)-黄褐色 (25Y 5 / 3)粗砂混じ

西
楕円形 4Qx36X43 りシルト士 土師器

下黄灰色 (25Y6/l)-黄褐色 (25Y 5 / 4)砂質土

12 楕円形 30x26x30 
黄灰色 (25Y 6 / l)-にぶい黄色 (25Y 6 /3)砂混じり

上師器 SPll東の埋土上層に似る。
シルト質土

13 円形か 15 X (12) X 20 黄灰色 (25Y 5/1)-暗灰黄色 (25Y 5 / 2)粘性砂質土 土師器 南側調査区外に延びる。

14 略円形 22 X 2QX 11 黄灰色 (25Y 6/1)-灰黄色 (25Y 6 / 2)細砂質土 なし

15 略円形 20 X 18 X 13 
黄灰色 (25Y 6/1)-にぶい黄色 (2SY 6 / 3)砂混じり

土師器
SP12埋土に似るが砂の含

シルト質上 有はやや少ない。

16 円形 直径26X25
黄灰色 (25Y 6 /1)-にぶい黄色 (25Y 6 / 3)砂混じり

土師器 SP12埋上に似る。
シルト質土

17 楕円形 21 X 16X l7 
灰白色 (2SY 7 /1)-灰黄色 (2SY 7 / 2)砂混じりシル

土師器 SP17-19の埋土似る。
卜質士+5層ブロック

18 長楕円形 52X26X 16 
灰白色 (25Y 7 / 1)-灰黄色 (25Y 7 / 2)砂混じりシル

土師器 SP17-19の埋土似る。
卜質土+5層ブロック
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第 3節打出岸造り遺跡（第56地点）

貫 平面形
法量 (cm)

埋 土 出土遺物 備 考
長径x短径x深さ

19 略円形 22x2oxl1 
灰白色 (2SY 7 /1)-灰黄色 (2SY 7 / 2)砂混じりシル

土師器 SP17-19の埋上似る。
卜質土+5層ブロック

20 楕円形 32 X 28 X 31 
黄灰色 (2SY 6 /1)-にぶい黄色 (2SY 6 I 3)砂混じり

土師器 SP12埋土に似る。
シルト質土

21 略円形 20Xl7Xl4 黄灰色 (25Y6/l)-灰黄色 (25Y 6 / 2)シルト質土 土師器

22 円形 直径24X2Q
黄灰色 (2SY 6 /1)-にぶい黄色 (2SY 6 / 3)砂混じり

士師器
確懃トレンチ底面で検出。

シルト質士＋灰白色 (N7/0) -灰色 (N6/0) SP12埋土に似る。

23 円形 直径20x31 
黄灰色 (25Y6/l)-灰黄色 (25Y 6/ 2)-褐灰色 (lOYR

土師器 確認トレンチ底面で検出。
6/1)-灰黄褐色 (lOYR6 / 2)砂混じりシルト質上

a 黄灰色 (25Y6/l)-褐灰色 (lOYR6 / 1)砂質土＋
5層ブロック

24 不定形 48x33x39 
b 黄灰色 (25Y 6 I 1)-灰黄褐色 (lOYR5 / 2)シルト

土師器
確認トレンチに掛かる。

質土 埋土下位に鉄分沈着あり。

c 黄灰色 (25Y 6 / l)-にぶい黄褐色 (lOYR5 / 4) シ
ルト質土

黄灰色 (25Y 6/1)-にぶい黄色 (25Y 6 / 3)砂混じり
北側を確認トレンチに切

25 円形か 34X (26) X 16 
シルト質土

土師器 られる。

SP15埋上に似る。

26 円形 直径3QX27
黄灰色 (25Y6/l)-にぶい黄色 (25Y 6 / 3)砂混じり

土師器
SP12埋土に似る。

シルト質士

27 円形 直径23x32
黄灰色 (25Y6/l)-にぶい黄色 (25Y 6 / 3)砂混じり 土師器・黒色
シルト質土 土器

28 円形 直径22X24
黄灰色 (25Y6/l)-にぶい黄色 (25Y 6 /3)砂滉じり

土師器 SP12埋土に似る。
シルト質土＋灰白色 (N7/0) -灰色 (N6/0)

29 円形 直径18X 26 
黄灰色 (25Y 6 / 1)-にぶい黄色 (25Y 6 / 3)砂混じり

土師器 SP15埋土に似る。
シルト質土

30 円形 直径15X 18 暗灰黄色 (25Y 5 / 2)-黄褐色 (25Y 5 / 3)砂質土 土師器

31 円形 直径18X 16 黄灰色 (25Y 5 /1)-暗灰黄色 (25Y 5/ 2)砂質土 土師器

32 楕円形 lSx 14x 6 
灰白色 (25Y7 /1)-にぶい黄色 (25Y 6 / 3)砂質土＋

土師器 SP33埋土に似る。
5層ブロック

33 略円形 14 X 13 X 4 
灰白色 (25Y 7 / 1)-にぶい黄色 (25Y 6 / 3)砂質土＋

なし SP32埋土に似る。
5層ブロック

34 楕円形 15 X 10 X 8 黄灰色 (25Y 6/1)-灰黄褐色 (lOYR6 I 2)砂質土 土師器
東壁沿いサブトレンチに

切られる。

上 黄灰色 (2.5Y6 / l)-灰黄褐色 (10YR6/2)砂質上 北側をSKOlに切られる。
35 楕円形 (30) X (16) X 9 下黄灰色 (25Y 6/1)-褐灰色 (lOYR6 / l)砂質土＋ 土師器

5層
SP36埋土に似る。

上黄灰色 (2.5Y6/1)-灰黄褐色 (lOYR6 / 2)砂質土

36 円形 直径10X 7 下黄灰色 (25Y6/l)-褐灰色 (lOYR6 /1)砂質士＋ 士師器 SP35埋士に似る。
5層

灰白色 (25Y 7 / 1)-黄灰色 (25Y 6 /1)-にぶい黄色

37 略円形 3ox2sx23 (2 5Y 6 / 3)砂混じりシルト質土＋灰白色 (N7/0)-灰 士師器 SP12埋土に似る。
色 (N6/0)

灰白色 (25Y 7 / 1)-黄灰色 (25Y 6 /1)-にぶい黄色

38 略円形 16X 14X 13 (2 5Y 6 /3)砂混じりシルト質土＋灰白色 (N7/0)-灰 なし SP12埋土に似る。
色 (N6/0)

39 円形 直径21X 7 
灰黄褐色 (lOYR6 / 2)-暗灰黄色 (2SY 5 / 2)-黄褐色

なし
(2 5Y 5 /3)粘性シルト土

40 円形 直径30X 19 灰色 (5Y6/l-N6/0)砂質土 土師器

41 円形 直径15X 8 黄灰色 (25Y 5 /1) シルト土 なし 上部をSDOlに切られる。

42 円形 直径19X 16 黄灰色 (25Y 5 /1)シルト土 土師器 上部をSDOlに切られる。

※弥生時代後期末～古墳時代初頭の上器については、便宜上、「土師器」と表記している。
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第 2章発掘調査の概要

表 2 打出岸造り遺跡第56地点11区検出遺構観察表

SD (黎痕）※SD01~04は本文に詳述。

> 法饂 (cm)
埋 土 出土遺物 備 考幅、長さ、深さ

05 40-90、(250)、5
褐灰色 (75YR 6 I 1) -灰黄褐色 (lOYR6 I 2) 

上師器極小片 中世後半段階の型痕と判断。南東端で検出。
砂質土

06 60、(50)、5
褐灰色 (75YR 6 / l) -灰黄褐色 (lOYR6 / 2) 

中世後半段階の黎痕と判断。南東端で検出。
砂質士

07 44、(240)、4
褐灰色 (75YR 6 / 1) -灰黄褐色 (lOYR6 / 2) 

土師器極小片 中世後半段階の黎痕と判断。南東端で検出。
砂質上

08 (15)、(72)、4
褐灰色 (75YR 6 /1) -灰黄褐色 (lOYR6 I 2) 

土師器小片 中世後半段階の黎痕と判断。南東端で検出。
砂質土

09 10、(100)、8 4層と共通。 士師器小片 中世後半段階以前の黎痕。南西端で検出。

10 20、(260)、12 4層と共通。 土師器小片 中世後半段階以前の黎痕。南西端で検出。

11 12、(200)、7 4層と共通。 土師器小片 中世後半段階以前の黎痕。南西端で検出。

12 12、(90)、6 4層と共通。 中世後半段階以前の黎痕。南西端で検出。

SK(± 坑）

貫 平面形 法量 (cm) 埋 土 出土遺物 備 考幅、長さ、深さ

第/311質混32図土じ))四りシ細母②砂ル砂質灰偵ト①士質黄十灰十色（③黄褐(④色灰2灰色5灰黄(Y2土内色75）色Y/2)(7 2(2/~525Y浅Y)7~黄7/浅/色2l貨))~色(~2浅灰5(Y2黄黄75色色Y/ 7 / 1床9) 
南西部で検出。

101 （半円形） 85、(18)、26 砂砂 3(（ 2 ) 5 Y 土師器小片 ・ ④ 西壁に掛かる。
7 2 5Y 

石鏃
層は柱痕部埋上。

7 

102 略円形 85、72、20 ① 黄掲贅～褐黄色色灰褐色白((2色10色(l5YOY(R2YR(6265/Y5/64Y2/5)7)6/~粗/l3)砂~にシ)2混ぶ~ル5いじIYこ）黄りぷ質5シ橙/い十4ル色黄)② ト橙莉(質10色砂灰上Y黄混(R10（色じ6褐Y/Sり灰R(2土色6)5/~十Y・1③JI6こ)~/灰ぷ-2a黄い月) 土師器小片 南西部西寄りで検出。

① /5灰〔3灰Y)黄6色細色/土8砂〕) (2.5Y7/2-2 5Y6/2)-にぶい5）黄Y～色6明/黄2(2褐).5色削Y冊
103 円形 直径28、36 6 質砂上質 ② にぶい黄（色 (25Y 6 / 4 須恵器

南西部で検出。
砂(2 土＋灰黄色 2 5Y 7 / 2-2 柱痕部あり。

① 砂廣い677//1/黄色混灰26色じ黄)))(ー2~り褐繍(25に浅砂色砂Yぶ5黄質7Y質(い色/士10土6黄2/Y()色24〔R@+褐)65浅(灰Y2/浅砂英色275黄質色HY/土色上46］)(/こ2~(23ぷ④. 5黄)Yい5砂I灰Y火7黄質色7白/橙/1+色色4)(2~)(@-52(朗10Y灰5黄灰Y6Y黄褐R/1白76色色色/1/)~1((()2 2 2 )~に555祖灰ぷY Y Y 

南西部で検出。
南壁に掛かる。

104 （長楕円形） 60、220、23 士師器小片 床ピ面の凹凸著しく複数の
ットを含む可能性あ
り。

① Q黄明(10l掲黄Y灰に色褐Rぶ黄色6い(1褐/3黄0(l色Y橙)ORY色細(5R10/砂6Y(16/R質0)6Y6土粗)R/~砂62② 黄/~4〔褐茶に10)色~色ぶY・明砂Rい(10背5＋黄Y/褐褐杓R2色灰色5)色~/(610(上110こ)Y〕ぷYRf!R い6件6/菟砂/64橙質)) 色士~ ~ 
南西部で検出。

105 不整形 80、108、23 土師器小片 SK117に接する。
SDOl西肩で検出。

106 卵形 26、40、10 灰白色 (2.5Y7/1)-にぶい黄〔褐橙灰色色(lOYR 6 / 4)-明黄褐
色 (lOYR6/6)シルト 質土 士〕

土師器小片 南西部西寄りで検出。

107 隅丸方形 一辺48、11 ① ② 色 灰に黄ぶ色い黄4(/2褐.65色)Y粗6(lI 砂O2Y～)R-中5灰砂/黄4〔)褐茶-色色黄砂褐(lO＋色Y褐R(l灰6O色/Y上2R)5〕1細6砂)-質褐 士師器小片 南西部北寄りで検出。
(lOYR 

①(2 黄灰色褐3(l(2)灰O.Y5色シYR上ル65/ 1質6))-土-灰褐②黄色色に（(25Y 6 / 2)-にぶい/黄中4色砂) 
108 隅丸三角形 54、62、10

.5Y 6/ 卜 ぶい黄褐色 (lOYR5 
土師器小片

南西部で北寄り検出。
～黄褐色 I lOYR 4 / 6)粗砂～ SPllOに切られる。
〔茶色砂＋ 〕

109 （略半円形） 62、(25)、6 にぶい黄褐色 (lOYR5 I 3 -lOYR 5 I 4)中砂 〔茶色砂〕 南西部北寄りで検出。
南部北壁に掛かる。

110 略円形 44、38、8
① にぶい黄(l褐OY色R(lOYR5 / 3 -lOYR 5 / 4)細砂茶②色にぶ
い黄褐色 5 I 3 -lOYR 5 I 4)砂質土 〔 砂＋ 土師器小片 南西部北寄りで検出。
褐灰色土〕

111 略円形 56、48、10 にぶい黄褐色 (lOYR5 /3 -lOYR 5 / 4)中砂 〔茶色砂〕 南西部北寄掛りで検出。
南部北壁に かる。

112 （略円形） 直径28、5 にぶい黄褐色 (lOYR5 / 3 -lOYR 5 / 4)中砂 〔茶色砂〕 南西部北寄りで検出。
南部北壁に掛かる。

灰白i色 (lOYR7 I 1)-にぶい黄橙色 (lOYR7 / 2)-褐灰 南西部で検出。113 長楕円形 48、180、14 色 lOYR 6 / l)-灰黄褐色 (lOYR6 / 2)粗砂混じり砂質 士師器小片 床面の凹凸著しい。上褐灰色土（灰色強い）〕

① 質灰白(2② 色5褐(lOYR 7 / 1)-にぶい黄橙色 (lOYR7 / 2)細砂 南西部で検出。114 （長楕円形） 22、(56)、32 上 灰色 (lOYR6 I 1)-灰白色 (25Y 7 I 1)-黄 土師器小片 南壁に掛かる。灰色 Y6/l)細砂質土〔褐灰色土〕
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第3節 打出岸造り遺跡 （第56地点）

胃 平面形 法量 (cm) 埋 土 出土遺物 備 考
幅、 長さ、深さ

包質箕(22土土灰灰5Y.貿黄③7, 色色/居灰4)((22黄~.ふ④5色にYy7/2))~明黄褐色色(25Y7 Y(82シ/6/6ル5/2Y)4)ト7砂)~質/浅質土シ6黄土) ル〔
7/2 -にぶい黄褐(2 5 ト

115 略円形 65、70、18
(2 5Y 7 / 2)-明黄色 砂色 土師器小片

南西部で検出。

灰白黄色褐(色5Y8/l-5Y 柱痕部あり 。
ぶい (lOYR 5 / 4) 褐

灰色土〕

にぶい黄橙色 (lOYR 7 /3)黄土-褐に〔褐色ぶ灰い(l色黄O土Y橙R〕色 (lOYR 7 I 4) 南西部で検出。
116 不整形 70、125、9 シルト混じ り土＋にぶい 5 / 4)-黄褐色 土師器小片 床面の凹凸著しい。

(lOYR5/6)シルト混じり

117 不整形 56、72、26 ① ～~～7 黄/灰10灰2褐黄Y白)R色色~色7浅(/(22(黄425)5色Y5YY中57(7砂/32//l2悦5)Y))じ柑7~シり砂/灰ル砂3混黄)ト質~じ色質十りにj-砂(ぷ2③[質5い褐Y士灰黄灰7白橙色/②色2色十~灰）((2 2 黄1055色YYYR76(27//l./25Y2 ) ) 南SK西10部5にで接検す出る。。

床面の凹凸著しい。

にぶい褐（色 (7 5YR 5 / 4)-卜質に上ぶ～い中黄砂褐混色じ(りlOYR茶5/ 色4砂)-〕
南西部土器溜り 1とSDOl

118 長楕円形 24、114、16 土師器小片 の間で検出。
黄褐色 lOYR5 / 6)シル 土〔 床面の凹凸著しい。

119 不整形 72、82、9 にぶい黄褐色 (lOYR5 / 3 -10YR5 I 4)中砂〔茶色砂〕 南西部で検出。

120 楕円形 28、46、46
褐灰色質(lOYR 6 / 1)-にぶい黄橙色 (lOYR6 / 3)シルト 土師器小片

南西部SDOl西法面で検
～細砂土 〔褐灰色士〕 出。

121 楕円形 26、40、13 にぶい黄褐色 (lOYR5 / 3 -lOYR 5 / 4)中砂 〔茶色砂〕 南西部SDOl西肩で検出。

① 灰黄に7/ぶ褐3い色)黄中(橙10砂色Y質R(土610/ Y2② R)6 -灰/に4白)ぶ色いシ(黄2橙色 (lOYR 6 / 3 - 北部南寄りで検出。
122 不整形 60、90、18 lOYR 5Y 8 / 2 -lOYR 7 / 土師器小片 底而の凹凸顕著。

1)- ルト質土〔褐灰色土〕

123 不整形 54、72、12
灰白色 (25Y8/l)-黄色 (25Y 8 / 6)シルト質土 〔黄 土師器小片 北部南寄りで検出。
灰色土〕

124 楕円形 42、78、33
灰白色 (75YR 8 /1 -7  5YR 8 / 砂2混) -にぶい橙色 (75YR 
7 /4)-橙色 (75YR 716)中 じりシルト質土。5層 土師器小片 北部南寄りで検出。
起源。〔褐灰色土〕

①② ＋褐灰に灰白ぶ色色い土黄(〕2橙.5色Y8/l)-暗灰黄色 (2 5Y 5/ 2砂)細〔茶砂色質土 北部南寄りで検出。
125 不整形 50、62、11 (lOYR 6 / 3 -lOYR 6 / 4)中砂 上師器小片 底面の凹凸顕著。

灰/黄3褐)色砂(lOYR 6 / 2)-にぶい黄橙色 (lOYR6 / 3 -lOYR 
北部南寄りで検出。

126 不整形 20、(16)、14 士師器小片 西壁に掛かる。
7 中 質 土〔褐灰色土〕 底面の凹凸顕著。

SP (ピット）

貫 平面形
法星 (cm)

埋 土 出土遺物 備 考
長径、短径、深さ

43 円形 直径32、42
褐灰色 (lOYR6 / l)-灰黄褐色 (lOYR6 / 2)砂質土〔褐 土師器小片 南東部SDOl以東で検出。
灰色土〕

44 略円形 32、28、21
灰白色 (lOYR7 I 1質)-土にぶい黄橙色 (lOYR7 / 2)-褐灰
色 (lOYR6 / 1)砂 〔褐灰色上〕

土師器小片 南東部SDOl以東で検出。

灰黄〔褐色黄灰褐色(2色土5 (lOYR 6 / 2)-にぶい黄橙色 (lOYR 6 / 3)-灰 南東部SDOl以東で検出。
45 楕円形 28、22、32 Y 7 I 2 -2  5Y 6 / 2)シルト質土 炭化物を含む 埋土はSP55・56に似る。

〕

46 円形 直径18、11
灰黄色 (25Y 6 / 2)-にぶい黄色 (25Y 6 / 3)砂質土 〔褐 土師器小片 南東部SDOl以東で検出。
灰色土〕

47 円形 直径22、8 褐灰色 (lOYR6 / 1)-灰黄褐色 (lOYR6 I 2)砂質土〔褐 南東部SDOl以東で検出。
灰色土〕 埋土はSP48と同じ。

48 略円形 24、20、11
褐灰色 (lOYR6 / l)-灰黄褐色 (lOYR6 I 2)砂質土〔褐 土師器小片

南東部SDOl以東で検出。
灰色土〕 埋土はSP47と同じ。

49 円形 直径14、13
灰褐色 (75YR4/ 2)-褐色 (75YR 4/ 3)細砂質土〔褐 南東部SDOl以東で検出。
灰色上〕 共通する埋土の遺構なし。

50 楕円形 22、16、9
褐灰色 (lOYR6 I 1)-灰黄褐色 (lOYR612)砂質土〔褐 南東部SDOl以東で検出。
灰色土〕

51 円形 直径16、8 灰白色 (lOYR7 /1)シルト質土 〔灰色土〕 南東部SDOl以東で検出。

52 円形 直径18、9 灰〔褐黄灰褐色色士〕(lOYR 6 / 2) -灰黄褐色 (lOYR5 / 2) 砂質土 南東部SDOl以東で検出。

53 楕円形 26、12、10 灰〔褐黄灰褐色色土〕(lOYR 6 / 2)-灰黄褐色 (lOYR5 I 2) 砂質士 南東部SDOl以東で検出。

灰白色 (lOYRS/2)-浅黄橙色 (lOYR8 I 3)シルト＋灰 土師器 ・須恵 南東部SDOl以東で検出。
54 不整形 92、80、36 白色 (lOYR7 I 1)-にぶい黄橙色 (lOYR7 / 2 -lOYR 6 / 器または瓦質 SD05上面で検出。

4)-褐灰色 (lOYR6 / l)砂質土〔褐灰色土〕 土器小片

黄〔(2褐灰5灰Y色色5土/(2 〕3 5Y 5 / 1) -暗灰黄(2色5(25Y 5 / 2砂)少-混黄じ褐色
南東部SDOl上面で検出。

55 略円形 25、23、31 ）～オリーブ褐色 Y4/3)粗 り土 土師器小片 埋土はSP56と同じでSP45
に似る。

黄〔(2褐灰灰5Y色色5土/(2 〕3 5Y 5 / 1) -暗灰黄(2色5(2 5Y 5 / 2) -黄褐色
南東部SDOl上面で検出。

56 円形 直径19、17 ）～オリーブ褐色 Y4/3)粗砂混じり土 土師器小片 埋土はSP55と同じでSP45
に似る。
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第2章 発掘調査の概要

貫 平面形 法 量 (cm)
埋 土 出土遺物 備 考長径、 短径、深さ

101 略円形 28、25、6 にぶい黄褐色 (lOYR5 / 3 -lOYR 5 / 4)中砂〔茶色砂〕 南西端で検出。

102 略円形 28、24、6 にぶい黄褐色 (lOYR5 I 3 -lOYR 5 I 4)中砂〔茶色砂〕 南西端で検出。

103 不整形 36、22、4 にぶい黄褐色 (lOYR5 / 3 -lOYR 5 / 4)中砂〔茶色砂〕 南西端で検出。

①褐(2色）灰5Y細黄(6砂2色/53Y 〔(灰)26 色細5/Y 土8砂7)〕質/砂土2質)-土②浅＋黄に灰色ぶ黄し(2 5Y 7 / 3)-にぶい黄色 南西端で検出。
104 不整形 92、80、36 黄ヽ色 (25Y 6 I 4)-明黄

士師器小片 SD09上面で検出。色 (25Y 7 / 2 -2 5Y 6 I 
柱痕部あ り。2 

105 略円形 18、16、54 にぶい黄褐色 (lOYR5/3-lOYR5/ 4)中砂 〔茶色砂〕 南西端で検出。

106 不整形 23、16、3 灰白色 (25Y 8 / 1 -2 5Y 7 / 1) -にぶい黄橙色 (lOYR
南西端で検出。6/3)シルト〔褐灰色土〕

107 楕円形 40、33、5 にぶい黄褐色 (lOYR5 I 3 -lOYR 5 I 4)中砂〔茶色砂〕 土師器小片 南西端で検出。

108 楕円形 24、18、4 にぶい黄褐色 (lOYR5 / 3 -lOYR 5 / 4)中砂〔茶色砂〕 南西部北寄りで検出。

109 楕円形 14、8、3 灰黄色 (25Y 7 / 2 -2 5Y 6 I 2)細砂〔灰色上〕 南西部北寄りで検出。

llO 楕円形 30、16、3 灰黄褐色質(10YR6 / 2)-にぶい黄橙色 (lOYR6 I 3 -lOYR 
6/4)砂土〔褐灰色士〕 南西部北寄りで検出。

111 円形 直径21、3 灰/黄4褐)色質(lOYR褐6/ 灰2色)-にぶい黄橙色 (lOYR6 / 3 -lOYR 
6 砂 土〔 土〕

南西部北寄りで検出。

112 略円形 20、16、3 灰黄褐色質(10YR6/灰2色)-にぶい黄橙色 (lOYR6 / 3 -lOYR 
6/4)砂土〔褐上〕 南西部北寄りで検出。

113 円形 直径18、26 灰/黄4褐)色質(10YR6 / 2)-にぶい黄橙色 (lOYR6 I 3 -lOYR 土師器小片 南西部北寄りで検出。6 砂土 〔褐灰色土〕 埋士はSP123・128に似る。

114 不整形 24、17、3 にぶい黄褐色 (lOYR5 / 3-lOYR 5 / 4)中砂［茶色砂〕 土師器小片 南西部北寄り側で検出。

115 略円形 18、15、5 にぶい黄褐色 (lOYR5 / 3 -lOYR 5 / 4)中砂 〔茶色砂〕 南西部土間器で溜検り1と士器
溜り 2の 出。

116 （半円形） 34、(17)、8 にぶい黄褐色 (lOYR5 / 3 -lOYR 5 / 4)中砂 〔茶色砂〕 南西端で検出。
南壁に掛かる。

117 円形 直径20、37 灰(2白色 (25Y 7 / 1質)-土黄〔褐灰灰色色(土2.〕5Y 6 I 1) -明黄褐色 士師器小片 南西部上器溜り 1の東側5Y 6/ 6)シルト で検出。

118 （半円形） 23、(16)、53 ① 細~(J(7810砂O/11110YY1こY負RRぷ)R~上~662い6/。/灰ふ/黄82Y黄4"~色)7/)色す~10ほI(2lIYll(こど2砂)R5ぶ上Y57中混Yい壌/6～じ76/3化黄細/)り橙砂2))粘紗③色質件~の~土②I砂黄漸こ(lO悟ぷ灰質移〔褐Yとい土色居R灰S貨D6色[梧2OJ② /④ 上4色5埋〕Y灰灰)十~6(白白10の/l明色色Y灰黄R)黄(2(62掲中褐/355～ 色色Y Y 中世士師器片 南端SDOl上面で検出。
南壁に掛かる。

119 円形 直径12、18 灰色 (75Y6/l-N6/0)砂質土。 1層類似層。〔灰色士〕 土師器小片 南部SDOl西側で検出。

120 略円形 16、14、17 灰色 (75Y 6 I 1 -N 6 I O)砂質土。 1層類似層。〔灰色土〕 南部SDOl西側で検出。

121 略円形 18、15、20 灰色 (75Y 6 /1 -N 6 / 0)砂質土。1層類似層。〔灰色土〕 南部SDOl西側で検出。

灰黄褐〔褐色灰(色lO土YR〕512)-にぶい黄褐色 (lOYR5 / 4)細砂
南部SDOlと士器溜り 3の

122 略円形 20、16、22 士師器小片 間で構検出。共通する埋土質上
の遺なし。

灰/黄4褐)色質(10YR6/ 2)-にぶい黄橙色 (lOYR6 / 3 -lOYR 中検央部土器溜り 3の上面
123 円形 直径26、54

6 砂土〔褐灰色士〕 土師器小片 で出。
埋土はSP113・128に似る。

124 楕円形 28、12、24 灰白色 (lOYR 7 /1)-にぶい鉄黄分橙の色沈(l着OあYR7 / 褐2)灰-色灰土黄〕 南西部土器溜り 1の法面
褐色 (lOYR6 / 2)細砂質土。 り。〔 で検出。

灰黄(1白色 (2 5Y 8 / 1 ) こヽ-黄ぶ灰橙い白色黄色橙(l色O(lYOR(lY6 OR YI 7 R 3/ 7 )1/ 細)2-砂)灰質粘黄土性褐砂＋ 色
125 略円形 43、38、33 OYR6 / 2)-にぶし 灰

土師器小片
南西部土器溜り 3の床面

色〔褐(灰2 5Y 7 / 2)-! 砂質 で検出。
土 色土〕

① /砂((り222砂質灰55~YY伯,t黄277—t色5〔//褐。Y42灰②6())2/色培細5細2_tYが砂)砂~7) 床質質/,士土こ2)_tぶ化。~い下R浅黄（展⑳黄色灰が灰色寅床(2n色土(色25化Y5((2Y6 2 7/3/黄)/12色シ)) ル ト混じ5Y7 -灰黄色
南部SDOlと土器溜り 3の

126 楕円形 22、16、31 5Y7 -浅黄色
間で検出。④灰 (25Y7 

I 3) シルト混じり 柱痕部あり。

① 砂〔褐混灰灰じ黄色り色士砂〕質(25Y 7 / 2)白-色明黄(2褐色 (2 5Y 7 / 6) 粗砂)～中 南西部土器溜り 2の西側127 略円形 24、22、27 土 ②灰 5Y 8 / 1 -2 5Y 7 / 1 細砂 土師器小片
で検出。

128 円形 直径22、15 灰白色砂(25Y7 /1灰)-色灰土黄〕色 (25Y 7 / 2)-黄灰色 (25Y 土師器小片 中央部で検出。
6/1) 質 土 〔褐 埋土はSP113・123に似る。

129 楕円形 22、17、15 灰黄褐褐色灰(色lO土YR〕5 / 2)-にぶい黄褐色 (lOYR5 / 4)細砂 南西部土器溜り 3の床面
質土〔 で検出。

130 円形 直径18、5 灰褐白色 (lOYR 7 / 1細)-砂にぶい鉄黄分橙の色沈(l着OあYR7 1褐2)灰-色灰土黄〕 南西部土器溜り 1の床面
色 (lOYR6I 2) 質土 り。〔 で検出。

131 円形 直径12、35 灰白色 (lOYR 7 / 1細)-砂にぶい鉄黄分橙の色沈(着lOあYR71褐2)灰-色灰土黄〕 南西部土器溜り 1の床面
褐色 (lOYR6I 2) 質土 り。〔 で検出。

132 （半円形） 30、10、4 にぶい黄褐色 (lOYR5 / 3 -lOYR 5 / 4)中砂 〔茶色砂〕 南西部で検出。
西壁に掛かる。

※弥生時代後期末～古墳時代初頭の上器については、便宜上、 「土師器」と表記している。
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第3章総括

第1節 平成21年度の発掘調査3件を概

括して

本書には、平成21年度に実施した国庫補助事業によ

る市内遺跡発掘調査（確認調査）の成果を 3件分収録

した。ページ数に限りがあり、採録できた資料はなお

不十分であるが、本書をもって記録保存調査の目的に

沿った本報告とする。第2章において報告したものは、

3遺跡3地点であり、それぞれの調査契機は第2章の

各節において逐一詳説しているのでそれに依拠し、本

節では割愛する。調査原因は 3件ともに専用住宅の建

築工事や宅盤造成・擁壁工事のいずれかに伴うもので

あった。このまとめでは、主として報告文の欠を多少

補うとともに、過去の調査全体を踏まえた若干の考証

と今後の課題などを展望し、責めを塞ぎたい。

岩ヶ平刻印群（第176地点）は、「徳川大坂城東六甲

採石場x皿」として報告した。発掘調査報告書掲載分

の13地点目ということになるが、実際にはなお数地点

が断片的に報告されており、今後も石切場関係につい

ては調壺記録の公的発信の厳密を期するため、氾V以

降も固有の石場報告番号をサブタイトルとして踏襲、

公述されることを調介関係者にもこの際喚起しておき

たい。表紙の節サブタイトルに報告番号を意識的に付

した理由もそこにある。

岩ヶ平刻印群は、埋蔵文化財包蔵地内における届出

書との整合性を図り、平成17年度に統一方式を定め、

地点番号を振り直している。以後は発掘調査の有無や

刻印石・矢穴石など石材の存否に関わらず、その方式

で地点番号を採って、取り扱いや保護活動を行ってお

り、本日現在、既に200地点近くの多きを数えている。

本地点は市街地と直面する段丘端の谷あい地であり、

採石活動を行っているエリアとしても最南限付近に位

置する点、自然地形が残っているだけに、分布調査を

裏付ける成果も見込まれた。結果的には、原位置を保

つ良好な刻印石 1石を中心とする確認石材の記録保存

調査を実施した。明確な石切丁場遺構を確認すること

はできなかったが、 同態の地形環境を保持する周辺の

様相を掴む上でも一定の成果がみられた。

芦屋川扇状地の右岸面は埋蔵文化財の宝庫といえ、

複合度の高い遺跡が連接して濃密な分布を示している。

この地区では複合遺跡として著名な芦屋廃寺遺跡の第

113地点の事前調査を実施した。同遺跡内で隣接する

第111・116地点と直接関係する地点であり、基本土

層・遺構面・遺構内容や包含層の遺物相などの比較・

対比が3地点突き合わせて行われることが不可欠であ

り、報告にあたって一部それを試行している。工事中

の不時発見で急遠遺跡範囲の認識が高まる契機をなし
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た第111地点で竪穴住居跡や士坑・ピ ット、濃密な包

含層などが確認された実態に基づき、範囲拡大された

地域の一画であり、この3地点の調査を総合して、そ

の判断に誤りなきことが立証されたと考える。

打出岸造り遺跡（第56地点）は、周知遺跡内部を対

象として実施しだ慎重工事扱いの専用住宅建設現場を

事業者からの連絡を受けて念のために工事立会した際、

遺構と遺物が確認されたため、取り扱い変更の厳しい

状況下、事業者に期間の協力を求め、合意に達したの

で、事前調査の実施に踏み切ったものである。結果と

して、建物等の建設予定域西半において多くの遺構・

遺物を確認することになり、遺跡の性格や広がり、当

地方の古墳出現期の集落の具体相を正しく理解する上

に貴重な成果が得られたことを強調しておきたい。

以下では、これらの諸成果と既往調査との擦り合わ

せなどを行いつつ、現段階で整理し得たことを粗述し、

向後の考証の足掛かりとしたい。 （森岡）

第2節 岩ヶ平丘陵最南限付近で行われ

た刻印石周辺の調在（因伯鳥取

藩池田家石場関連）とその意義

について

(1) 調査地点をめぐる立地環境と鳥取藩池田家の

丁場割範囲について

岩ヶ平刻印群（第176地点）として調査を実施した

本地点は、岩ヶ平・六麓荘台地の縁辺部であり、急傾

斜して西宮市域の市街地に接続する段丘端の斜面地で

ある。現状は山林であって、分布調奔の際確認された

「e」を有する刻印石 1石の遣存状態を調べることを
主眼に事業地全体の確認調査を遂行した。刻印「◎」

は、因伯烏取藩池田新太郎光政32万石が所用したこと

が推定されるもので（註 1)、当家は徳川大坂城第

1・2・3期工事すべてに関わり、担当延べ間数は

254間を数える〔村川1970、古川編2003、森岡2008b〕。

本石切場においては、同家筆頭家老伊木三十郎所用の

人名刻印を伴出することが多く〔古川1992〕、分布領

域は二次的移動の石材を加味すれば、岩ヶ平・六麓荘

台地上において少なくとも南東ー北西方向に350mは

広がる。これに本地点のごとく石曳き道との関連が強

い石材群まで包括させると、さらに同方向南側に

700mばかり延びることになる〔藤川1979、森岡・坂

田2005a〕。合算すれば、 1km前後に及ぶ。

さて、調査地の現状を現地観察すれば、その立地は

段丘面を開析、下刻する通称ドンドン川の沖積地へと

接続する開口部左翼側の斜面地であり 、この川 自体が

東南行して現在西宮市西部を流れる夙川に合流するた
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め、西宮浜に海出しする石曳き道の機能を担っていた

ことを以前推測した〔森岡・坂田2005a、森岡2008b〕。

昭和45年 (1970)10月、この谷開口付近から120m程

上流に遡ったドンドン川の川底から、通称富士山をデ

フォルメした「A」が彫られた巨石の刻印石が発見
され、直後石エが入って保存措置としての切断作業が

なされた。その時に撮られた藤川祐作氏提供の写真3

枚を石切場調査の研究史沿革を叙述する中で紹介して

いる〔森岡・竹村編2006〕。旧状を伝える貴重なもの

であるが、刻印石の所在地籍は岩園町104番地であり、

自然石・自然面に彫られたものであって〔藤川1976・

1979〕、古川久雄氏は横30cm、縦27.5cmの刻印寸法

を計測している［古川2003〕。この切り取り刻印の現

物資料は移設され、現在、芦屋市立美術博物館前庭に

保存されており〔森岡・古川1992〕、今日でも計測や

採拓の追跡観察が可能である。

(2) 池田家と関わる刻印石の広がりについての評

価と本地点刻印石の性格付け

調査地点で確認された 1石の刻印石は、従前の調

査・研究で同巧な刻印を持つ資料が蓄積されつつある。

ここでは、今般確認鯛査を進めた場所と直接関連しそ

うな類例に関し、粗雑な考証を少し進め、本地点で確

認された良好な刻印石の性格について、若干言及する。

当該調査地からさらにドンドン川を遡ること130m

程度の所で、刻印石がかつて見つかっており、池田家

が所用した「◎」が彫られている。この刻印石は、現

在、市立岩園小学校内に移設保存されており〔藤川

1979〕、実見可能である。刻印の法量は、縦21cm、横

23cmを測るもので〔古川2003〕、心持横方向が長い。

このたび、関連刻印石として重要な位置を占めるため、

藤川祐作氏提供の写真を示しておきたい（第 1図）。

さらに本川の上流部では、市道の十字路を挟んで北

方40mの地点、岩園町45番地においていを」 と

「令」が併刻された刻印石（自然石・自然面）があり、

同地番には池田家所用の「e」の彫られた自然石の刻
印石が遺存する。これらは遺憾ながら共同住宅建設の

ため消滅しており、刻印自体の大きさを示す基礎デー

タを欠く〔古川編2003〕。上記の刻印石と関連して、

同谷状地形の下流側において広義的には谷に面する岩

園町57番地2 (岩ヶ平刻印群第70地点）において、専

用住宅建築に伴い、緊急調査がなされており、 正

「井」を持つ刻印石 l石を含む矢穴痕を有する石材 8

石が採石遺構と思しき土坑状の落ち込みから出士し、

ドンドン川に面した石切丁場の一つが近辺に存在した

蓋然性は大きいものと思量される（森岡・竹村・坂田

2006)。したがって、開析谷開口部近くに至るまで石

切丁場の点在的、ユニット的な存在形態が広がってい

ると見て大過なく、南限に関する情報も丘陵端となる

本地点の実態と深く絡まることが予想された。
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第 1図 岩ヶ平刻印群ドンドン川流域川底でみられた池田家
所用刻印の一例（上）現地（下）展示

刻印「井」の所用大名や家臣を特定することは、現

有資料において困難であるが、岩ヶ平刻印群中に斜

「や」の刻印を含めて 5例程が既知されており、その

占有率にはこの際留意しておきたい。

結果的には、当調査地点においてアトリエとして機

能する石切丁場の存在は否定された。確認調査の成果

としては、むしろこの刻印石が単独で機能していたら

しいことに意義がみられる。自然石であり、原位置を

保つことを報告しているので、刻印面は谷地形に向け

て第一義的な標識となる。

その意味については、複数考えておく必要があろう。

それらを要すれば、①池田家石曳き道の独占表示、②

数家＝複数採石集団に跨る石曳き道の共有、協業表示

の一部、③河川左岸側での石切場専有表示、④石切場

領域（丁場割）の南限明示等々。現状では決し難いも

のがあるし、他の解釈も本例に基づき推考する余地は

残されている。本書では調査所見が重要であり、事実

報告の持つ可能性の広がりを尊重しておきたい。広い

意味での膀示機能刻印であることは否定できないもの

と思われる。

ここで問題となるのが、当該地点で見出された刻印

「e」の所用主体と岩ヶ平刻印群内での分布状況であ
ろう 。その意味について言及しなければ、この調査地

点の発掘調査を行った意義も半減する。 一つ一つの調

壺地点に拘り、事前調査を可能な限り実施してきた 目

的は、累積された資料の全体像と常に突き合わせつつ、
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より一歩でも石切場経営の実態、真相に近づくためで

あり、それがまさに石切場という生産遺跡の本地域で

の保存理念の基層を形成するからに他ならない。

本刻印と所用大名との関係については、鳥取藩池田

家とみる従来の見解を妨げない。最も大きい根拠は、

刻印「◎」は、例えば岩ヶ平刻印群第32地点 3号石材

のごとく単独性の高いものが多いが、第32地点 1号石

材、第45地点 1号石材のように、家老刻印「伊木」と

共存関係にある例も認められ、大名池田家が併刻させ

て使用する蓋然性はきわめて高い。また、藤井重夫・

古川久雄両氏の調査成果の一つに、大阪城石垣におい

て直径20cm内外の小型刻印「e」が刻印「戸」と比
較的共通の分布を示し、さらに岡田保造氏が鳥取県法

美郡国府町所在の岡益の石堂にみられる丸にS字の大

型刻印「①」に関して、鳥取藩池田新太郎光政期の刻

印と論断していること〔岡田1982〕も、傍証、補強の

具体例として有効なものである。実際、前者の現象は、

芦屋市域の石切場においても追認することができ、

岩ヶ平刻印群第124地点にあっては、 1号石材自然面

において、文字刻印「伊木三十郎石ば二しの宮

内」と刻印 iFl」とが共存しており、池田家家臣団と

も一定の親縁性を示す点〔古川1992、森岡・坂田

2008〕は、注目されてよい。

そこで再度、この刻印石について、本例の観察結果

を提示しておきたい。石材は調査地の中央付近で確認 10 

されており、 3層の大阪層群に原位置を保って密着す

るもので、 2層を形成する段丘礫層中の礫が選ばれた

ものと推定される。大きさはl.lmX1.56m、高さは

最低0.7mを測る自然石で、正面をかなり意識した石

材であることが窺える。刻印自体は正円に精緻に彫ら

れた美しいもので、その直径は均質で24cmを計測す

る。円内は「片鉤ー」が彫られている。

丸に一の刻印の法量については、かつて刻印種のさ

らに大枠円形系統に基づき、属性の備わり方の有無を

データ的に解析したことがある〔森岡・坂田2005c〕。

今回摘出された刻印 「e」については、縦横の実長が
判明している例は少なく、本例を含めても僅か12例程

にとどまる。その円圏の大きさの範囲は、最小が

20cm x 20cm、最大が38cmx36cmの中に収まるもの

で、縦軸、横軸の法量グラフを作成しても当然のこと

ながら、 Y=Xの45゚ 上向の直線上の上下に沿うよう

に収敏する。正円や正方を目指した刻印としては、当

たり前のことなのであるが、刻印には必ず縦・横の数

値の揺さぶりが認められ、幾何学的な完全体のものは

けっして多くはなく、かようなグラフも一定の意味を

持つ。刻印尺う」の多くが径20~2scmに収まること

は (7例）、何某かの標準値が存在するものとして注

意されてよい（第 2図）。巨大なものやきわめて小型

の刻印が少ないことも大きな特徴と言えようか。その

中にあって、第176地点の本例は標準類型に属しつつ

も、コンパスを用いたかのように精度高く、彫りの幅

や深さも安定感があり、加えて標本的なある種美しさ

も備わっている。整美という言葉が似つかわしい。返

す返すも移設保存できなかったことが今でも悔やまれ

る刻印石である。

本刻印は、圏線の内部に「一」を彫ることを常とす

る。丸内の一は鍵の手状になっており、これまでのも

のを加えると、 3例存在する。 14例中では少ないが、

ー文字の一 （押さえ終わり）は 1例しかないので、 10

例を数える両鍵パターンが主体を占める点からは稀少

と言えるものである（第3図）。
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第 2図 鳥取藩池田家所用刻印岩ヶ平刻印群

内法量分布および主要刻印拓影（縮尺 1/32) 

〔拓影は本書および芦屋市文化財調査報告書第44集所収古川久雄

採拓資料、芦の芽グループ手拓資料使用〕

第 3図 鳥取藩池田家所用刻印の型式別占有率

（岩ヶ平刻印群の刻印種別統計）
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(3) 刻印群内のグルーピングと丁場割想定をめぐ

る離散刻印石の性格

岩ヶ平刻印群（第176地点）は、石切場の内部構造

についての手懸りの得られる採石集団の地形的にも境

界部分と目される地点である。主として芦の芽グルー

プ員の分布調査の段階から、岩ヶ平刻印群は住宅地に

あるという特殊な遺存状況が注目され、本来最も内容

の把握が困難な場所に展開していると言ってよい。山

林にも迫る宅地開発の波が次々と及ぶにしたがい、徳

川大坂城関連石切場の中にあっては、細切れながら全

国でも格段に発掘調査例を擁するものとなってきてお

り、発掘法など新しい提言の数々と新情報の発信はこ

こを起点とするものが俄然多くなっているのが現状で

ある。石切場における集団関係の甚礎資料掌握もかつ

ては刻印群を「採石支群」と呼び換え、その下位単位

として「採石小支群」と仮称したこともあったが、そ

れは刻印種の一定エリア集中を念頭に置いた暫定的な

グルーピングであった〔森岡1994、芦屋市教委1994〕。

それは、学史的にみれば、「八十刻印群Jとして再
認識〔藤川1976〕された「採石場としての岩ヶ平」

〔藤川1979〕が奥山刻印群の分布状況の実態［森岡・

藤川1980、芦屋市教委1980〕をその検出刻印数や種類

の多様性に基づき、「一藩が全域を占有したとは到底

考え」難いとし、「複数の小グループ（藩）が、領域

を分け合い、または共有しつつ採石を行った」との見

解〔古川1992〕を導いたことは、今日回顧的に辿れば、

当時40個前後の刻印石の分布に歴史的な意義を持たせ

ようとした重要な研究の流れと評価される。それを受

けて分布状態に有意性を看取し、厳密に記号化した刻

印石の分布を改めて検討した結果、限定区域ながら

A・B'・C・D・Kの5種の刻印には、使用石材に特定

選地の領域が認められ〔森岡1994、芦屋市教委1994〕、

領界の侵犯を互いに意識するような石場の土地割が想

定できるようになったわけである。当時、池田家所用

刻印は、 B・B'で表示されているが、領域性の一部

が見え始めた段階でしかない。

こうした石切場における専有加工場の確保をめぐる

採石集団の痕跡が発信する一定の秩序は、これまで盛

んに発掘調査を行ってきた岩ヶ平刻印群の調査・研究

を要として先鋭化の動きが一層強まり、確認数70を数

える段階には、小浜藩京極家と烏取藩池田家の専有採

石領域の存在とその境界線の推定、これに加えて三藩

（松江藩堀尾家・唐津藩寺澤家・熊本藩加藤家）のお

よその石切丁場の存在が叙述されるようになった〔森

岡・古川2002〕。そして、これら一連の調査・ 研究の

到達点が〔古川2003〕での言及と言え、奥山山頂主尾

根から派生する南斜面中山尾根を中心に単独分布をみ

せる奥山刻印群K地区（長州藩毛利家石切場）の悉皆

調査成果〔古川1998、森岡絹1998、芦屋市教委1998〕
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はこれに先んじて補強するものとなっている。前後し

て、越前福井藩松平家の芦の芽グループ分布調査デー

タの再評価や暦津藩寺澤家の石切丁場の面的調壺や分

布調査成果〔古川編2003〕などの発信を受けて、〔森

岡・坂田2005c〕では最新データのビジュアル化に意

を注いでいる。その過程で刻印表示のみを目的とした

当初から石場を離れることのない「膀示石」「境界石J
「結界石」なる用語の定立や概念規定も随時並行して

なされ〔古川2003、竹村・白谷編2006、森岡2006・

2008b・2009、森岡・坂田2008、森岡・竹村編2006、

芦屋市教委2008〕、所用藩不明刻印の抽出や石切場に

おける刻印の役割、刻印を有する自然石の存在形態な

どの分析に及んで今日に至っている。そして、現状で

は、併刻刻印の意義づけに主要家臣団への注目〔古川

1992〕、組頭や石エ棟梁などよ り階層的な下位集団の

存在を示唆するなど、階層的、職掌的な検討へと歩を

進めている〔森岡2009〕。近年発表されつつある〔多

賀2009・2010〕の地道な研究は、それを牽引するもの

として高く評価している。

本地点の調査は、こうした課題と検証とも深く関わ

る場所であり、第 2章の報告部分もその目的に沿って

記述されている。膀示のみを最後まで企図したもので

あったかどうかは、なお検討の余地があり、後考を期

したく思う。 （森岡）

第3節 芦屋廃寺遺跡の広がりと様相

現在時点で芦屋廃寺遺跡の調査も第116次の取り扱

いを行うに至っている。複合遺跡としてきわめて複雑

な様相を呈しており、草叢の環境下にあって常に求め

られてきた古代寺院跡の寺域中枢の正確な範囲の追求

以外に、複合遺跡としての構造の解析をたえず行って

いかねばならない。堂宇が並び建つ中心伽藍が既に市

街地と化した廃寺の宿命でもあり、その成立前と継続

期の周辺集落の様態などをいかに把握するかなどが目

的とすべき課題である。

今般、事前調査の対象となった第113地点でもその

観点から検討してみると、弥生時代～近世の遺構面が

数面確認され、とくに第3・4遺構面においては、標

高45.0-45.2mの扇状地性緩傾斜地に竪穴住居や掘立

柱建物から成る古墳時代の集落の展開が想定された。

近傍では近似した在り方を既に第48地点（三条町124

番地2)が示しており、標高38-4lmの扇状地面にお

いて、 B-1区で4世紀代の土師器を伴う住居跡 1棟、

B -3区で住届跡4棟、 D-1区では 6世紀代に限定

し得る方形竪穴住居跡6棟、大型掘立柱建物跡 1棟が

検出され〔今村・町田1997〕、全体として 7世紀前半

以前の居住域の重層度はこうした扇状地緩斜面域に広

く展開するようである。結果として、これまでの周辺

調査では、金属器加工工房の一角と思しき遺構が検出
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されるという成果も得ており、古墳時代集落としての

複雑な展開も今後、考えていかねばならない。（森岡）

第4節 待望の居住域がみつかった打出岸

造り遺跡とその性格をめぐって

(1) 『考古小録』とその著者、紅野芳雄について

本遺跡の周知される背景を知る上に欠かすことので

きないもの、人が、『考古小録』とその著者紅野芳雄

である。紅野は言わばこの遺跡の発見者であり、遺跡

名の初出文献が彼の著書 『考古小録』においてである。

厚さ 1cm程のこの書物は、限定弐百部で昭和15年

(1940) 4月25日に西宮史談会から発行された。

紅野芳雄は西宮町の町長紅野太郎の長男として明治

26年 (1893)に西宮の地に生まれ、大阪の茨木中学校

に通い、卒業後は金融関係の仕事に就いた （浪速銀行

西宮支店に勤務）。西宮は酒所として有名であるが、

大正 8年には酒造会社の経営に踏み切った。紅野の考

古活動は明治41年 (1908)に始まっている。茨木中学

校に入学したのが明治39年 (1906)のことであるから、

同校 2年生の冬休みのことであった〔吉井1940〕。同

時代の人士、考古ボーイたちに、田岡香逸、吉井良尚

や田澤金吾がおり、この書が遺著として、掛け替えの

ない郷土史料として編まれる機縁をなした。

『考古小録』の母体となった各地の遺跡の踏査活動

は、大正 6年 (1917)から始まっている。備忘のため

日夜弛まず書き続けた日誌的記録はノート 3冊に及び、

紅野の死後、 西宮史談会が遺作、遺著として刊行した

のが 『考古小録』なのである［紅野1940〕。実際に足

を運び、日々変わる遺跡の姿や今では想像もつかない

各所で露頭し、採集される遺物の秀逸性、蓄積がやが

てその遺跡の性格をも語り始める貴重な記録であるが、

阪神間の文化財担当者でさえ、最初から最後まで熟覧

し、その発信する密度のある内容に耳を傾けるものは

少ない（註 2)。全3冊の 「考古小録」以外に、図類

なども豊富な「考古図譜」 「考古雑録」などが現存し、

西宮市立郷土資料館に収蔵されている。享年46歳で亡

くなった紅野の命日は昭和13年 (1938)4月25日であ

るが、遺跡現地へ足を運んだとみられる最後の踏査日

は4月20日であり、補記が4月22日になされている。

辰馬悦蔵は紅野採集資料を一等的な価値を持つものと

して評している〔辰馬1940〕。

(2) 昭和 9年、打出岸造り遺跡の発見

岩ヶ平遺跡を歩いた紅野は、昭和 9年 (1934)3月

14日、作道中の工事現場で本遺跡を発見した。弥生土

器片を遺物包含層中に見出したものであるが、その翌

日から始まった踏査活動は、3月15日・20日、7月8

日・ 11日・18日と続き、翌昭和10年 (1935)7月18日、

8月2日・18日・29日・ 30日、 9月 1日・ 3日・11
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日・ 27日にも夏から秋にかけて熱心に遺跡踏査を行っ

ている。 昭和 9年に 6回、同10年に 9回、通算15回の

踏壺となるが、正確を期すれば19回に及ぶ採集活動を

数える。記録は大変貴重なもので、 土層断面図や当時と

しては精緻な士器実測図なども後世に伝えられている。

(3) 紅野踏査諸記録の分析、検討

上記した打出岸造り遺跡の古記録を周知の埋蔵文化

財として取り扱うべく行政的要請と市内の弥生遺跡の

現状分析を目的に検討を進めたのは随分時が経ってか

らのことであるが 〔村川・森岡1976〕、それまでにも

芦屋の自治体史編纂初期の段階に 「石器時代遺跡」と

して名称や内容が紹介されている〔魚澄 ・武藤1956〕。

今それらを加味しつつ、〔村川・森岡1976〕に拠りな

がら、紅野の踏査記録を分析し、遺跡相と関わる若干

のこと に言及したい。

紅野日誌に基づけば、遺跡の中心部は、阿保親王塚

古墳より西へ200m余の所に位置し、緩やかに屈曲す

る宮川の右岸段丘上に存在する （第5図）。 現在遺跡

地一帯には人家が建ち並び、住宅地となっていて、紅

野が遺物を採集した頃の面影を知るよしもないが、道

路敷設の両側切通しの北側で、地表下35-lOOcmの位

置に弥生土器の濃密な包含層が遺存しており （第4

図）、連続せず南側ではやや稀薄となっている。地表

下100cm以下では粘土質の土層が露呈し、その部分か

らは口縁部残片で、波状文様を有する 1点、壺形士器

の胴部上半片 l点などが出土している。個々の採集地

点は、第 1表のとおりであるが〔村川・森岡1976〕、

要するに遺物を包含する土層は道路切通しの主として

北側崖面への集中が看取されるもので、この道路の以

北一帯に広がっていたことが知られる （第1表）。 遺

物は土器類が中心であり、他に畑地の地表の精査によ

り、石鏃 1点、土錘片 l点が採集されている。記載で

注意すべきことは、サヌカイト片が 1点も見出されな

かったことが強調されている点であり、土器類の帰属

する時期 （後述）を暗示していよう 。

(4) 紅野芳雄採集遺物の様相

当時の採集遺物は、第 1表のとおりであるが、紅野

自身の整理に基づけば、完形の壺 1、口縁部片2、底

部13、甑胴部上半残欠 3、胴部下半残欠4、完形高杯

l、裔杯脚部3、須恵器lが含まれている。須恵器は

包含層中に微量混在しているようであるが、包蔵の主

力をなしていない。断片ながら〔村川・森岡1976〕で

は、 1片の赤焼系の土器片を紹介している (Pl85図

84、『考古小録』からの転載）。2帯の櫛描波状文を施

す壺形土器の口縁部とみられる破片であるが、紹介の

当時、弥生土器と考えて触れている。しかし、現段階

で検討を加えると、この壺片は二重口縁の立ち上がり

部分であり 、やや硬直な櫛描波状文の形質も庄内式併
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第4図 打出岸造り遺跡基本土層

模式図（紅野芳雄著『考

古小録」1940より）
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第 1表

紅野芳雄が残した大正～昭和初期の遺跡地図〔紅野

1940〕と打出岸造り遺跡の位置(¢印）

行期のものとみて大過ない。この点については、本遺

跡の性格や時期を面的に洗いなおしている概括があり、

それに委ねたい〔森岡1996〕。

第56地点における遺構群の性格と打出岸造り

遺跡の集落像

学史的に名麻い打出岸造り遺跡も、この調査によっ

て初めて居住域の一画にメスが入り、市内東部の宮川

水域において古墳出現期を考える上にきわめて有力な

集落跡であることが裏付けられた。これまでの調査で

打出岸造り遺跡遺物採集記録一覧表〔村川・森岡1976〕

も弥生中期に遡る微証は得られているが、中心時期は

弥生時代後期後半でも新しい段階から庄内式期にかけ

てであり、地点単位では一部布留式期初頭にかかるこ

とが明らかとなっている。

検出遺構は、自然流路・人工水路・溝・士坑・ピッ

トや堰状遺構などであり、生活臭を伴う今次調査地点

でも明確な掘立柱建物や竪穴建物の類は検出されてい

ない。当該期の住居跡は本地域では原則方形プランで

構築されたはずであり、当然隅丸方形～方形系統の住

居跡群がその営みを示して出土するものと思われる。

この点、今般調査を進めた箇所は、居住域の枢要部で

はなく、やはり東に片寄った地域になることが考えら

れる。宮J11低地部にかけて東に下降する自然地形から

みても、ごく自然な解釈と言え、検出遺構群はむしろ

かような占地条件を背景とするようである。また、こ

れまで確認されてきた遺構を検討すると、その多くが

引水・用水関係の大溝・小溝などが主体を占め、水利

関係の施設の片鱗を各所で散見する状況にある。

本集落の立地は宮川本川よりは高位にあるものの、

宮川からの取水はさらに上流域であることが推測でき、

引水源を掌握できる要の地に存在する。芦屋川一宮川

間の扇状地間低平地の農業開発の端緒は現有資料から

は古墳時代前期にまでしか遡らないけれど、それ以降

の調査資料や文献史料からは芦屋J11そのものの左岸域

への農業用水の供給はきわめて消極的であり、その多

くを宮川からの水利構造に顆っていたと思料している。

その遠因の一つが扇状地面での風水害被災地の分布域

が物語る芦屋川の決壊や網状伏流水の左岸側における

動きにあることは論を待たない。市域沖積平野部にお

ける芦屋川利水と宮川利用のバランスの崩れた土地利

用状況は近世、近現代の水利構造にのみ帰するのでは

なく、歴史的には少なくとも弥生時代後期にまでは遡

上する。

この点を鑑みれば、打出岸造り遺跡の選地への思惑

はきわめて卓抜なものがあったと言え、古墳時代前夜
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に社会が急速に要請した水系単位の広域用水の水利シ

ステムの円滑化と大いに連動した動きであったと理解

できる。紀元2-3世紀の交わりを包含するであろう

この小期、宮川右岸域の水田生産地帯の配水差配に主

要な役割を果たしていた集落とみて大過なく、今次調

査で検出された日常遺構の様相をかなり欠く一連の土

器溜まり遺構も水利と係わる祭祀などと間接的には絡

む要素を顕現するものであって、継続的な機能分析が

なお必要な物証と言えるのではなかろうか。実態なお

不鮮明な大原遺跡の小区画水田などの関与も現段階で

は考慮の内に入れておきたい。

(6) 土器相の地域性と古式士師器編年上の位置

最後になったが、本遺跡の第56地点の調査では多く

の弥生・古墳時代移行期の土器類が出土した。これら

の上器群の詳細観察については、既に遺構・ 層位ごと

に記述を終えたので、以下では、土器にみられる地域

相や特性、古墳出現段階と絡む絹年上の位置付けなど

についてのラフスケッチを箇条書きにより行い、総論

の役目を果たしておきたい。

〇遺跡は宮川右岸に立地するが、土器の素地士は翠ヶ

丘台地上に存在する遺跡ともよく類似し（久保遺

跡・小松原遺跡・若宮遺跡など）、宮川水域の在地

の土器を主体に構成される。 1.5km西方の芦屋川水

域やさらに西の神戸市東灘区を流下する住吉川水系

の諸遺跡とはかなり趣きを異にした胎土・焼成感を

示し、搬入品自体はきわめて少ない。「山の土器」

「里の土器」といった二項対立的な粗区分に敢えて

照らせば〔森岡1980、森岡編2003〕、 後者のグルー

プに入るものと考えてよい。したがって、指呼の間

にある集落同士でも日常的な交流は土器を見る限り

少なく、本集落の機能する意味が稲作農耕社会の中

でより特化されていることを示唆する。

〇ただし、多くは日常生活に供した器種が含まれてお

り、広口壺や細頸壺、二重口縁壺などの壺類個数に

比べると、甕形土器が圧倒的に比率が高く、全体と

して後期末以降の組成推移を示している。

〇外来的な土器には、北四国系、淡路・紀伊系、丹

波・丹後系、北近畿系、東摂系などの要素が看取さ

れるが、基本は遠来者が本遺跡近辺で製作した「臨

地製土器」〔森岡1999〕が主力をなし、典型的な搬

入品は少ない。しかし、人の往来を明示することは

確かであって、打出岸造りの集落が一定の求心性を

保持していたことぱ注目されてよいだろう。

〇報告資料中、本地域では初めての検証となった丹

後・丹波系の高杯は、高野陽子のこれまでの研究

〔高野2001a・2001b・2006〕でもよく知られている

が、本資料の分析・検討ではその編年的位置を考え

る上でも有効なものであり、向後に正確な胎士分析
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が不可欠な士器の形式（フォーム）として、資料間

の時間差も考慮、詮索する必要があろう。

〇丹後・丹波系（北近畿）の系譜の異なるこれらの上

器は、他器種とセット関係を保つものではなく （非

様式）、単器種でこの器形が製作ないしは搬入され

たものであり、型式を異にするものを包括している

ので、その影馨に幾分の時間的流れを見込んでいる。

それは丹後高野編年〔高野2006〕による擬凹線文系

土器様式後半段階の大山式特有の有段口縁台付鉢か

ら西谷式の有段口縁高杯への同系統内型式変遷と深

く関わる。 SD04下層（灰色士）からは、西谷 2式

新段階併行期とみられる有段口縁高杯が複数点出土

しており、各地域の土器編年の併行関係の現状〔森

岡・西村2006〕からは、弥生時代末～古墳時代初頭

（古段階）と触れ合う 。庄内式の古い部分と丸々関

説し得る西谷3式併行期になることはまずない形態

なので、 SD04下層土器群の中心時期の一点は上記

したようになるだろう 。ただし、遡る方については、

西摂第3様式期〔森岡・竹村2006〕の在地甕や淡路

型甕の独得の製作手法、直□細頸壺の型式などから
みて、弥生時代後期末にはひき上げられよう 。

なお、有段□縁裔杯の出自は、高野陽子氏のご教
示により、丹後そのものではなく、丹波周辺にある

ものと考えているが（第 6図）、搬入品と断案し得

る胎土情報を欠く点を断っておく 。SD04灰色士上

部出土土器は、西摂4様式の高杯や西摂 5・6様式

段階の甕．鉢などが認められ、その点も下層土器群

自体の年代下限の方を押さえることが可能である。

〇土器溜り 1中層は、 SD04下部土器群よりは新しく、

その傾向は一部西摂6様式に下るものの、中心時期

は西摂 5様式にある。高杯脚部の著しい中実化や

I. 大山墳墓群（丹後町） 2 岡城山遺跡（網野町） 3 林遺跡（網野町） 4 浅後谷南遺跡（網野町）
5, 赤坂今井填丘墓（峰山町） 6, 古殿遺跡（峰山町） 7. 途中ヶ丘遺跡（峰山町） 8 金谷 1号墓（鯰山町）
9 帯城墳墓群（大宮町） JO 正垣遺跡（大宮町） II 西谷墳墓群（野田川町） 12. 須代遺跡 （加悦町）

13, 谷内遺跡（大宮町） 14. 大風呂南墳墓群（岩滝町） 15, 日恒遺跡（宮津市） 15, 桑原口遺跡（宮津市）
17 浦入遺跡（舞鶴市） 18 志高遺跡（鰈鶴市） 19, 桑飼上遺跡（舞鶴市） 20 庄村遺跡（綾部市）

21. 青野遺跡（綾部市） 22. 新庄遺跡（綾部市） 23, 豊富谷遺跡（福知山市） 24. 橋爪遺跡 （久英浜町）
25 若宮墳墓群（豊岡市） 26. 立石墳墓群（豊岡市） 27. 宮内遺跡（出石町） 28. 加陽土屋ヶ鼻墳墓群（豊岡市）
29 犬岡遺跡（氷上町） 30, 七日市遺跡（春日町） 31. 上板井遺跡（篠山町） 32, 今林遺跡（園部町）
33, 太田遺跡（亀岡市） 34, 向山B遺跡（上中町） 35, 正伝寺南遺跡（新旭町） 35, 秋里遺腑（鳥取市）

37, 西大路土居遺跡（鳥取市） 38, 角谷遺跡（三方町）

第6図 丹後系高杯の波及経路〔高野2001a〕
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甕．鉢の底部形態の変化、矮小化などの特性から判

断される。上器溜り 1下層上器群はやや古く、直口

細頸壺は西摂4様式の時期を示し、甕や高杯も概ね

同調する。無論、これら中・ 下層の資料が庄内式に

併行することは、第31図の甕や鉢の外面平行タタキ

の様態に少量伏在する庄内河内型甕の影響度からみ

ても明らかであろう。資料の乏しい上器溜り 2・3

については、所見を示せないが、土器溜り 1の下層

土器群と触れ合いをみせる時期のものとみて大過な

い。遺構群として有機的な関係が見出せる。

〇この段階の上器群を保有する本遺跡において、特箪

すべきことは、猪名川以東の諸遺跡と比べ、庄内式

併行期の中河内生駒西麓産士器の搬入品がきわめて

稀少なことである。類似する色調の二、三の土器片

は散見されたが、確例は全くなく、大阪平野との集

落間交流は不活発と言える。その動向は、第9地点

のように中河内地域の人々の関与のみられる製作技

術を吸収した庄内河内型甕の技術的在地化が庄内式

併行最新段階になって初めて出現することを思えば、

今回報告を試みた一括土器群の相対網年上に占める

位置が庄内式段階でも前半～中頃までに収まること

と表裏の関係にあるといえ、時期比定のこともよく

理解されるのではなかろうか（第 2表）。

〇弥生集落のキャッチメントエリア程度での上器の移

動範囲（人の日常的動き）は、なかなか実証性に乏

しく、長い間留保されている場合が多いが、褐色系

土器群・灰色系土器群といった総星を見ての大別は

不可能ではなく〔森岡1980〕、その裏付けに自然科

学的（岩石学・鉱物学的）な胎士分析は客観性を備

えることもあって、本市では先駆的に採用を試みて

いる〔辻・矢作・辻本・田中・パリノ・サーヴェイ

株式会社2003〕。 〔森岡1980〕で示した考古学側の問

題提起を受け、議論の柱に最も適確な資料（土器

片）を抽出し、①胎上の粒度組成傾向、②花尚岩類

岩片の混入状況、③石英・長石の混入状況、④鉱物

片・岩石片の種類からみた傾向、⑤薄片観察による

土器の推定焼成温度などの諸観点から比較分析し、

遺跡固有の多産土器のもつ属性を客観化する方法で

ある。近年は、土器以外に埴輪や瓦など多岐にわた

註記

る分野の胎土分析で実践されつつあり、その初の試

みが〔森岡編2003〕の寺田遺跡出上土器の分析で

あった。その時の資料は打出岸造り遺跡第32地点出

上の庄内式併行期の甕体部片で、色調灰褐色～明灰

褐色（白色岩片点在、砂粒目立たず）の特徴を示す

ものであるが、客観的には①極細粒砂より細砂の粒

径が多く含まれる傾向、②極粗粒砂～中粒砂までの

粒径を主体とした組成で、出現頻度は高い。③若宮

遣跡と類似した傾向を示し、寺田遺跡多産上器との

対峙。石英の細粒化、カリ長石のピークが極細粒砂

～細粒砂に顕在。④鉱物・岩石種における共有度の

高さ、⑤素地を構成する主要粘士鉱物であるセリサ

イトの加熱変化が乏しく、石英・長石類にも加熱変

化の認められないものから、一部セリサイトの非晶

質化がみられるものまでの広がりがあり、焼成温度

も800℃以下の資料と900℃前後の資料の両様が認め

られるようである。当第56地点の資料の性格も大き

く変わるものではないので、参考までに記載した次

第である。 （森岡）

第5節結びにかえて

以上、平成21年度に実施した国庫補助事業対象地の

発掘調査成果などを遺跡ごとに見てきた。

明治時代初期に文化財を保護するという考えが日本

の社会に台頭してから100年余り、昭和25年 (1950)

の文化財保護法施行（法律第214号）から一昨年は60

年の歳月が経つという節目の時期を意識する昨今であ

る。この間、文化財の保護を取り巻く環境は大きく変

化し、同時に社会の価値観や国民の文化意識も随分と

様変わりした。文化財の捉え方も文化遺産、文化資源

としての保存や活用、さらには景観という概念をも包

括した広域的で柔軟な保護活動の動きなど、埋蔵文化

財の社会に占める価値や活用の将来像も変革期に入っ

ていることを如実に実感する。

専用住宅の建設事業に伴って実施されるこうした補

助金適用の事業もより後世に歴史的価値が引き出せる

よう、運用方法や制度などを機会あるたびに見直し、

日夜模索しなければならない。 （森岡）

（註 1)池田家の歴史的系譜は複雑であるが、輝政時代の池田氏所領が姫路52万石の他に、 子息・ 弟の拝領した岡山28万石 （忠継）、淡路6

万石、鳥取6万石（長吉）などを有する100万石クラスの大大名である。伊木家刻印と深く係わる池田新太郎光政は、姫路藩利隆の

長男で、姫路→島取→岡山の各藩を転封、元和 3年 (1617) には、因幡・伯者に入り、その後は寛永 9年 (1632)、忠雄の長男光仲

が幼少であったため、岡山藩と国替えになる経緯がある。伊木銘刻印の主光政の年代観から見て、大坂城徳川再築期間との触れ合

いがよく理解されることと思われる。

（註 2)幸いなことに、筆者と上田祥子は、昭和49年 (1974)に、武藤誠委員長・村川行弘委員の指示により、 『考古小録』の経年日録の全

文に目を通し、当時の遺跡単位にしたがい記述内容を完全に分解するとともに、遺構・土層・ 遺物などの実態、点数のカード化を

進めて個別の傾向を把握した。その結果は、直後に刊行をみた『新修芦屋市史j資料篇に反映させたが、とくに弥生時代［村川・

森岡1976〕の叙述では、地図照合や地名考証を進めつつ遺跡名の踏襲や復活、内容の記載に基礎資料として活用を図った。打出岸

造り遺跡に関しても、最も具体相が伝わってきたのは、紅野の 「考古小録』であった。

起箪の年月日からすると、著者16歳の頃であることは田岡香逸が強調するところであり 、46歳が絶箪となる 〔田岡1940〕。
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所ふ収り遺が跡名な い岩わヶが平ひら刻こくい印ん群ぐん （だ第い176地ちて点ん） 発掘調査担当者 森岡秀人・坂田典彦

所ふ り在が地な ひょ庫うこ’けん芦あしや市しいわぞのちょう
兵県屋岩園町26-3、26-12、27、28-1

コ ド 北 泄し土平 東 経 調査期間 調壺面積 調査原因

市町村 遺跡番号

＼ 
34度74分84秒 135度31分40秒 20090629-20090714 36.5m2 個人住宅建設

28206 

所収遺跡名 種 別 時 代 主な遺構 主な遺物 特記事項

岩ヶ平刻
江戸時代

印群 （第 生産 刻印石 なし 刻印石 1石を確認した。

176地点）
（初期）

本調査地は、岩ヶ平刻印群西部の石曳き道の一つと目されているどんどん川の左岸に位置

要 約
し、正円の中に「ー」が彫られた刻印をもつ石材を 1石確認した。本石材は、刻印以外の

加工痕がなく、石垣用材として使用されたのではなく、膀示石と考えられる。現在のとこ

ろ、鳥取藩池田家所用の刻印と推定している。



所ふ収り遺が跡名な あ告し屋や廃はい寺じ遺いせ跡き（だ第い113地ちて点ん） 
発掘調査担当者 森岡秀人 ・白谷朋世

所ふ り在が地な ひょ庫うこ’けんあ芦しや市しさんじ条ょう町ちょう ばんち
兵県屋三 81番地4

コ ド 北 緯 東 経 調奔期間 調奔面積 調壺原因

市町村 遺跡番号

＼ 
34度73分72秒 135度29分50秒 20090706-20090723 29. lm2 個人住宅建設

28206 

所収遺跡名 種 別 時 代 主な遺構 主な遺物 特記事項

芦屋廃寺 弥生時代
弥生上器・上師器・

弥生時代～占墳時代の集落遺

遺跡 （第
集落跡

古墳時代 ピット・耕作痕
須恵器・瓦器・陶器・

跡の広が りと、中世以降の耕

113地点）
生産

中世
磁器 （中国白磁・中

作地開発の痕跡を確認した。
国青磁）

今回の調査では、弥生時代～中近世の遺構面を 4面確認した。とりわけ、古墳時代以前に
要 約 比定される第3・4遺構面では、掘立柱建物や竪穴建物を推測し得るピット群を検出した。

調査地点の成果は、第111地点や第116地点とも深く関係する。

所ふ収り遺が跡名な 打うち出て岸きしづ造くり遺いせ跡き（だ第い56地ちて点ん） 
発掘調杏担当者 森岡秀人・白谷朋担

ふりがな ひ兵ょ庫うこけ県んあ芦し屋や市し大おおは原らち町ょ8う3ば番ん地ち1 所在地

コ ド 北 緯 東 経 調査期間 調査面積 調査原因

市町村 遺跡番号

＼ 
34度73分81秒 135度30分98秒 20090427~ 20090527 296.0m2 個人住宅建設

28206 

所収遺跡名 種別 時 代 主な遺構 主な遺物 特記事項

打出岸造 弥生時代 （後 弥生上器・上師器・
弥生時代後期末～古墳時代前

り遺跡 期末）～古墳時
土 坑・ピット・

須恵器・瓦器・瓦質
期初頭の一括性の高い土器群

（第56地
集落跡

代 （前期初頭）
溝・流路・杭跡・

士器・陶器・磁器 （中
を伴う遺構を検出した。当該

点） 中世
耕作痕

国青磁）・瓦 ・石器
期の打出岸造り遺跡の集落域

の一角が推定可能となった。

弥生時代後期末～古墳時代前期初頭の遺構 （上坑 ・ピソト・溝・流路 ・土器溜り ）等を検

出した。遺構は弥生第v様式末～庄内式古段階併行の時期のもの (SD04)と庄内式中段
要 約 階併行の時期のもの（土器溜り 1 ~3) に区別できる 。 なお、出上した土器には、淡路や

北近畿の形態・技法を用いた在地産の「臨地製土器」も確認され、人的交流の跡をとどめ

ている。
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